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(57)【要約】
　本願はリソース割当方法およびデバイスを開示する。
この方法は、第1のダウンリンクサブフレーム集合を決
定するステップであって、第1のダウンリンクサブフレ
ーム集合は、第1のアップリンク-ダウンリンク構成と第
2のアップリンク-ダウンリンク構成との両方において第
1のアップリンクサブフレームに関連する、決定するス
テップと、第1のアップリンクサブフレーム内で、第1の
アップリンク-ダウンリンク構成のHARQタイミングに従
って第1のPUCCHリソース領域を決定するステップであっ
て、第1のPUCCHリソース領域は、第1のダウンリンクサ
ブフレーム集合のHARQフィードバック情報のために予約
されたリソース領域である、決定するステップとを含む
。前述の解決策。第1のアップリンク-ダウンリンク構成
の下の要素の量およびシーケンス番号は、より後に公表
されたUEの第1のダウンリンクサブフレーム集合内のす
べてのダウンリンクサブフレームについて使用され、そ
の結果、2タイプのUEと互換のシステム内で、より後に
公表されたUEへのPUCCHリソース領域の割当を実施する
ために、同一の第1のPUCCHリソース領域が割り当てられ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第1のダウンリンクサブフレーム集合を決定するステップであって、前記第1のダウンリ
ンクサブフレーム集合は、第1のアップリンク-ダウンリンク構成と第2のアップリンク-ダ
ウンリンク構成との両方において第1のアップリンクサブフレームに関連する、決定する
ステップと、
　前記第1のアップリンクサブフレーム内で、前記第1のアップリンク-ダウンリンク構成
のHARQタイミングに従って第1のPUCCHリソース領域を決定するステップであって、前記第
1のPUCCHリソース領域は、前記第1のダウンリンクサブフレーム集合のHARQフィードバッ
ク情報のために予約されたリソース領域である、決定するステップと
　を含む、リソース割当方法。
【請求項２】
　前記第1のアップリンク-ダウンリンク構成は、ユーザ機器UEの第1のグループによって
使用されるアップリンク-ダウンリンク構成であり、UEの前記第1のグループは、動的TDD
アップリンク-ダウンリンク構成能力を有しないUE、動的TDDアップリンク-ダウンリンク
構成を用いては構成されないUE、またはレガシUEであり、
　前記第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、UEの第2のグループに適用される、UEの
前記第2のグループのHARQタイミングを示すのに使用される、基準アップリンク-ダウンリ
ンク構成、またはUEの前記第2のグループのアップリンク-ダウンリンクサブフレーム割当
を示すのに使用されるアップリンク-ダウンリンク構成であり、UEの前記第2のグループは
、動的TDDアップリンク-ダウンリンク構成能力を有するUE、動的TDDアップリンク-ダウン
リンク構成を用いて構成されるUE、またはより後に公表されたUEである
　請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記第1のアップリンクサブフレーム内で、前記第1のアップリンク-ダウンリンク構成
のHARQタイミングに従って第1のPUCCHリソース領域を決定する前記ステップは、具体的に
は、
　前記第1のアップリンクサブフレーム内で、M1およびjに従って前記第1のダウンリンク
サブフレーム集合内のダウンリンクサブフレームの前記第1のPUCCHリソース領域を決定す
るステップであって、M1は、前記第1のアップリンク-ダウンリンク構成の前記HARQタイミ
ングに従って決定される、前記第1のアップリンクサブフレームに関連するダウンリンク
サブフレーム集合A内の要素の量であり、jは、前記ダウンリンクサブフレーム集合A内の
、前記第1のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレームのシーケンス
番号である、決定するステップ
　である、請求項1または2に記載の方法。
【請求項４】
　M1およびjに従って前記第1のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレ
ームの前記第1のPUCCHリソース領域を決定する前記ステップは、
　式
【数１】

に従って前記第1のPUCCHリソース領域を決定するステップであって、
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【数２】

は、前記第1のPUCCHリソース領域内のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号
であり、xは、非負の整数であり、

【数３】

であり、

【数４】

は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、

【数５】

は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、Nc≦nCCE<
Nc+1になるようにされ、nCCEは、前記第1のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリ
ンクサブフレーム内で送信されるPDCCHによって占められる第1のCCEの番号であり、

【数６】

は、前記第1のPUCCHリソース領域のオフセットである、決定するステップ
　を特に含む、請求項3に記載の方法。
【請求項５】
　第2のダウンリンクサブフレーム集合を決定するステップであって、前記第2のダウンリ
ンクサブフレーム集合は、前記第2のアップリンク-ダウンリンク構成において前記第1の
アップリンクサブフレームに関連し、前記第2のダウンリンクサブフレーム集合は、前記
第1のアップリンク-ダウンリンク構成において前記第1のアップリンクサブフレームに関
連しない、決定するステップと、
　前記第1のアップリンクサブフレーム内で、第2のPUCCHリソース領域を決定するステッ
プであって、前記第2のPUCCHリソース領域は、前記第2のダウンリンクサブフレーム集合
のHARQフィードバック情報のために予約されたリソース領域である、決定するステップと
　をさらに含む、請求項1から4のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記第1のアップリンクサブフレーム内で、第2のPUCCHリソース領域を決定する前記ス
テップは、
　M2およびiを決定するステップであって、M2は、前記第2のダウンリンクサブフレーム集
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合内の要素の量であり、iは、前記第2のダウンリンクサブフレーム集合内の、前記第2の
ダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレームのシーケンス番号である、
決定するステップと、
　第2のオフセットNΔを決定するステップと、
　前記第1のアップリンクサブフレーム内で、M2、i、および前記第2のオフセットNΔに従
って前記第2のPUCCHリソース領域を決定するステップと
　を含む、請求項5に記載の方法。
【請求項７】
　前記第1のアップリンクサブフレーム内で、第2のPUCCHリソース領域を決定する前記ス
テップは、
　M2およびiを決定し、第1のシグナリングを送信するステップであって、前記第1のシグ
ナリングは、M2およびiを示し、M2は、前記第2のダウンリンクサブフレーム集合内の、そ
れのためにPUCCHリソース領域がPDCCHリソース領域に従って予約される必要があるダウン
リンクサブフレームの量であり、iは、前記第2のダウンリンクサブフレーム集合内の、そ
れのためにPUCCHリソース領域がPDCCHリソース領域に従って予約される必要があるダウン
リンクサブフレームのシーケンス番号である、決定し送信するステップと、
　第2のオフセットNΔを決定するステップと、
　前記第1のアップリンクサブフレーム内で、M2、i、および前記第2のオフセットNΔに従
って前記第2のPUCCHリソース領域を決定するステップと
　を含む、請求項5に記載の方法。
【請求項８】
　第2のオフセットNΔを決定する前記ステップは、
　前記第2のオフセットNΔが前記第1のアップリンク-ダウンリンク構成において前記第1
のアップリンクサブフレームに関連するダウンリンクサブフレームの量に1つのダウンリ
ンクサブフレーム内で構成され得るCCEの最大量を乗じたものと等しいと決定するステッ
プ、あるいは、
　前記第2のオフセットNΔを構成し、第2のシグナリングを送信するステップであって、
前記第2のシグナリングは、前記第2のオフセットNΔまたは

【数７】

を示し、
【数８】

である、構成し送信するステップ、あるいは、
　前記第2のオフセットNΔ=M1×Ncを構成し、第3のシグナリングを送信するステップであ
って、前記第3のシグナリングは、cの値を示す、構成し送信するステップ
　を含む、請求項6または7に記載の方法。
【請求項９】
　前記第1のアップリンクサブフレーム内で、M2、i、および前記第2のオフセットNΔに従
って前記第2のPUCCHリソース領域を決定する前記ステップは、
　式
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【数９】

に従って前記第2のPUCCHリソース領域を決定するステップであって、

【数１０】

は、前記第2のPUCCHリソース領域内のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号
であり、xは、非負の整数であり、

【数１１】

であり、

【数１２】

は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、
【数１３】

は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、
【数１４】

になるようにされ、
【数１５】

は、前記第2のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレーム内で送信さ
れるPDCCHによって占められる第1のCCEの番号であり、
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【数１６】

は、前記第2のPUCCHリソース領域のオフセットである、決定するステップ
　を含む、請求項6から8のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　UEによって、第1のダウンリンクサブフレーム集合を決定するステップであって、前記
第1のダウンリンクサブフレーム集合は、第1のアップリンク-ダウンリンク構成と第2のア
ップリンク-ダウンリンク構成との両方において第1のアップリンクサブフレームに関連す
る、決定するステップと、
　前記UEによって、第3のダウンリンクサブフレーム内で第1のPDCCHを受信し、前記第3の
ダウンリンクサブフレームが前記第1のダウンリンクサブフレーム集合に属する時に、前
記第1のアップリンクサブフレーム内で、前記第1のアップリンク-ダウンリンク構成のHAR
Qタイミングに従って第3のPUCCHリソースを決定するステップであって、前記第3のPUCCH
リソースは、前記第1のPDCCHによってスケジューリングされたPDSCHのHARQフィードバッ
ク情報または前記第1のPDCCHによって示されるダウンリンクSPSリリースシグナリングのH
ARQフィードバック情報によって占められるPUCCHリソースである、受信し決定するステッ
プと
　を含む、リソース割当方法。
【請求項１１】
　前記UEは、第2のグループのUEであり、UEの前記第2のグループは、動的TDDアップリン
ク-ダウンリンク構成能力を有するUE、動的TDDアップリンク-ダウンリンク構成を用いて
構成されるUE、またはより後に公表されたUEであり、
　前記第1のアップリンク-ダウンリンク構成は、ユーザ機器UEの第1のグループによって
使用されるアップリンク-ダウンリンク構成であり、UEの前記第1のグループは、動的TDD
アップリンク-ダウンリンク構成能力を有しないUE、動的TDDアップリンク-ダウンリンク
構成を用いては構成されないUE、またはレガシUEであり、
　前記第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、UEの前記第2のグループに適用される、U
Eの前記第2のグループのHARQタイミングを示すのに使用される、基準アップリンク-ダウ
ンリンク構成、またはUEの前記第2のグループのアップリンク-ダウンリンクサブフレーム
割当を示すのに使用されるアップリンク-ダウンリンク構成である
　請求項10に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第1のアップリンクサブフレーム内で、前記第1のアップリンク-ダウンリンク構成
のHARQタイミングに従って第3のPUCCHリソースを決定する前記ステップは、
　前記第1のアップリンクサブフレーム内で、M1およびjに従って前記第3のダウンリンク
サブフレームの前記第3のPUCCHリソースを決定するステップであって、M1は、前記第1の
アップリンク-ダウンリンク構成の前記HARQタイミングに従って決定される、前記第1のア
ップリンクサブフレームに関連するダウンリンクサブフレーム集合A内の要素の量であり
、jは、前記ダウンリンクサブフレーム集合A内の前記第3のダウンリンクサブフレームの
シーケンス番号である、決定するステップ
　を含む、請求項10または11に記載の方法。
【請求項１３】
　M1およびjに従って前記第3のダウンリンクサブフレームの前記第3のPUCCHリソースを決
定する前記ステップは、
　式
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【数１７】

に従って前記第3のPUCCHリソースを決定するステップであって、

【数１８】

は、前記第3のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号であり、xは、非負の整
数であり、

【数１９】

であり、
【数２０】

は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、
【数２１】

は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、Nc≦nCCE<
Nc+1になるようにされ、nCCEは、前記第1のPDCCHによって占められる第1のCCEの番号であ
り、

【数２２】

は、前記第3のPUCCHリソースのオフセットである、決定するステップ
　を含む、請求項12に記載の方法。
【請求項１４】
　前記UEによって、第2のダウンリンクサブフレーム集合を決定するステップであって、
前記第2のダウンリンクサブフレーム集合は、前記第2のアップリンク-ダウンリンク構成
において前記第1のアップリンクサブフレームに関連し、前記第2のダウンリンクサブフレ
ーム集合は、前記第1のアップリンク-ダウンリンク構成において前記第1のアップリンク
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サブフレームに関連しない、決定するステップと、
　前記UEによって、第4のダウンリンクサブフレーム内で第2のPDCCHを受信し、前記第4の
ダウンリンクサブフレームが前記第2のダウンリンクサブフレーム集合に属する時に、第4
のPUCCHリソースを決定するステップであって、前記第4のPUCCHリソースは、前記第2のPD
CCHによってスケジューリングされたPDSCHのHARQフィードバック情報または前記第2のPDC
CHによって示されるダウンリンクSPSリリースシグナリングのHARQフィードバック情報に
よって占められるPUCCHリソースである、受信し決定するステップと
　をさらに含む、請求項10から13のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第4のPUCCHリソースを決定する前記ステップは、
　M2およびiを決定するステップであって、M2は、前記第2のダウンリンクサブフレーム集
合内の要素の量であり、iは、前記第2のダウンリンクサブフレーム集合内の前記第4のダ
ウンリンクサブフレームのシーケンス番号である、決定するステップと、
　第2のオフセットNΔを決定するステップと、
　前記第1のアップリンクサブフレーム内で、M2、i、および前記第2のオフセットNΔに従
って前記第4のPUCCHリソースを決定するステップと
　を含む、請求項14に記載の方法。
【請求項１６】
　前記第4のPUCCHリソースを決定する前記ステップは、
　第1のシグナリングを受信し、M2およびiを決定するステップであって、前記第1のシグ
ナリングは、M2およびiを示し、M2は、前記第2のダウンリンクサブフレーム集合内の、そ
れのためにPUCCHリソース領域がPDCCHリソース領域に従って予約される必要があるダウン
リンクサブフレームの量であり、iは、前記第4のダウンリンクサブフレームのシーケンス
番号である、受信し決定するステップと、
　第2のオフセットNΔを決定するステップと、
　前記第1のアップリンクサブフレーム内で、M2、i、および前記第2のオフセットNΔに従
って前記第4のPUCCHリソースを決定するステップと
　を含む、請求項14に記載の方法。
【請求項１７】
　第2のオフセットNΔを決定する前記ステップは、
　前記第2のオフセットNΔが前記第1のアップリンク-ダウンリンク構成において前記第1
のアップリンクサブフレームに関連するダウンリンクサブフレームの量に1つのダウンリ
ンクサブフレーム内で構成され得るCCEの最大量を乗じたものと等しいと決定するステッ
プ、あるいは、
　第2のシグナリングを受信し、前記第2のオフセットNΔを決定するステップであって、
前記第2のシグナリングは、前記第2のオフセットNΔまたは
【数２３】

を示し、
【数２４】

である、受信し決定するステップ、あるいは、
　第3のシグナリングを受信し、前記第2のオフセットNΔ=M1×Ncを決定するステップであ
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　を含む、請求項15または16に記載の方法。
【請求項１８】
　前記第1のアップリンクサブフレーム内で、M2、i、および前記第2のオフセットNΔに従
って前記第4のPUCCHリソースを決定する前記ステップは、
　式
【数２５】

に従って前記第4のPUCCHリソースを決定するステップであって、
【数２６】

は、前記第4のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号であり、xは、非負の整
数であり、
【数２７】

であり、
【数２８】

は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、
【数２９】

は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、
【数３０】

になるようにされ、
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【数３１】

は、前記第2のPDCCHによって占められる第1のCCEの番号であり、
【数３２】

は、前記第4のPUCCHリソースのオフセットである、決定するステップ
　を含む、請求項15から17のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１９】
　第1の決定モジュールと第1の割当モジュールとを含む基地局であって、
　前記第1の決定モジュールは、前記第1の決定モジュールが第1のダウンリンクサブフレ
ーム集合を前記第1の割当モジュールに送るようにするために、前記第1のダウンリンクサ
ブフレーム集合を決定するように構成され、前記第1のダウンリンクサブフレーム集合は
、第1のアップリンク-ダウンリンク構成と第2のアップリンク-ダウンリンク構成との両方
において第1のアップリンクサブフレームに関連し、
　前記第1の割当モジュールは、前記第1のダウンリンクサブフレーム集合を受け取り、前
記第1のアップリンクサブフレーム内で、前記第1のアップリンク-ダウンリンク構成のHAR
Qタイミングに従って第1のPUCCHリソース領域を決定するように構成され、前記第1のPUCC
Hリソース領域は、前記第1のダウンリンクサブフレーム集合のHARQフィードバック情報の
ために予約されたリソース領域である
　基地局。
【請求項２０】
　前記第1のアップリンク-ダウンリンク構成は、ユーザ機器UEの第1のグループによって
使用されるアップリンク-ダウンリンク構成であり、UEの前記第1のグループは、動的TDD
アップリンク-ダウンリンク構成能力を有しないUE、動的TDDアップリンク-ダウンリンク
構成を用いては構成されないUE、またはレガシUEであり、
　前記第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、UEの第2のグループに適用される、UEの
前記第2のグループのHARQタイミングを示すのに使用される、基準アップリンク-ダウンリ
ンク構成、またはUEの前記第2のグループのアップリンク-ダウンリンクサブフレーム割当
を示すのに使用されるアップリンク-ダウンリンク構成であり、UEの前記第2のグループは
、動的TDDアップリンク-ダウンリンク構成能力を有するUE、動的TDDアップリンク-ダウン
リンク構成を用いて構成されるUE、またはより後に公表されたUEである
　請求項19に記載の基地局。
【請求項２１】
　前記第1の割当モジュールは、前記第1のアップリンクサブフレーム内で、M1およびjに
従って前記第1のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレームの前記第1
のPUCCHリソース領域を決定するように特に構成され、M1は、前記第1のアップリンク-ダ
ウンリンク構成の前記HARQタイミングに従って決定される、前記第1のアップリンクサブ
フレームに関連するダウンリンクサブフレーム集合A内の要素の量であり、jは、前記ダウ
ンリンクサブフレーム集合A内の、前記第1のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリ
ンクサブフレームのシーケンス番号である、請求項19または20に記載の基地局。
【請求項２２】
　前記第1の割当モジュールは、式
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【数３３】

に従って前記第1のPUCCHリソース領域を決定するように特に構成され、
【数３４】

は、前記第1のPUCCHリソース領域内のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号
であり、xは、非負の整数であり、

【数３５】

であり、
【数３６】

は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、
【数３７】

は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、Nc≦nCCE<
Nc+1になるようにされ、nCCEは、前記第1のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリ
ンクサブフレーム内で送信されるPDCCHによって占められる第1のCCEの番号であり、

【数３８】

は、前記第1のPUCCHリソース領域のオフセットである、請求項21に記載の基地局。
【請求項２３】
　前記基地局は、第2の決定モジュールと第2の割当モジュールとをさらに含み、
　前記第2の決定モジュールは、前記第2の決定モジュールが、第2のダウンリンクサブフ
レーム集合を前記第2の割当モジュールに送るようにするために、前記第2のダウンリンク
サブフレーム集合を決定するように構成され、前記第2のダウンリンクサブフレーム集合
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は、前記第2のアップリンク-ダウンリンク構成において前記第1のアップリンクサブフレ
ームに関連し、前記第2のダウンリンクサブフレーム集合は、前記第1のアップリンク-ダ
ウンリンク構成において前記第1のアップリンクサブフレームに関連せず、
　前記第2の割当モジュールは、前記第2のダウンリンクサブフレーム集合を受け取り、前
記第1のアップリンクサブフレーム内で、第2のPUCCHリソース領域を決定するように構成
され、前記第2のPUCCHリソース領域は、前記第2のダウンリンクサブフレーム集合のHARQ
フィードバック情報のために予約されたリソース領域である
　請求項19から22のいずれか一項に記載の基地局。
【請求項２４】
　前記第2の割当モジュールは、第1の決定ユニットと、第2の決定ユニットと、割当ユニ
ットとをさらに含み、
　前記第1の決定ユニットは、前記第1の決定ユニットがM2およびiを前記割当ユニットに
送るようにするために、M2およびiを決定するようにさらに構成され、M2は、前記第2のダ
ウンリンクサブフレーム集合内の要素の量であり、iは、前記第2のダウンリンクサブフレ
ーム集合内の、前記第2のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレーム
のシーケンス番号であり、
　前記第2の決定ユニットは、前記第2の決定ユニットが第2のオフセットを前記割当ユニ
ットに送るようにするために、前記第2のオフセットNΔを決定するように構成され、
　前記割当ユニットは、M2、i、およびNΔを受け取り、前記第1のアップリンクサブフレ
ーム内で、M2、i、および前記第2のオフセットNΔに従って前記第2のPUCCHリソース領域
を決定するようにさらに構成される
　請求項23に記載の基地局。
【請求項２５】
　前記第2の割当モジュールは、第1の決定ユニット、第2の決定ユニット、および割当ユ
ニットをさらに含み、
　前記第1の決定ユニットは、前記第1の決定ユニットが前記第2のダウンリンクサブフレ
ーム集合を前記割当ユニットに送るようにするために、M2およびiを決定し、第1のシグナ
リングを送信するようにさらに構成され、前記第1のシグナリングは、M2およびiを示し、
M2は、前記第2のダウンリンクサブフレーム集合内の、それのためにPUCCHリソース領域が
PDCCHリソース領域に従って予約される必要があるダウンリンクサブフレームの量であり
、iは、前記第2のダウンリンクサブフレーム集合内の、それのためにPUCCHリソース領域
がPDCCHリソース領域に従って予約される必要があるダウンリンクサブフレームのシーケ
ンス番号であり、
　前記割当ユニットは、前記第2の決定ユニットが第2のオフセットを前記割当ユニットに
送るようにするために、前記第2のオフセットNΔを決定するように構成され、
　前記割当ユニットは、M2、i、およびNΔを受け取り、前記第1のアップリンクサブフレ
ーム内で、M2、i、および前記第2のオフセットNΔに従って前記第2のPUCCHリソース領域
を決定するようにさらに構成される
　請求項23に記載の基地局。
【請求項２６】
　前記第2の決定ユニットは、前記第2のオフセットNΔが前記第1のアップリンク-ダウン
リンク構成において前記第1のアップリンクサブフレームに関連するダウンリンクサブフ
レームの量に1つのダウンリンクサブフレーム内で構成され得るCCEの最大量を乗じたもの
と等しいと決定するように構成され、あるいは、
　前記第2の決定ユニットは、前記第2のオフセットNΔを構成し、第2のシグナリングを送
信するように構成され、前記第2のシグナリングは、前記第2のオフセットNΔまたは
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【数３９】

を示し、
【数４０】

であり、あるいは、
　前記第2の決定ユニットは、前記第2のオフセットNΔ=M1×Ncを構成し、第3のシグナリ
ングを送信するように構成され、前記第3のシグナリングは、cの値を示す
　請求項24または25に記載の基地局。
【請求項２７】
　前記第2の割当モジュールは、式

【数４１】

に従って前記第2のPUCCHリソース領域を決定するようにさらに構成され、
【数４２】

は、前記第2のPUCCHリソース領域内のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号
であり、xは、非負の整数であり、
【数４３】

であり、
【数４４】

は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、
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【数４５】

は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、

【数４６】

になるようにされ、

【数４７】

は、前記第2のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレーム内で送信さ
れるPDCCHによって占められる第1のCCEの番号であり、

【数４８】

は、前記第2のPUCCHリソース領域のオフセットである、請求項24から26のいずれか一項に
記載の基地局。
【請求項２８】
　第1の決定モジュールと第1の割当モジュールとを含むユーザ機器であって、
　前記第1の決定モジュールは、前記第1の決定モジュールが第1のダウンリンクサブフレ
ーム集合を前記第1の割当モジュールに送るようにするために、前記第1のダウンリンクサ
ブフレーム集合を決定するように構成され、前記第1のダウンリンクサブフレーム集合は
、第1のアップリンク-ダウンリンク構成と第2のアップリンク-ダウンリンク構成との両方
において第1のアップリンクサブフレームに関連し、
　前記第1の割当モジュールは、前記第1のダウンリンクサブフレーム集合を受け取り、第
3のダウンリンクサブフレーム内で第1のPDCCHを受信し、前記第3のダウンリンクサブフレ
ームが前記第1のダウンリンクサブフレーム集合に属する時に、前記第1のアップリンクサ
ブフレーム内で、前記第1のアップリンク-ダウンリンク構成のHARQタイミングに従って第
3のPUCCHリソースを決定するように構成され、前記第3のPUCCHリソースは、前記第1のPDC
CHによってスケジューリングされたPDSCHのHARQフィードバック情報または前記第1のPDCC
Hによって示されるダウンリンクSPSリリースシグナリングのHARQフィードバック情報によ
って占められるPUCCHリソースである
　ユーザ機器。
【請求項２９】
　前記UEは、第2のグループのUEであり、UEの前記第2のグループは、動的TDDアップリン
ク-ダウンリンク構成能力を有するUE、動的TDDアップリンク-ダウンリンク構成を用いて
構成されるUE、またはより後に公表されたUEであり、
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　前記第1のアップリンク-ダウンリンク構成は、ユーザ機器UEの第1のグループによって
使用されるアップリンク-ダウンリンク構成であり、UEの前記第1のグループは、動的TDD
アップリンク-ダウンリンク構成能力を有しないUE、動的TDDアップリンク-ダウンリンク
構成を用いては構成されないUE、またはレガシUEであり、
　前記第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、UEの前記第2のグループに適用される、U
Eの前記第2のグループのHARQタイミングを示すのに使用される、基準アップリンク-ダウ
ンリンク構成、またはUEの前記第2のグループのアップリンク-ダウンリンクサブフレーム
割当を示すのに使用されるアップリンク-ダウンリンク構成である
　請求項28に記載のユーザ機器。
【請求項３０】
　前記第1の割当モジュールは、前記第1のアップリンクサブフレーム内で、M1およびjに
従って前記第3のダウンリンクサブフレームの前記第3のPUCCHリソースを決定するように
さらに構成され、M1は、前記第1のアップリンク-ダウンリンク構成の前記HARQタイミング
に従って決定される、前記第1のアップリンクサブフレームに関連するダウンリンクサブ
フレーム集合A内の要素の量であり、jは、前記ダウンリンクサブフレーム集合A内の前記
第3のダウンリンクサブフレームのシーケンス番号である、請求項28または29に記載のユ
ーザ機器。
【請求項３１】
　前記第1の割当モジュールは、式
【数４９】

に従って前記第3のPUCCHリソースを決定するようにさらに構成され、
【数５０】

は、前記第3のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号であり、xは、非負の整
数であり、
【数５１】

であり、
【数５２】

は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、
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【数５３】

は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、Nc≦nCCE<
Nc+1になるようにされ、nCCEは、前記第1のPDCCHによって占められる第1のCCEの番号であ
り、

【数５４】

は、前記第3のPUCCHリソースのオフセットである、請求項30に記載のユーザ機器。
【請求項３２】
　前記ユーザ機器は、第2の決定モジュールと第2の割当モジュールとをさらに含み、
　前記第2の決定モジュールは、前記第2の決定モジュールが第2のダウンリンクサブフレ
ーム集合を前記第2の割当モジュールに送るようにするために、前記第2のダウンリンクサ
ブフレーム集合を決定するように構成され、前記第2のダウンリンクサブフレーム集合は
、前記第2のアップリンク-ダウンリンク構成において前記第1のアップリンクサブフレー
ムに関連し、前記第2のダウンリンクサブフレーム集合は、前記第1のアップリンク-ダウ
ンリンク構成において前記第1のアップリンクサブフレームに関連せず、
　前記第2の割当モジュールは、前記第2のダウンリンクサブフレーム集合を受け取り、第
4のダウンリンクサブフレーム内で第2のPDCCHを受信し、前記第4のダウンリンクサブフレ
ームが前記第2のダウンリンクサブフレーム集合に属する時に、第4のPUCCHリソースを決
定するように構成され、前記第4のPUCCHリソースは、前記第2のPDCCHによってスケジュー
リングされたPDSCHのHARQフィードバック情報または前記第2のPDCCHによって示されるダ
ウンリンクSPSリリースシグナリングのHARQフィードバック情報によって占められるPUCCH
リソースである
　請求項28から31のいずれか一項に記載のユーザ機器。
【請求項３３】
　前記第2の割当モジュールは、第1の決定ユニットと、第2の決定ユニットと、割当ユニ
ットとを含み、
　前記第1の決定ユニットは、前記第1の決定ユニットがM2およびiを前記割当ユニットに
送るようにするために、M2およびiを決定するように構成され、M2は、前記第2のダウンリ
ンクサブフレーム集合内の要素の量であり、iは、前記第2のダウンリンクサブフレーム集
合内の前記第4のダウンリンクサブフレームのシーケンス番号であり、
　前記第2の決定ユニットは、前記第2の決定ユニットが第2のオフセットNΔを前記割当ユ
ニットに送るようにするために、前記第2のオフセットNΔを決定するように構成され、
　前記割当ユニットは、M2、i、およびNΔを受け取り、前記第1のアップリンクサブフレ
ーム内で、M2、i、および前記第2のオフセットNΔに従って前記第4のPUCCHリソースを決
定するように構成される
　請求項32に記載のユーザ機器。
【請求項３４】
　前記第2の割当モジュールは、第1の決定ユニットと、第2の決定ユニットと、割当ユニ
ットとを含み、
　前記第1の決定ユニットは、前記第1の決定ユニットがM2およびiを前記割当ユニットに
送るようにするために、第1のシグナリングを受信し、M2およびiを決定するように構成さ
れ、前記第1のシグナリングは、M2およびiを示し、M2は、前記第2のダウンリンクサブフ
レーム集合内の、それのためにPUCCHリソース領域がPDCCHリソース領域に従って予約され
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レームのシーケンス番号であり、
　前記第2の決定ユニットは、前記第2の決定ユニットが第2のオフセットNΔを前記割当ユ
ニットに送るようにするために、前記第2のオフセットNΔを決定するように構成され、
　前記割当ユニットは、M2、i、およびNΔを受け取り、前記第1のアップリンクサブフレ
ーム内で、M2、i、および前記第2のオフセットNΔに従って前記第4のPUCCHリソースを決
定するように構成される
　請求項32に記載のユーザ機器。
【請求項３５】
　前記第2の決定ユニットは、前記第2のオフセットNΔが前記第1のアップリンク-ダウン
リンク構成において前記第1のアップリンクサブフレームに関連するダウンリンクサブフ
レームの量に1つのダウンリンクサブフレーム内で構成され得るCCEの最大量を乗じたもの
と等しいと決定するようにさらに構成され、あるいは、
　前記第2の決定ユニットは、第2のシグナリングを受信し、前記第2のオフセットNΔを決
定するようにさらに構成され、前記第2のシグナリングは、前記第2のオフセットNΔまた
は
【数５５】

を示し、
【数５６】

であり、あるいは、
　前記第2の決定ユニットは、第3のシグナリングを受信し、前記第2のオフセットNΔ=M1
×Ncを決定するようにさらに構成され、前記第3のシグナリングは、cの値を示す
　請求項33または34に記載のユーザ機器。
【請求項３６】
　前記第2の割当モジュールは、式
【数５７】

に従って前記第4のPUCCHリソースを決定するようにさらに構成され、
【数５８】

は、前記第4のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号であり、xは、非負の整
数であり、
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【数５９】

であり、

【数６０】

は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、

【数６１】

は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、
【数６２】

になるようにされ、
【数６３】

は、前記第2のPDCCHによって占められる第1のCCEの番号であり、
【数６４】

は、前記第4のPUCCHリソースのオフセットである、請求項33から35のいずれか一項に記載
のユーザ機器。
【請求項３７】
　トランシーバ基地局BTSと基地局制御装置BSCとを含む基地局であって、前記トランシー
バ基地局は、前記基地局制御装置に結合され、前記基地局制御装置は、第1のダウンリン
クサブフレーム集合を決定し、前記第1のダウンリンクサブフレーム集合は、第1のアップ
リンク-ダウンリンク構成と第2のアップリンク-ダウンリンク構成との両方において第1の
アップリンクサブフレームに関連し;前記第1のアップリンクサブフレーム内で、前記第1
のアップリンク-ダウンリンク構成のHARQタイミングに従って第1のPUCCHリソース領域を
決定し、前記第1のPUCCHリソース領域は、前記第1のダウンリンクサブフレーム集合のHAR
Qフィードバック情報のために予約されたリソース領域であるように構成される、基地局
。
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【請求項３８】
　前記第1のアップリンク-ダウンリンク構成は、ユーザ機器UEの第1のグループによって
使用されるアップリンク-ダウンリンク構成であり、UEの前記第1のグループは、動的TDD
アップリンク-ダウンリンク構成能力を有しないUE、動的TDDアップリンク-ダウンリンク
構成を用いては構成されないUE、またはレガシUEであり、
　前記第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、UEの第2のグループに適用される、UEの
前記第2のグループのHARQタイミングを示すのに使用される、基準アップリンク-ダウンリ
ンク構成、またはUEの前記第2のグループのアップリンク-ダウンリンクサブフレーム割当
を示すのに使用されるアップリンク-ダウンリンク構成であり、UEの前記第2のグループは
、動的TDDアップリンク-ダウンリンク構成能力を有するUE、動的TDDアップリンク-ダウン
リンク構成を用いて構成されるUE、またはより後に公表されたUEである
　請求項37に記載の基地局。
【請求項３９】
　前記基地局制御装置は、前記第1のアップリンクサブフレーム内で、M1およびjに従って
前記第1のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレームの前記第1のPUCC
Hリソース領域を決定するようにさらに構成され、M1は、前記第1のアップリンク-ダウン
リンク構成の前記HARQタイミングに従って決定される、前記第1のアップリンクサブフレ
ームに関連するダウンリンクサブフレーム集合A内の要素の量であり、jは、前記ダウンリ
ンクサブフレーム集合A内の、前記第1のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンク
サブフレームのシーケンス番号である、請求項37または38に記載の基地局。
【請求項４０】
　前記基地局制御装置は、式
【数６５】

に従って前記第1のPUCCHリソース領域を決定するようにさらに構成され、
【数６６】

は、前記第1のPUCCHリソース領域内のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号
であり、xは、非負の整数であり、

【数６７】

であり、
【数６８】

は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、
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は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、Nc≦nCCE<
Nc+1になるようにされ、nCCEは、前記第1のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリ
ンクサブフレーム内で送信されるPDCCHによって占められる第1のCCEの番号であり、

【数７０】

は、前記第1のPUCCHリソース領域のオフセットである、請求項39に記載の基地局。
【請求項４１】
　前記基地局制御装置は、第2のダウンリンクサブフレーム集合を決定し、前記第2のダウ
ンリンクサブフレーム集合は、前記第2のアップリンク-ダウンリンク構成において前記第
1のアップリンクサブフレームに関連し、前記第2のダウンリンクサブフレーム集合は、前
記第1のアップリンク-ダウンリンク構成において前記第1のアップリンクサブフレームに
関連せず;前記第1のアップリンクサブフレーム内で、第2のPUCCHリソース領域を決定し、
前記第2のPUCCHリソース領域は、前記第2のダウンリンクサブフレーム集合のHARQフィー
ドバック情報のために予約されたリソース領域であるようにさらに構成される、請求項37
から40のいずれか一項に記載の基地局。
【請求項４２】
　前記基地局制御装置は、M2およびiを決定し、M2は、前記第2のダウンリンクサブフレー
ム集合内の要素の量であり、iは、前記第2のダウンリンクサブフレーム集合内の、前記第
2のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレームのシーケンス番号であ
り;第2のオフセットNΔを決定し;前記第1のアップリンクサブフレーム内で、M2、i、およ
び前記第2のオフセットNΔに従って前記第2のPUCCHリソース領域を決定するようにさらに
構成される、請求項41に記載の基地局。
【請求項４３】
　前記基地局制御装置は、M2およびiを決定し、第1のシグナリングを送信し、前記第1の
シグナリングは、M2およびiを示し、M2は、前記第2のダウンリンクサブフレーム集合内の
、それのためにPUCCHリソース領域がPDCCHリソース領域に従って予約される必要があるダ
ウンリンクサブフレームの量であり、iは、前記第2のダウンリンクサブフレーム集合内の
、それのためにPUCCHリソース領域がPDCCHリソース領域に従って予約される必要があるダ
ウンリンクサブフレームのシーケンス番号であり;第2のオフセットNΔを決定し;前記第1
のアップリンクサブフレーム内で、M2、i、および前記第2のオフセットNΔに従って前記
第2のPUCCHリソース領域を決定するようにさらに構成される、請求項41に記載の基地局。
【請求項４４】
　前記基地局制御装置は、前記第2のオフセットNΔが前記第1のアップリンク-ダウンリン
ク構成において前記第1のアップリンクサブフレームに関連するダウンリンクサブフレー
ムの量に1つのダウンリンクサブフレーム内で構成され得るCCEの最大量を乗じたものと等
しいと決定し;あるいは前記第2のオフセットNΔを構成し、第2のシグナリングを送信し、
前記第2のシグナリングは、前記第2のオフセットNΔまたは
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【数７１】

を示し、
【数７２】

であり;あるいは前記第2のオフセットNΔ=M1×Ncを構成し、第3のシグナリングを送信し
、前記第3のシグナリングは、cの値を示すようにさらに構成される、請求項42または43に
記載の基地局。
【請求項４５】
　前記基地局制御装置は、式

【数７３】

に従って前記第2のPUCCHリソース領域を決定するようにさらに構成され、
【数７４】

は、前記第2のPUCCHリソース領域内のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号
であり、xは、非負の整数であり、
【数７５】

であり、
【数７６】

は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、
【数７７】
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は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、
【数７８】

になるようにされ、

【数７９】

は、前記第2のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレーム内で送信さ
れるPDCCHによって占められる第1のCCEの番号であり、

【数８０】

は、前記第2のPUCCHリソース領域のオフセットである、請求項42から44のいずれか一項に
記載の基地局。
【請求項４６】
　受信器と、プロセッサと、送信器とを含むユーザ機器であって、前記プロセッサは、前
記受信器および前記送信器に別々に結合され、
　前記プロセッサは、第1のダウンリンクサブフレーム集合を決定するように構成され、
前記第1のダウンリンクサブフレーム集合は、第1のアップリンク-ダウンリンク構成と第2
のアップリンク-ダウンリンク構成との両方において第1のアップリンクサブフレームに関
連し、
　前記受信器は、第3のダウンリンクサブフレーム内で第1のPDCCHを受信するように構成
され、
　前記プロセッサは、前記第3のダウンリンクサブフレームが前記第1のダウンリンクサブ
フレーム集合に属する時に、前記第1のアップリンクサブフレーム内で、前記第1のアップ
リンク-ダウンリンク構成のHARQタイミングに従って第3のPUCCHリソースを決定するよう
にさらに構成され、前記第3のPUCCHリソースは、前記第1のPDCCHによってスケジューリン
グされたPDSCHのHARQフィードバック情報または前記第1のPDCCHによって示されるダウン
リンクSPSリリースシグナリングのHARQフィードバック情報によって占められるPUCCHリソ
ースである
　ユーザ機器。
【請求項４７】
　前記UEは、第2のグループのUEであり、UEの前記第2のグループは、動的TDDアップリン
ク-ダウンリンク構成能力を有するUE、動的TDDアップリンク-ダウンリンク構成を用いて
構成されるUE、またはより後に公表されたUEであり、
　前記第1のアップリンク-ダウンリンク構成は、ユーザ機器UEの第1のグループによって
使用されるアップリンク-ダウンリンク構成であり、UEの前記第1のグループは、動的TDD
アップリンク-ダウンリンク構成能力を有しないUE、動的TDDアップリンク-ダウンリンク
構成を用いては構成されないUE、またはレガシUEであり、
　前記第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、UEの前記第2のグループに適用される、U
Eの前記第2のグループのHARQタイミングを示すのに使用される、基準アップリンク-ダウ
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割当を示すのに使用されるアップリンク-ダウンリンク構成である
　請求項46に記載のユーザ機器。
【請求項４８】
　前記プロセッサは、前記第1のアップリンクサブフレーム内で、M1およびjに従って前記
第3のダウンリンクサブフレームの前記第3のPUCCHリソースを決定するようにさらに構成
され、M1は、前記第1のアップリンク-ダウンリンク構成の前記HARQタイミングに従って決
定される、前記第1のアップリンクサブフレームに関連するダウンリンクサブフレーム集
合A内の要素の量であり、jは、前記ダウンリンクサブフレーム集合A内の前記第3のダウン
リンクサブフレームのシーケンス番号である、請求項46または47に記載のユーザ機器。
【請求項４９】
　前記プロセッサは、式
【数８１】

　に従って前記第3のPUCCHリソースを決定するようにさらに構成され、
【数８２】

は、前記第3のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号であり、xは、非負の整
数であり、
【数８３】

であり、
【数８４】

は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、
【数８５】

は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、Nc≦nCCE<
Nc+1になるようにされ、nCCEは、前記第1のPDCCHによって占められる第1のCCEの番号であ
り、
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【数８６】

は、前記第3のPUCCHリソースのオフセットである、請求項48に記載のユーザ機器。
【請求項５０】
　前記プロセッサは、第2のダウンリンクサブフレーム集合を決定するようにさらに構成
され、前記第2のダウンリンクサブフレーム集合は、前記第2のアップリンク-ダウンリン
ク構成において前記第1のアップリンクサブフレームに関連し、前記第2のダウンリンクサ
ブフレーム集合は、前記第1のアップリンク-ダウンリンク構成において前記第1のアップ
リンクサブフレームに関連せず、
　前記受信器は、第4のダウンリンクサブフレーム内で第2のPDCCHを受信するようにさら
に構成され、
　前記プロセッサは、前記第4のダウンリンクサブフレームが前記第2のダウンリンクサブ
フレーム集合に属する時に、第4のPUCCHリソースを決定するようにさらに構成され、前記
第4のPUCCHリソースは、前記第2のPDCCHによってスケジューリングされたPDSCHのHARQフ
ィードバック情報または前記第2のPDCCHによって示されるダウンリンクSPSリリースシグ
ナリングのHARQフィードバック情報によって占められるPUCCHリソースである
　請求項46から49のいずれか一項に記載のユーザ機器。
【請求項５１】
　前記プロセッサは、M2およびiを決定し、M2は、前記第2のダウンリンクサブフレーム集
合内の要素の量であり、iは、前記第2のダウンリンクサブフレーム集合内の前記第4のダ
ウンリンクサブフレームのシーケンス番号であり;第2のオフセットNΔを決定し;前記第1
のアップリンクサブフレーム内で、M2、i、および前記第2のオフセットNΔに従って前記
第4のPUCCHリソースを決定するようにさらに構成される、請求項50に記載のユーザ機器。
【請求項５２】
　前記受信器は、第1のシグナリングを受信し、M2およびiを決定するようにさらに構成さ
れ、前記第1のシグナリングは、M2およびiを示し、M2は、前記第2のダウンリンクサブフ
レーム集合内の、それのためにPUCCHリソース領域がPDCCHリソース領域に従って予約され
る必要があるダウンリンクサブフレームの量であり、iは、前記第4のダウンリンクサブフ
レームのシーケンス番号であり、
　前記プロセッサは、第2のオフセットNΔを決定し、前記第1のアップリンクサブフレー
ム内で、M2、i、および前記第2のオフセットNΔに従って前記第4のPUCCHリソースを決定
するようにさらに構成される
　請求項50に記載のユーザ機器。
【請求項５３】
　前記プロセッサは、前記第2のオフセットNΔが前記第1のアップリンク-ダウンリンク構
成において前記第1のアップリンクサブフレームに関連するダウンリンクサブフレームの
量に1つのダウンリンクサブフレーム内で構成され得るCCEの最大量を乗じたものと等しい
と決定するようにさらに構成され、あるいは、
　前記受信器は、第2のシグナリングを受信し、前記第2のオフセットNΔを決定するよう
にさらに構成され、前記第2のシグナリングは、前記第2のオフセットNΔまたは

【数８７】

を示し、
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【数８８】

であり、あるいは、
　前記受信器は、第3のシグナリングを受信し、前記第2のオフセットNΔ=M1×Ncを決定す
るようにさらに構成され、前記第3のシグナリングは、cの値を示す
　請求項51または52に記載のユーザ機器。
【請求項５４】
　前記プロセッサは、式

【数８９】

に従って前記第4のPUCCHリソースを決定するようにさらに構成され、
【数９０】

は、前記第4のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号であり、xは、非負の整
数であり、
【数９１】

であり、
【数９２】

は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、
【数９３】

は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、
【数９４】
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になるようにされ、
【数９５】

は、前記第2のPDCCHによって占められる第1のCCEの番号であり、

【数９６】

は、前記第4のPUCCHリソースのオフセットである、請求項51から53のいずれか一項に記載
のユーザ機器。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、通信の分野に関し、具体的には、リソース割当方法およびデバイスに関する
【背景技術】
【０００２】
　現在、ロングタームエボリューション(LTE、Long Term Evolution)システムにおいて、
ダウンリンクサブフレームを使用することによって物理ダウンリンク共有チャネル(PDSCH
、Physical Downlink Share Channel)を受信した後に、ユーザ機器(UE)は、アップリンク
サブフレーム内で、PDSCHに関するハイブリッド自動再送要求(Hybrid Automatic Repeat 
Request、HARQ)フィードバック情報を送信する必要がある。HARQフィードバック情報は、
ACK(Acknowledgement、肯定応答)/NACK(Non-Acknowledgement、否定応答)情報を含み、あ
るいは、DTX(Discontinuous Transmission、不連続伝送)をさらに含み、ここで、ACKは、
PDSCHが正しく受信されることを示し、NACKは、PDSCHが不正に受信されることを示し、DT
Xは、PDSCHが受信されないことを示す。HARQフィードバック情報は、固定されたHARQタイ
ミングに従ってフィードバックされる、すなわち、PDSCHとHARQフィードバック情報との
間の送信インターバルは、事前に定義される。HARQタイミング関係に従って、システムは
、対応するアップリンクサブフレーム内で、HARQフィードバック情報を送信するための物
理アップリンク制御チャネル(PUCCH、Physical Uplink Control Channel)リソース領域を
予約する。HARQフィードバック情報を送信する時に、物理アップリンク共有チャネル(PUS
CH、Physical Uplink Shared channel)を送信する必要がない場合には、HARQフィードバ
ック情報は、PUCCH上で搬送され、送信される。
【０００３】
　LTE TDDシステムにおいて、レガシUEによって使用されるアップリンク-ダウンリンク構
成は、準静的な形で構成され、構成は、少なくとも640ミリ秒(ms)おきに1回変化し、より
後に公表されたUEのアップリンク-ダウンリンク構成は、動的に変化することができ、た
とえば、アップリンク-ダウンリンク構成は、10msから40msおきに1回変化する。
【０００４】
　TDDシステムにおいては、異なるHARQタイミングが、異なるアップリンク-ダウンリンク
構成について定義され、PUCCHリソース領域は、HARQタイミングに従って決定される。レ
ガシUEおよびより後に公表されたUEとのシステム互換性に関して、異なるアップリンク-
ダウンリンク構成が、レガシUEおよびより後に公表されたUEについて使用される時に、PU
CCHリソース領域がより後に公表されたUEにどのように割り当てられるのかという問題は
、従来技術において未解決である。
【発明の概要】
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【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本願は、2タイプのUEと互換のシステムにおける、より後に公表されたUEへのPUCCHリソ
ース領域の割当を実施することができる、リソース割当方法およびデバイスを提供すると
いう技術的問題を主に解決する。
【０００６】
　前述の問題を解決するために、本願の第1の態様は、リソース割当方法を提供し、ここ
で、この方法は、第1のダウンリンクサブフレーム集合を決定するステップであって、第1
のダウンリンクサブフレーム集合は、第1のアップリンク-ダウンリンク構成と第2のアッ
プリンク-ダウンリンク構成との両方において第1のアップリンクサブフレームに関連する
、決定するステップと、第1のアップリンクサブフレーム内で、第1のアップリンク-ダウ
ンリンク構成のHARQタイミングに従って第1のPUCCHリソース領域を決定するステップであ
って、第1のPUCCHリソース領域は、第1のダウンリンクサブフレーム集合のHARQフィード
バック情報のために予約されたリソース領域である、決定するステップとを含む。
【０００７】
　第1の態様に関連して、本願の第1の態様の第1の可能な実施の形において、第1のアップ
リンク-ダウンリンク構成は、ユーザ機器UEの第1のグループによって使用されるアップリ
ンク-ダウンリンク構成であり、UEの第1のグループは、動的TDDアップリンク-ダウンリン
ク構成能力を有しないUE、動的TDDアップリンク-ダウンリンク構成を用いては構成されな
いUE、またはレガシUEであり、第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、UEの第2のグル
ープに適用される、UEの第2のグループのHARQタイミングを示すのに使用される、基準ア
ップリンク-ダウンリンク構成、またはUEの第2のグループのアップリンク-ダウンリンク
サブフレーム割当を示すのに使用されるアップリンク-ダウンリンク構成であり、UEの第2
のグループは、動的TDDアップリンク-ダウンリンク構成能力を有するUE、動的TDDアップ
リンク-ダウンリンク構成を用いて構成されるUE、またはより後に公表されたUEである。
【０００８】
　第1の態様または第1の態様の第1の可能な実施の形に関連して、本願の第1の態様の第2
の可能な実施の形において、第1のアップリンクサブフレーム内で、第1のアップリンク-
ダウンリンク構成のHARQタイミングに従って第1のPUCCHリソース領域を決定するステップ
は、具体的には、第1のアップリンクサブフレーム内で、M1およびjに従って第1のダウン
リンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレームの第1のPUCCHリソース領域を決定
するステップであって、M1は、第1のアップリンク-ダウンリンク構成のHARQタイミングに
従って決定される、第1のアップリンクサブフレームに関連するダウンリンクサブフレー
ム集合A内の要素の量であり、jは、ダウンリンクサブフレーム集合A内の、第1のダウンリ
ンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレームのシーケンス番号である、決定する
ステップである。
【０００９】
　第1の態様の第2の可能な実施の形に関連して、本願の第1の態様の第3の可能な実施の形
において、M1およびjに従って第1のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブ
フレームの第1のPUCCHリソース領域を決定するステップは、式
【００１０】
【数１】

【００１１】
に従って第1のPUCCHリソース領域を決定するステップであって、
【００１２】
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【数２】

【００１３】
は、第1のPUCCHリソース領域内のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号であ
り、xは、非負の整数であり、
【００１４】

【数３】

【００１５】
であり、
【００１６】
【数４】

【００１７】
は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、
【００１８】
【数５】

【００１９】
は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、Nc≦nCCE<
Nc+1になるようにされ、nCCEは、第1のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンク
サブフレーム内で送信されるPDCCHによって占められる第1のCCEの番号であり、
【００２０】

【数６】

【００２１】
は、第1のPUCCHリソース領域のオフセットである、決定するステップを特に含む。
【００２２】
　第1の態様または第1の態様の第1から第3の可能な実施の形に関連して、本願の第1の態
様の第4の可能な実施の形において、この方法は、第2のダウンリンクサブフレーム集合を
決定するステップであって、第2のダウンリンクサブフレーム集合は、第2のアップリンク
-ダウンリンク構成において第1のアップリンクサブフレームに関連し、第2のダウンリン
クサブフレーム集合は、第1のアップリンク-ダウンリンク構成において第1のアップリン
クサブフレームに関連しない、決定するステップと、第1のアップリンクサブフレーム内
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で、第2のPUCCHリソース領域を決定するステップであって、第2のPUCCHリソース領域は、
第2のダウンリンクサブフレーム集合のHARQフィードバック情報のために予約されたリソ
ース領域である、決定するステップとをさらに含む。
【００２３】
　第1の態様の第4の可能な実施の形に関連して、本願の第1の態様の第5の可能な実施の形
において、第1のアップリンクサブフレーム内で、第2のPUCCHリソース領域を決定するス
テップは、M2およびiを決定するステップであって、M2は、第2のダウンリンクサブフレー
ム集合内の要素の量であり、iは、第2のダウンリンクサブフレーム集合内の、第2のダウ
ンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレームのシーケンス番号である、決定
するステップと、第2のオフセットNΔを決定するステップと、第1のアップリンクサブフ
レーム内で、M2、i、および第2のオフセットNΔに従って第2のPUCCHリソース領域を決定
するステップとを含む。
【００２４】
　第1の態様の第4の可能な実施の形に関連して、本願の第1の態様の第6の可能な実施の形
において、第1のアップリンクサブフレーム内で、第2のPUCCHリソース領域を決定するス
テップは、M2およびiを決定し、第1のシグナリングを送信するステップであって、第1の
シグナリングは、M2およびiを示し、M2は、第2のダウンリンクサブフレーム集合内の、そ
れのためにPUCCHリソース領域がPDCCHリソース領域に従って予約される必要があるダウン
リンクサブフレームの量であり、iは、第2のダウンリンクサブフレーム集合内の、それの
ためにPUCCHリソース領域がPDCCHリソース領域に従って予約される必要があるダウンリン
クサブフレームのシーケンス番号である、決定し送信するステップと、第2のオフセットN

Δを決定するステップと、第1のアップリンクサブフレーム内で、M2、i、および第2のオ
フセットNΔに従って第2のPUCCHリソース領域を決定するステップとを含む。
【００２５】
　第1の態様の第1から第6の可能な実施の形に関連して、本願の第1の態様の第7の可能な
実施の形において、第2のオフセットNΔを決定するステップは、第2のオフセットNΔが第
1のアップリンク-ダウンリンク構成において第1のアップリンクサブフレームに関連する
ダウンリンクサブフレームの量に1つのダウンリンクサブフレーム内で構成され得るCCEの
最大量を乗じたものと等しいと決定するステップ、あるいは、
　第2のオフセットNΔを構成し、第2のシグナリングを送信するステップであって、第2の
シグナリングは、第2のオフセットNΔまたは
【００２６】
【数７】

【００２７】
を示し、
【００２８】
【数８】

【００２９】
である、構成し送信するステップ、あるいは、
　第2のオフセットNΔ=M1×Ncを構成し、第3のシグナリングを送信するステップであって
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、第3のシグナリングは、cの値を示す、構成し送信するステップ
　を含む。
【００３０】
　第1の態様の第1から第7の可能な実施の形に関連して、本願の第1の態様の第8の可能な
実施の形において、第1のアップリンクサブフレーム内で、M2、i、および第2のオフセッ
トNΔに従って第2のPUCCHリソース領域を決定するステップは、式
【００３１】
【数９】

【００３２】
に従って第2のPUCCHリソース領域を決定するステップであって、
【００３３】

【数１０】

【００３４】
は、第2のPUCCHリソース領域内のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号であ
り、xは、非負の整数であり、
【００３５】
【数１１】

【００３６】
であり、
【００３７】
【数１２】

【００３８】
は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、
【００３９】

【数１３】

【００４０】
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は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、
【００４１】
【数１４】

【００４２】
になるようにされ、
【００４３】
【数１５】

【００４４】
は、第2のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレーム内で送信されるP
DCCHによって占められる第1のCCEの番号であり、
【００４５】
【数１６】

【００４６】
は、第2のPUCCHリソース領域のオフセットである、決定するステップを含む。
【００４７】
　前述の問題を解決するために、本願の第2の態様は、リソース割当方法を提供し、ここ
で、この方法は、UEによって、第1のダウンリンクサブフレーム集合を決定するステップ
であって、第1のダウンリンクサブフレーム集合は、第1のアップリンク-ダウンリンク構
成と第2のアップリンク-ダウンリンク構成との両方において第1のアップリンクサブフレ
ームに関連する、決定するステップと、UEによって、第3のダウンリンクサブフレーム内
で第1のPDCCHを受信し、第3のダウンリンクサブフレームが第1のダウンリンクサブフレー
ム集合に属する時に、第1のアップリンクサブフレーム内で、第1のアップリンク-ダウン
リンク構成のHARQタイミングに従って第3のPUCCHリソースを決定するステップであって、
第3のPUCCHリソースは、第1のPDCCHによってスケジューリングされたPDSCHのHARQフィー
ドバック情報または第1のPDCCHによって示されるダウンリンクSPSリリースシグナリング
のHARQフィードバック情報によって占められるPUCCHリソースである、受信し決定するス
テップとを含む。
【００４８】
　第2の態様に関連して、本願の第2の態様の第1の可能な実施の形において、UEは、第2の
グループのUEであり、UEの第2のグループは、動的TDDアップリンク-ダウンリンク構成能
力を有するUE、動的TDDアップリンク-ダウンリンク構成を用いて構成されるUE、またはよ
り後に公表されたUEであり、第1のアップリンク-ダウンリンク構成は、ユーザ機器UEの第
1のグループによって使用されるアップリンク-ダウンリンク構成であり、UEの第1のグル
ープは、動的TDDアップリンク-ダウンリンク構成能力を有しないUE、動的TDDアップリン
ク-ダウンリンク構成を用いては構成されないUE、またはレガシUEであり、第2のアップリ
ンク-ダウンリンク構成は、UEの第2のグループに適用される、UEの第2のグループのHARQ
タイミングを示すのに使用される、基準アップリンク-ダウンリンク構成、またはUEの第2
のグループのアップリンク-ダウンリンクサブフレーム割当を示すのに使用されるアップ
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リンク-ダウンリンク構成である。
【００４９】
　第2の態様または第2の態様の第1の可能な実施の形に関連して、本願の第2の態様の第2
の可能な実施の形において、第1のアップリンクサブフレーム内で、第1のアップリンク-
ダウンリンク構成のHARQタイミングに従って第3のPUCCHリソースを決定するステップは、
第1のアップリンクサブフレーム内で、M1およびjに従って第3のダウンリンクサブフレー
ムの第3のPUCCHリソースを決定するステップであって、M1は、第1のアップリンク-ダウン
リンク構成のHARQタイミングに従って決定される、第1のアップリンクサブフレームに関
連するダウンリンクサブフレーム集合A内の要素の量であり、jは、ダウンリンクサブフレ
ーム集合A内の第3のダウンリンクサブフレームのシーケンス番号である、決定するステッ
プを含む。
【００５０】
　第2の態様の第2の可能な実施の形に関連して、本願の第2の態様の第3の可能な実施の形
において、M1およびjに従って第3のダウンリンクサブフレームの第3のPUCCHリソースを決
定するステップは、式
【００５１】
【数１７】

【００５２】
に従って第3のPUCCHリソースを決定するステップであって、
【００５３】
【数１８】

【００５４】
は、第3のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号であり、xは、非負の整数で
あり、
【００５５】
【数１９】

【００５６】
であり、
【００５７】
【数２０】

【００５８】
は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、
【００５９】
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【数２１】

【００６０】
は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、Nc≦nCCE<
Nc+1になるようにされ、nCCEは、第1のPDCCHによって占められる第1のCCEの番号であり、
【００６１】

【数２２】

【００６２】
は、第3のPUCCHリソースのオフセットである、決定するステップを含む。
【００６３】
　第2の態様または第2の態様の第1から第3の可能な実施の形に関連して、本願の第2の態
様の第4の可能な実施の形において、この方法は、UEによって、第2のダウンリンクサブフ
レーム集合を決定するステップであって、第2のダウンリンクサブフレーム集合は、第2の
アップリンク-ダウンリンク構成において第1のアップリンクサブフレームに関連し、第2
のダウンリンクサブフレーム集合は、第1のアップリンク-ダウンリンク構成において第1
のアップリンクサブフレームに関連しない、決定するステップと、UEによって、第4のダ
ウンリンクサブフレーム内で第2のPDCCHを受信し、第4のダウンリンクサブフレームが第2
のダウンリンクサブフレーム集合に属する時に、第4のPUCCHリソースを決定するステップ
であって、第4のPUCCHリソースは、第2のPDCCHによってスケジューリングされたPDSCHのH
ARQフィードバック情報または第2のPDCCHによって示されるダウンリンクSPSリリースシグ
ナリングのHARQフィードバック情報によって占められるPUCCHリソースである、受信し決
定するステップとをさらに含む。
【００６４】
　第2の態様の第4の可能な実施の形に関連して、本願の第2の態様の第5の可能な実施の形
において、第4のPUCCHリソースを決定するステップは、M2およびiを決定するステップで
あって、M2は、第2のダウンリンクサブフレーム集合内の要素の量であり、iは、第2のダ
ウンリンクサブフレーム集合内の第4のダウンリンクサブフレームのシーケンス番号であ
る、決定するステップと、第2のオフセットNΔを決定するステップと、第1のアップリン
クサブフレーム内で、M2、i、および第2のオフセットNΔに従って第4のPUCCHリソースを
決定するステップとを含む。
【００６５】
　第2の態様の第4の可能な実施の形に関連して、本願の第2の態様の第6の可能な実施の形
において、第4のPUCCHリソースを決定するステップは、第1のシグナリングを受信し、M2
およびiを決定するステップであって、第1のシグナリングは、M2およびiを示し、M2は、
第2のダウンリンクサブフレーム集合内の、それのためにPUCCHリソース領域がPDCCHリソ
ース領域に従って予約される必要があるダウンリンクサブフレームの量であり、iは、第4
のダウンリンクサブフレームのシーケンス番号である、受信し決定するステップと、第2
のオフセットNΔを決定するステップと、第1のアップリンクサブフレーム内で、M2、i、
および第2のオフセットNΔに従って第4のPUCCHリソースを決定するステップとを含む。
【００６６】
　第2の態様の第5または第6の可能な実施の形に関連して、本願の第2の態様の第7の可能
な実施の形において、第2のオフセットNΔを決定するステップは、第2のオフセットNΔが
第1のアップリンク-ダウンリンク構成において第1のアップリンクサブフレームに関連す
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の最大量を乗じたものと等しいと決定するステップ、あるいは、第2のシグナリングを受
信し、第2のオフセットNΔを決定するステップであって、第2のシグナリングは、第2のオ
フセットNΔまたは
【００６７】
【数２３】

【００６８】
を示し、
【００６９】
【数２４】

【００７０】
である、受信し決定するステップ、あるいは、第3のシグナリングを受信し、第2のオフセ
ットNΔ=M1×Ncを決定するステップであって、第3のシグナリングは、cの値を示す、受信
し決定するステップを含む。
【００７１】
　第2の態様の第5から第7の可能な実施の形に関連して、本願の第2の態様の第8の可能な
実施の形において、第1のアップリンクサブフレーム内で、M2、i、および第2のオフセッ
トNΔに従って第4のPUCCHリソースを決定するステップは、式
【００７２】
【数２５】

【００７３】
に従って第4のPUCCHリソースを決定するステップであって、
【００７４】

【数２６】

【００７５】
は、第4のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号であり、xは、非負の整数で
あり、
【００７６】
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【数２７】

【００７７】
であり、
【００７８】

【数２８】

【００７９】
は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、
【００８０】
【数２９】

【００８１】
は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、
【００８２】
【数３０】

【００８３】
になるようにされ、
【００８４】
【数３１】

【００８５】
は、第2のPDCCHによって占められる第1のCCEの番号であり、
【００８６】
【数３２】

【００８７】
は、第4のPUCCHリソースのオフセットである、決定するステップを含む。
【００８８】
　前述の問題を解決するために、本願の第3の態様は、基地局を提供し、ここで、この基
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地局は、第1の決定モジュールと第1の割当モジュールとを含み、第1の決定モジュールは
、第1の決定モジュールが第1のダウンリンクサブフレーム集合を第1の割当モジュールに
送るようにするために、第1のダウンリンクサブフレーム集合を決定するように構成され
、第1のダウンリンクサブフレーム集合は、第1のアップリンク-ダウンリンク構成と第2の
アップリンク-ダウンリンク構成との両方において第1のアップリンクサブフレームに関連
し、第1の割当モジュールは、第1のダウンリンクサブフレーム集合を受け取り、第1のア
ップリンクサブフレーム内で、第1のアップリンク-ダウンリンク構成のHARQタイミングに
従って第1のPUCCHリソース領域を決定するように構成され、第1のPUCCHリソース領域は、
第1のダウンリンクサブフレーム集合のHARQフィードバック情報のために予約されたリソ
ース領域である。
【００８９】
　第3の態様に関連して、本願の第3の態様の第1の可能な実施の形において、第1のアップ
リンク-ダウンリンク構成は、ユーザ機器UEの第1のグループによって使用されるアップリ
ンク-ダウンリンク構成であり、UEの第1のグループは、動的TDDアップリンク-ダウンリン
ク構成能力を有しないUE、動的TDDアップリンク-ダウンリンク構成を用いては構成されな
いUE、またはレガシUEであり、第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、UEの第2のグル
ープに適用される、UEの第2のグループのHARQタイミングを示すのに使用される、基準ア
ップリンク-ダウンリンク構成、またはUEの第2のグループのアップリンク-ダウンリンク
サブフレーム割当を示すのに使用されるアップリンク-ダウンリンク構成であり、UEの第2
のグループは、動的TDDアップリンク-ダウンリンク構成能力を有するUE、動的TDDアップ
リンク-ダウンリンク構成を用いて構成されるUE、またはより後に公表されたUEである。
【００９０】
　第3の態様または第3の態様の第1の可能な実施の形に関連して、本願の第3の態様の第2
の可能な実施の形において、第1の割当モジュールは、第1のアップリンクサブフレーム内
で、M1およびjに従って第1のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレー
ムの第1のPUCCHリソース領域を決定するように特に構成され、M1は、第1のアップリンク-
ダウンリンク構成のHARQタイミングに従って決定される、第1のアップリンクサブフレー
ムに関連するダウンリンクサブフレーム集合A内の要素の量であり、jは、ダウンリンクサ
ブフレーム集合A内の、第1のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレー
ムのシーケンス番号である。
【００９１】
　第3の態様の第2の可能な実施の形に関連して、本願の第3の態様の第3の可能な実施の形
において、第1の割当モジュールは、式
【００９２】
【数３３】

【００９３】
に従って第1のPUCCHリソース領域を決定するように特に構成され、
【００９４】

【数３４】

【００９５】
は、第1のPUCCHリソース領域内のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号であ
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り、xは、非負の整数であり、
【００９６】
【数３５】

【００９７】
であり、
【００９８】
【数３６】

【００９９】
は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、
【０１００】
【数３７】

【０１０１】
は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、Nc≦nCCE<
Nc+1になるようにされ、nCCEは、第1のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンク
サブフレーム内で送信されるPDCCHによって占められる第1のCCEの番号であり、
【０１０２】

【数３８】

【０１０３】
は、第1のPUCCHリソース領域のオフセットである。
【０１０４】
　第3の態様または第3の態様の第1から第3の可能な実施の形に関連して、本願の第3の態
様の第4の可能な実施の形において、基地局は、第2の決定モジュールと第2の割当モジュ
ールとをさらに含み、第2の決定モジュールは、第2の決定モジュールが、第2のダウンリ
ンクサブフレーム集合を第2の割当モジュールに送るようにするために、第2のダウンリン
クサブフレーム集合を決定するように構成され、第2のダウンリンクサブフレーム集合は
、第2のアップリンク-ダウンリンク構成において第1のアップリンクサブフレームに関連
し、第2のダウンリンクサブフレーム集合は、第1のアップリンク-ダウンリンク構成にお
いて第1のアップリンクサブフレームに関連せず、第2の割当モジュールは、第2のダウン
リンクサブフレーム集合を受け取り、第1のアップリンクサブフレーム内で、第2のPUCCH
リソース領域を決定するように構成され、第2のPUCCHリソース領域は、第2のダウンリン
クサブフレーム集合のHARQフィードバック情報のために予約されたリソース領域である。
【０１０５】
　第3の態様の第4の可能な実施の形に関連して、本願の第3の態様の第5の可能な実施の形
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において、第2の割当モジュールは、第1の決定ユニットと、第2の決定ユニットと、割当
ユニットとをさらに含み、第1の決定ユニットは、第1の決定ユニットがM2およびiを割当
ユニットに送るようにするために、M2およびiを決定するようにさらに構成され、M2は、
第2のダウンリンクサブフレーム集合内の要素の量であり、iは、第2のダウンリンクサブ
フレーム集合内の、第2のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレーム
のシーケンス番号であり、第2の決定ユニットは、第2の決定ユニットが第2のオフセット
を割当ユニットに送るようにするために、第2のオフセットNΔを決定するように構成され
、割当ユニットは、M2、i、およびNΔを受け取り、第1のアップリンクサブフレーム内で
、M2、i、および第2のオフセットNΔに従って第2のPUCCHリソース領域を決定するように
さらに構成される。
【０１０６】
　第3の態様の第4の可能な実施の形に関連して、本願の第3の態様の第6の可能な実施の形
において、第2の割当モジュールは、第1の決定ユニット、第2の決定ユニット、および割
当ユニットをさらに含み、第1の決定ユニットは、第1の決定ユニットが第2のダウンリン
クサブフレーム集合を割当ユニットに送るようにするために、M2およびiを決定し、第1の
シグナリングを送信するようにさらに構成され、第1のシグナリングは、M2およびiを示し
、M2は、第2のダウンリンクサブフレーム集合内の、それのためにPUCCHリソース領域がPD
CCHリソース領域に従って予約される必要があるダウンリンクサブフレームの量であり、i
は、第2のダウンリンクサブフレーム集合内の、それのためにPUCCHリソース領域がPDCCH
リソース領域に従って予約される必要があるダウンリンクサブフレームのシーケンス番号
であり、割当ユニットは、第2の決定ユニットが第2のオフセットを割当ユニットに送るよ
うにするために、第2のオフセットNΔを決定するように構成され、割当ユニットは、M2、
i、およびNΔを受け取り、第1のアップリンクサブフレーム内で、M2、i、および第2のオ
フセットNΔに従って第2のPUCCHリソース領域を決定するようにさらに構成される。
【０１０７】
　第3の態様の第5または第6の可能な実施の形に関連して、本願の第3の態様の第7の可能
な実施の形において、第2の決定ユニットは、第2のオフセットNΔが第1のアップリンク-
ダウンリンク構成において第1のアップリンクサブフレームに関連するダウンリンクサブ
フレームの量に1つのダウンリンクサブフレーム内で構成され得るCCEの最大量を乗じたも
のと等しいと決定するように構成され、あるいは、第2の決定ユニットは、第2のオフセッ
トNΔを構成し、第2のシグナリングを送信するように構成され、第2のシグナリングは、
第2のオフセットNΔまたは
【０１０８】
【数３９】

【０１０９】
を示し、
【０１１０】
【数４０】

【０１１１】
であり、あるいは、第2の決定ユニットは、第2のオフセットNΔ=M1×Ncを構成し、第3の
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【０１１２】
　第3の態様の第5から第7の可能な実施の形に関連して、本願の第3の態様の第8の可能な
実施の形において、第2の割当モジュールは、式
【０１１３】
【数４１】

【０１１４】
に従って第2のPUCCHリソース領域を決定するようにさらに構成され、
【０１１５】

【数４２】

【０１１６】
は、第2のPUCCHリソース領域内のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号であ
り、xは、非負の整数であり、
【０１１７】

【数４３】

【０１１８】
であり、
【０１１９】
【数４４】

【０１２０】
は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、
【０１２１】
【数４５】

【０１２２】
は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、
【０１２３】
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【数４６】

【０１２４】
になるようにされ、
【０１２５】

【数４７】

【０１２６】
は、第2のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレーム内で送信されるP
DCCHによって占められる第1のCCEの番号であり、
【０１２７】

【数４８】

【０１２８】
は、第2のPUCCHリソース領域のオフセットである。
【０１２９】
　前述の問題を解決するために、本願の第4の態様は、ユーザ機器を提供し、ここで、こ
のユーザ機器は、第1の決定モジュールと第1の割当モジュールとを含み、第1の決定モジ
ュールは、第1の決定モジュールが第1のダウンリンクサブフレーム集合を第1の割当モジ
ュールに送るようにするために、第1のダウンリンクサブフレーム集合を決定するように
構成され、第1のダウンリンクサブフレーム集合は、第1のアップリンク-ダウンリンク構
成と第2のアップリンク-ダウンリンク構成との両方において第1のアップリンクサブフレ
ームに関連し、第1の割当モジュールは、第1のダウンリンクサブフレーム集合を受け取り
、第3のダウンリンクサブフレーム内で第1のPDCCHを受信し、第3のダウンリンクサブフレ
ームが第1のダウンリンクサブフレーム集合に属する時に、第1のアップリンクサブフレー
ム内で、第1のアップリンク-ダウンリンク構成のHARQタイミングに従って第3のPUCCHリソ
ースを決定するように構成され、第3のPUCCHリソースは、第1のPDCCHによってスケジュー
リングされたPDSCHのHARQフィードバック情報または第1のPDCCHによって示されるダウン
リンクSPSリリースシグナリングのHARQフィードバック情報によって占められるPUCCHリソ
ースである。
【０１３０】
　第4の態様に関連して、本願の第4の態様の第1の可能な実施の形において、UEは、第2の
グループのUEであり、UEの第2のグループは、動的TDDアップリンク-ダウンリンク構成能
力を有するUE、動的TDDアップリンク-ダウンリンク構成を用いて構成されるUE、またはよ
り後に公表されたUEであり、第1のアップリンク-ダウンリンク構成は、ユーザ機器UEの第
1のグループによって使用されるアップリンク-ダウンリンク構成であり、UEの第1のグル
ープは、動的TDDアップリンク-ダウンリンク構成能力を有しないUE、動的TDDアップリン
ク-ダウンリンク構成を用いては構成されないUE、またはレガシUEであり、第2のアップリ
ンク-ダウンリンク構成は、UEの第2のグループに適用される、UEの第2のグループのHARQ
タイミングを示すのに使用される、基準アップリンク-ダウンリンク構成、またはUEの第2
のグループのアップリンク-ダウンリンクサブフレーム割当を示すのに使用されるアップ
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【０１３１】
　第4の態様または第4の態様の第1の可能な実施の形に関連して、本願の第4の態様の第2
の可能な実施の形において、第1の割当モジュールは、第1のアップリンクサブフレーム内
で、M1およびjに従って第3のダウンリンクサブフレームの第3のPUCCHリソースを決定する
ようにさらに構成され、M1は、第1のアップリンク-ダウンリンク構成のHARQタイミングに
従って決定される、第1のアップリンクサブフレームに関連するダウンリンクサブフレー
ム集合A内の要素の量であり、jは、ダウンリンクサブフレーム集合A内の第3のダウンリン
クサブフレームのシーケンス番号である。
【０１３２】
　第4の態様の第2の可能な実施の形に関連して、本願の第4の態様の第3の可能な実施の形
において、第1の割当モジュールは、式
【０１３３】
【数４９】

【０１３４】
に従って第3のPUCCHリソースを決定するようにさらに構成され、
【０１３５】

【数５０】

【０１３６】
は、第3のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号であり、xは、非負の整数で
あり、
【０１３７】

【数５１】

【０１３８】
であり、
【０１３９】
【数５２】

【０１４０】
は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、
【０１４１】
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【数５３】

【０１４２】
は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、Nc≦nCCE<
Nc+1になるようにされ、nCCEは、第1のPDCCHによって占められる第1のCCEの番号であり、
【０１４３】

【数５４】

【０１４４】
は、第3のPUCCHリソースのオフセットである。
【０１４５】
　第4の態様または第4の態様の第1から第3の可能な実施の形に関連して、本願の第4の態
様の第4の可能な実施の形において、ユーザ機器は、第2の決定モジュールと第2の割当モ
ジュールとをさらに含み、第2の決定モジュールは、第2の決定モジュールが第2のダウン
リンクサブフレーム集合を第2の割当モジュールに送るようにするために、第2のダウンリ
ンクサブフレーム集合を決定するように構成され、第2のダウンリンクサブフレーム集合
は、第2のアップリンク-ダウンリンク構成において第1のアップリンクサブフレームに関
連し、第2のダウンリンクサブフレーム集合は、第1のアップリンク-ダウンリンク構成に
おいて第1のアップリンクサブフレームに関連せず、第2の割当モジュールは、第2のダウ
ンリンクサブフレーム集合を受け取り、第4のダウンリンクサブフレーム内で第2のPDCCH
を受信し、第4のダウンリンクサブフレームが第2のダウンリンクサブフレーム集合に属す
る時に、第4のPUCCHリソースを決定するように構成され、第4のPUCCHリソースは、第2のP
DCCHによってスケジューリングされたPDSCHのHARQフィードバック情報または第2のPDCCH
によって示されるダウンリンクSPSリリースシグナリングのHARQフィードバック情報によ
って占められるPUCCHリソースである。
【０１４６】
　第4の態様の第4の可能な実施の形に関連して、本願の第4の態様の第5の可能な実施の形
において、第2の割当モジュールは、第1の決定ユニットと、第2の決定ユニットと、割当
ユニットとを含み、第1の決定ユニットは、第1の決定ユニットがM2およびiを割当ユニッ
トに送るようにするために、M2およびiを決定するように構成され、M2は、第2のダウンリ
ンクサブフレーム集合内の要素の量であり、iは、第2のダウンリンクサブフレーム集合内
の第4のダウンリンクサブフレームのシーケンス番号であり、第2の決定ユニットは、第2
の決定ユニットが第2のオフセットNΔを割当ユニットに送るようにするために、第2のオ
フセットNΔを決定するように構成され、割当ユニットは、M2、i、およびNΔを受け取り
、第1のアップリンクサブフレーム内で、M2、i、および第2のオフセットNΔに従って第4
のPUCCHリソースを決定するように構成される。
【０１４７】
　第4の態様の第4の可能な実施の形に関連して、本願の第4の態様の第6の可能な実施の形
において、第2の割当モジュールは、第1の決定ユニットと、第2の決定ユニットと、割当
ユニットとを含み、第1の決定ユニットは、第1の決定ユニットがM2およびiを割当ユニッ
トに送るようにするために、第1のシグナリングを受信し、M2およびiを決定するように構
成され、第1のシグナリングは、M2およびiを示し、M2は、第2のダウンリンクサブフレー
ム集合内の、それのためにPUCCHリソース領域がPDCCHリソース領域に従って予約される必
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シーケンス番号であり、第2の決定ユニットは、第2の決定ユニットが第2のオフセットNΔ
を割当ユニットに送るようにするために、第2のオフセットNΔを決定するように構成され
、割当ユニットは、M2、i、およびNΔを受け取り、第1のアップリンクサブフレーム内で
、M2、i、および第2のオフセットNΔに従って第4のPUCCHリソースを決定するように構成
される。
【０１４８】
　第4の態様の第5または第6の可能な実施の形に関連して、本願の第4の態様の第7の可能
な実施の形において、第2の決定ユニットは、第2のオフセットNΔが第1のアップリンク-
ダウンリンク構成において第1のアップリンクサブフレームに関連するダウンリンクサブ
フレームの量に1つのダウンリンクサブフレーム内で構成され得るCCEの最大量を乗じたも
のと等しいと決定するようにさらに構成され、あるいは、第2の決定ユニットは、第2のシ
グナリングを受信し、第2のオフセットNΔを決定するようにさらに構成され、第2のシグ
ナリングは、第2のオフセットNΔまたは
【０１４９】
【数５５】

【０１５０】
を示し、
【０１５１】
【数５６】

【０１５２】
であり、あるいは、第2の決定ユニットは、第3のシグナリングを受信し、第2のオフセッ
トNΔ=M1×Ncを決定するようにさらに構成され、第3のシグナリングは、cの値を示す。
【０１５３】
　第4の態様の第7の可能な実施の形に関連して、本願の第4の態様の第8の可能な実施の形
において、第2の割当モジュールは、式
【０１５４】
【数５７】

【０１５５】
に従って第4のPUCCHリソースを決定するようにさらに構成され、
【０１５６】
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【数５８】

【０１５７】
は、第4のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号であり、xは、非負の整数で
あり、
【０１５８】

【数５９】

【０１５９】
であり、
【０１６０】
【数６０】

【０１６１】
は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、
【０１６２】
【数６１】

【０１６３】
は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、
【０１６４】
【数６２】

【０１６５】
になるようにされ、
【０１６６】

【数６３】

【０１６７】
は、第2のPDCCHによって占められる第1のCCEの番号であり、
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【０１６８】
【数６４】

【０１６９】
は、第4のPUCCHリソースのオフセットである。
【０１７０】
　前述の問題を解決するために、本願の第5の態様は、基地局を提供し、ここで、この基
地局は、トランシーバ基地局(base transceiver station)BTSと基地局制御装置BSCとを含
み、トランシーバ基地局は、基地局制御装置に結合され、基地局制御装置は、第1のダウ
ンリンクサブフレーム集合を決定し、第1のダウンリンクサブフレーム集合は、第1のアッ
プリンク-ダウンリンク構成と第2のアップリンク-ダウンリンク構成との両方において第1
のアップリンクサブフレームに関連し;第1のアップリンクサブフレーム内で、第1のアッ
プリンク-ダウンリンク構成のHARQタイミングに従って第1のPUCCHリソース領域を決定し
、第1のPUCCHリソース領域は、第1のダウンリンクサブフレーム集合のHARQフィードバッ
ク情報のために予約されたリソース領域であるように構成される。
【０１７１】
　第5の態様に関連して、本願の第5の態様の第1の可能な実施の形において、第1のアップ
リンク-ダウンリンク構成は、ユーザ機器UEの第1のグループによって使用されるアップリ
ンク-ダウンリンク構成であり、UEの第1のグループは、動的TDDアップリンク-ダウンリン
ク構成能力を有しないUE、動的TDDアップリンク-ダウンリンク構成を用いては構成されな
いUE、またはレガシUEであり、第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、UEの第2のグル
ープに適用される、UEの第2のグループのHARQタイミングを示すのに使用される、基準ア
ップリンク-ダウンリンク構成、またはUEの第2のグループのアップリンク-ダウンリンク
サブフレーム割当を示すのに使用されるアップリンク-ダウンリンク構成であり、UEの第2
のグループは、動的TDDアップリンク-ダウンリンク構成能力を有するUE、動的TDDアップ
リンク-ダウンリンク構成を用いて構成されるUE、またはより後に公表されたUEである。
【０１７２】
　第5の態様または第5の態様の第1の可能な実施の形に関連して、本願の第5の態様の第2
の可能な実施の形において、基地局制御装置は、第1のアップリンクサブフレーム内で、M

1およびjに従って第1のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレームの
第1のPUCCHリソース領域を決定するようにさらに構成され、M1は、第1のアップリンク-ダ
ウンリンク構成のHARQタイミングに従って決定される、第1のアップリンクサブフレーム
に関連するダウンリンクサブフレーム集合A内の要素の量であり、jは、ダウンリンクサブ
フレーム集合A内の、第1のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレーム
のシーケンス番号である。
【０１７３】
　第5の態様の第2の可能な実施の形に関連して、本願の第5の態様の第3の可能な実施の形
において、基地局制御装置は、式
【０１７４】
【数６５】
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【０１７５】
に従って第1のPUCCHリソース領域を決定するようにさらに構成され、
【０１７６】
【数６６】

【０１７７】
は、第1のPUCCHリソース領域内のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号であ
り、xは、非負の整数であり、
【０１７８】
【数６７】

【０１７９】
であり、
【０１８０】

【数６８】

【０１８１】
は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、
【０１８２】

【数６９】

【０１８３】
は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、Nc≦nCCE<
Nc+1になるようにされ、nCCEは、第1のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンク
サブフレーム内で送信されるPDCCHによって占められる第1のCCEの番号であり、
【０１８４】

【数７０】

【０１８５】
は、第1のPUCCHリソース領域のオフセットである。
【０１８６】
　第5の態様または第5の態様の第1から第3の可能な実施の形に関連して、本願の第5の態
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様の第4の可能な実施の形において、基地局制御装置は、第2のダウンリンクサブフレーム
集合を決定し、第2のダウンリンクサブフレーム集合は、第2のアップリンク-ダウンリン
ク構成において第1のアップリンクサブフレームに関連し、第2のダウンリンクサブフレー
ム集合は、第1のアップリンク-ダウンリンク構成において第1のアップリンクサブフレー
ムに関連せず;第1のアップリンクサブフレーム内で、第2のPUCCHリソース領域を決定し、
第2のPUCCHリソース領域は、第2のダウンリンクサブフレーム集合のHARQフィードバック
情報のために予約されたリソース領域であるようにさらに構成される。
【０１８７】
　第5の態様の第4の可能な実施の形に関連して、本願の第5の態様の第5の可能な実施の形
において、基地局制御装置は、M2およびiを決定し、M2は、第2のダウンリンクサブフレー
ム集合内の要素の量であり、iは、第2のダウンリンクサブフレーム集合内の、第2のダウ
ンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレームのシーケンス番号であり;第2の
オフセットNΔを決定し;第1のアップリンクサブフレーム内で、M2、i、および第2のオフ
セットNΔに従って第2のPUCCHリソース領域を決定するようにさらに構成される。
【０１８８】
　第5の態様の第4の可能な実施の形に関連して、本願の第5の態様の第6の可能な実施の形
において、基地局制御装置は、M2およびiを決定し、第1のシグナリングを送信し、第1の
シグナリングは、M2およびiを示し、M2は、第2のダウンリンクサブフレーム集合内の、そ
れのためにPUCCHリソース領域がPDCCHリソース領域に従って予約される必要があるダウン
リンクサブフレームの量であり、iは、第2のダウンリンクサブフレーム集合内の、それの
ためにPUCCHリソース領域がPDCCHリソース領域に従って予約される必要があるダウンリン
クサブフレームのシーケンス番号であり;第2のオフセットNΔを決定し;第1のアップリン
クサブフレーム内で、M2、i、および第2のオフセットNΔに従って第2のPUCCHリソース領
域を決定するようにさらに構成される。
【０１８９】
　第5の態様の第5または第6の可能な実施の形に関連して、本願の第5の態様の第7の可能
な実施の形において、基地局制御装置は、第2のオフセットNΔが第1のアップリンク-ダウ
ンリンク構成において第1のアップリンクサブフレームに関連するダウンリンクサブフレ
ームの量に1つのダウンリンクサブフレーム内で構成され得るCCEの最大量を乗じたものと
等しいと決定し;あるいは第2のオフセットNΔを構成し、第2のシグナリングを送信し、第
2のシグナリングは、第2のオフセットNΔまたは
【０１９０】
【数７１】

【０１９１】
を示し、
【０１９２】
【数７２】

【０１９３】
であり;あるいは第2のオフセットNΔ=M1×Ncを構成し、第3のシグナリングを送信し、第3
のシグナリングは、cの値を示すようにさらに構成される。
【０１９４】
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　第5の態様の第5から第7の可能な実施の形に関連して、本願の第5の態様の第8の可能な
実施の形において、基地局制御装置は、式
【０１９５】
【数７３】

【０１９６】
に従って第2のPUCCHリソース領域を決定するようにさらに構成され、
【０１９７】
【数７４】

【０１９８】
は、第2のPUCCHリソース領域内のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号であ
り、xは、非負の整数であり、
【０１９９】

【数７５】

【０２００】
であり、
【０２０１】

【数７６】

【０２０２】
は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、
【０２０３】

【数７７】

【０２０４】
は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、
【０２０５】
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【数７８】

【０２０６】
になるようにされ、
【０２０７】

【数７９】

【０２０８】
は、第2のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレーム内で送信されるP
DCCHによって占められる第1のCCEの番号であり、
【０２０９】
【数８０】

【０２１０】
は、第2のPUCCHリソース領域のオフセットである。
【０２１１】
　前述の問題を解決するために、本願の第6の態様は、ユーザ機器を提供し、ここで、こ
のユーザ機器は、受信器と、プロセッサと、送信器とを含み、プロセッサは、受信器およ
び送信器に別々に結合され、プロセッサは、第1のダウンリンクサブフレーム集合を決定
するように構成され、第1のダウンリンクサブフレーム集合は、第1のアップリンク-ダウ
ンリンク構成と第2のアップリンク-ダウンリンク構成との両方において第1のアップリン
クサブフレームに関連し、受信器は、第3のダウンリンクサブフレーム内で第1のPDCCHを
受信するように構成され、プロセッサは、第3のダウンリンクサブフレームが第1のダウン
リンクサブフレーム集合に属する時に、第1のアップリンクサブフレーム内で、第1のアッ
プリンク-ダウンリンク構成のHARQタイミングに従って第3のPUCCHリソースを決定するよ
うにさらに構成され、第3のPUCCHリソースは、第1のPDCCHによってスケジューリングされ
たPDSCHのHARQフィードバック情報または第1のPDCCHによって示されるダウンリンクSPSリ
リースシグナリングのHARQフィードバック情報によって占められるPUCCHリソースである
。
【０２１２】
　第6の態様に関連して、本願の第6の態様の第1の可能な実施の形において、UEは、第2の
グループのUEであり、UEの第2のグループは、動的TDDアップリンク-ダウンリンク構成能
力を有するUE、動的TDDアップリンク-ダウンリンク構成を用いて構成されるUE、またはよ
り後に公表されたUEであり、第1のアップリンク-ダウンリンク構成は、ユーザ機器UEの第
1のグループによって使用されるアップリンク-ダウンリンク構成であり、UEの第1のグル
ープは、動的TDDアップリンク-ダウンリンク構成能力を有しないUE、動的TDDアップリン
ク-ダウンリンク構成を用いては構成されないUE、またはレガシUEであり、第2のアップリ
ンク-ダウンリンク構成は、UEの第2のグループに適用される、UEの第2のグループのHARQ
タイミングを示すのに使用される、基準アップリンク-ダウンリンク構成、またはUEの第2
のグループのアップリンク-ダウンリンクサブフレーム割当を示すのに使用されるアップ
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【０２１３】
　第6の態様または第6の態様の第1の可能な実施の形に関連して、本願の第6の態様の第2
の可能な実施の形において、プロセッサは、第1のアップリンクサブフレーム内で、M1お
よびjに従って第3のダウンリンクサブフレームの第3のPUCCHリソースを決定するようにさ
らに構成され、M1は、第1のアップリンク-ダウンリンク構成のHARQタイミングに従って決
定される、第1のアップリンクサブフレームに関連するダウンリンクサブフレーム集合A内
の要素の量であり、jは、ダウンリンクサブフレーム集合A内の第3のダウンリンクサブフ
レームのシーケンス番号である。
【０２１４】
　第6の態様の第2の可能な実施の形に関連して、本願の第6の態様の第3の可能な実施の形
において、プロセッサは、式
【０２１５】
【数８１】

【０２１６】
　に従って第3のPUCCHリソースを決定するようにさらに構成され、
【０２１７】

【数８２】

【０２１８】
は、第3のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号であり、xは、非負の整数で
あり、
【０２１９】

【数８３】

【０２２０】
であり、
【０２２１】
【数８４】

【０２２２】
は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、
【０２２３】
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【数８５】

【０２２４】
は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、Nc≦nCCE<
Nc+1になるようにされ、nCCEは、第1のPDCCHによって占められる第1のCCEの番号であり、
【０２２５】

【数８６】

【０２２６】
は、第3のPUCCHリソースのオフセットである。
【０２２７】
　第6の態様または第6の態様の第1から第3の可能な実施の形に関連して、本願の第6の態
様の第4の可能な実施の形において、プロセッサは、第2のダウンリンクサブフレーム集合
を決定するようにさらに構成され、第2のダウンリンクサブフレーム集合は、第2のアップ
リンク-ダウンリンク構成において第1のアップリンクサブフレームに関連し、第2のダウ
ンリンクサブフレーム集合は、第1のアップリンク-ダウンリンク構成において第1のアッ
プリンクサブフレームに関連せず、受信器は、第4のダウンリンクサブフレーム内で第2の
PDCCHを受信するようにさらに構成され、プロセッサは、第4のダウンリンクサブフレーム
が第2のダウンリンクサブフレーム集合に属する時に、第4のPUCCHリソースを決定するよ
うにさらに構成され、第4のPUCCHリソースは、第2のPDCCHによってスケジューリングされ
たPDSCHのHARQフィードバック情報または第2のPDCCHによって示されるダウンリンクSPSリ
リースシグナリングのHARQフィードバック情報によって占められるPUCCHリソースである
。
【０２２８】
　第6の態様の第4の可能な実施の形に関連して、本願の第6の態様の第5の可能な実施の形
において、プロセッサは、M2およびiを決定し、M2は、第2のダウンリンクサブフレーム集
合内の要素の量であり、iは、第2のダウンリンクサブフレーム集合内の第4のダウンリン
クサブフレームのシーケンス番号であり;第2のオフセットNΔを決定し;第1のアップリン
クサブフレーム内で、M2、i、および第2のオフセットNΔに従って第4のPUCCHリソースを
決定するようにさらに構成される。
【０２２９】
　第6の態様の第4の可能な実施の形に関連して、本願の第6の態様の第6の可能な実施の形
において、受信器は、第1のシグナリングを受信し、M2およびiを決定するようにさらに構
成され、第1のシグナリングは、M2およびiを示し、M2は、第2のダウンリンクサブフレー
ム集合内の、それのためにPUCCHリソース領域がPDCCHリソース領域に従って予約される必
要があるダウンリンクサブフレームの量であり、iは、第4のダウンリンクサブフレームの
シーケンス番号であり、プロセッサは、第2のオフセットNΔを決定し、第1のアップリン
クサブフレーム内で、M2、i、および第2のオフセットNΔに従って第4のPUCCHリソースを
決定するようにさらに構成される。
【０２３０】
　第6の態様の第5または第6の可能な実施の形に関連して、本願の第6の態様の第7の可能
な実施の形において、第3の決定モジュールは、第2のオフセットNΔが第1のアップリンク
-ダウンリンク構成において等しいと決定するようにさらに構成され、プロセッサは、第2
のオフセットNΔが第1のアップリンク-ダウンリンク構成において第1のアップリンクサブ
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フレームに関連するダウンリンクサブフレームの量に1つのダウンリンクサブフレーム内
で構成され得るCCEの最大量を乗じたものと等しいと決定するようにさらに構成され、あ
るいは、受信器は、第2のシグナリングを受信し、第2のオフセットNΔを決定するように
さらに構成され、第2のシグナリングは、第2のオフセットNΔまたは
【０２３１】
【数８７】

【０２３２】
を示し、
【０２３３】
【数８８】

【０２３４】
であり、あるいは、受信器は、第3のシグナリングを受信し、第2のオフセットNΔ=M1×Nc
を決定するようにさらに構成され、第3のシグナリングは、cの値を示す。
【０２３５】
　第6の態様の第5から第7の可能な実施の形に関連して、本願の第6の態様の第8の可能な
実施の形において、プロセッサは、式
【０２３６】
【数８９】

【０２３７】
に従って第4のPUCCHリソースを決定するようにさらに構成され、
【０２３８】
【数９０】

【０２３９】
は、第4のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号であり、xは、非負の整数で
あり、
【０２４０】

【数９１】

【０２４１】
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であり、
【０２４２】
【数９２】

【０２４３】
は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、
【０２４４】
【数９３】

【０２４５】
は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、
【０２４６】
【数９４】

【０２４７】
になるようにされ、
【０２４８】
【数９５】

【０２４９】
は、第2のPDCCHによって占められる第1のCCEの番号であり、
【０２５０】

【数９６】

【０２５１】
は、第4のPUCCHリソースのオフセットである。
【０２５２】
　前述の解決策において、第1のダウンリンクサブフレーム集合は、アップリンク-ダウン
リンク構成を使用することによって別々に決定され、第1のアップリンク-ダウンリンク構
成の下の要素の量およびシーケンス番号は、より後に公表されたUEの第1のダウンリンク
サブフレーム集合内のすべてのダウンリンクサブフレームについて使用され、その結果、
2タイプのUEと互換のシステム内で、より後に公表されたUEへのPUCCHリソース領域の割当
を実施するために、同一の第1のPUCCHリソース領域が割り当てられるようになる。
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【０２５３】
　さらに、PUCCHリソース領域が、UEの第2のグループに割り当てられる時に、UEの第2の
グループおよびUEの第1のグループの同一のHARQタイミングを有するダウンリンクサブフ
レームに関して、基地局は、UEの第1のグループのマッピングルールに従ってPUCCHリソー
ス領域を決定し、UEの第1のグループとは異なるHARQタイミングを有するダウンリンクサ
ブフレームについて、基地局は、UEの第1のグループのPUCCHリソース領域のオーバーラッ
プがないことを保証するために、新しいマッピングルールに従ってPUCCHリソース領域を
決定し、したがって、この方法は、基地局の実施の複雑さを回避するだけではなく、PUCC
Hリソースオーバーヘッドをも減らす。
【図面の簡単な説明】
【０２５４】
【図１】アップリンクサブフレーム内でダウンリンクサブフレームにPUCCHリソース領域
を割り当てる実施の形を示す概略図である。
【図２】アップリンクサブフレーム内でダウンリンクサブフレームにPUCCHリソース領域
を割り当てるもう1つの実施の形を示す概略図である。
【図３】本願によるリソース割当システムの実施の形を示す概略構造図である。
【図４】本願によるリソース割当方法の第1の実施の形を示す流れ図である。
【図５】本願によるリソース割当方法の第1の実施の形における解決策1における第2のPUC
CHリソース領域の第1のアップリンクサブフレーム内での決定を示す流れ図である。
【図６】本願による、アップリンク-ダウンリンク構成0がUEの第1のグループによって使
用され、アップリンク-ダウンリンク構成1がUEの第2のグループによって使用される、割
当の後に入手される結果を示す概略図である。
【図７】本願による、アップリンク-ダウンリンク構成1がUEの第1のグループによって使
用され、アップリンク-ダウンリンク構成2がUEの第2のグループによって使用される、割
当の後に入手される結果を示す概略図である。
【図８】本願による、アップリンク-ダウンリンク構成2がUEの第1のグループによって使
用され、アップリンク-ダウンリンク構成3がUEの第2のグループによって使用される、割
当の後に入手される結果を示す概略図である。
【図９】本願による、リソース割当方法の第1の実施の形における解決策2における、第1
のアップリンクサブフレーム内での第2のPUCCHリソース領域の決定を示す流れ図である。
【図１０】本願による、リソース割当方法の第2の実施の形を示す流れ図である。
【図１１】本願による、リソース割当方法の第2の実施の形における解決策1における第4
のPUCCHリソースの決定を示す流れ図である。
【図１２】本願による、リソース割当方法の第2の実施の形における解決策2における第4
のPUCCHリソースの決定を示す流れ図である。
【図１３】本願によるリソース割当方法の第3の実施の形を示す流れ図である。
【図１４】本願によるリソース割当方法の第4の実施の形を示す流れ図である。
【図１５】本願による基地局の第1の実施の形を示す概略構造図である。
【図１６】本願によるユーザ機器の第1の実施の形を示す概略構造図である。
【図１７】本願による基地局の第2の実施の形を示す概略構造図である。
【図１８】本願によるユーザ機器の第2の実施の形を示す概略構造図である。
【図１９】本願による基地局の第3の実施の形を示す概略構造図である。
【図２０】本願によるユーザ機器の第3の実施の形を示す概略構造図である。
【図２１】本願による基地局の第4の実施の形を示す概略構造図である。
【図２２】本願によるユーザ機器の第4の実施の形を示す概略構造図である。
【発明を実施するための形態】
【０２５５】
　以下の説明では、限定ではなく例示のために、特定のシステム構造、インターフェース
、および技術などの特定の詳細が、本願の完全な理解を行うために提供される。しかし、
当業者は、本願が、これらの特定の詳細を伴わない他の実施の形において実践され得るこ
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とを知るに違いない。他の場合には、本願が不必要な詳細によって不明瞭にされることな
く説明されるようにするために、周知の装置、回路、および方法の詳細な説明は、省略さ
れる。
【０２５６】
　あるシステムにおける時間領域は、無線フレーム(Radio Frame)から構成される。無線
フレームは、システムフレーム番号(System Frame Number、SFN)nfを使用することによっ
て識別される。SFNは、循環的な形で周期的に無線フレームに付番するためのものである
。たとえば、10ビットが、SFNをマークするのに使用され、nf=0、1、2、…、1023である
、すなわち、無線フレームは、0から1023までの番号を付けられ、その後、もう一度0から
番号を付けられ始める。各無線フレームは、その長さが1msである10個のサブフレーム(su
bframe)を含み、各無線フレーム内のサブフレームは、サブフレーム番号nsbfを使用する
ことによって識別され、nsbf=0、1、2、…、9である。したがって、システムにおいて、1
つのサブフレームは、システムフレーム番号nfと、各無線フレーム内のサブフレーム番号
nsbfとを使用することによって識別される。同一のことが、下で言及されるサブフレーム
(アップリンクサブフレームおよびダウンリンクサブフレームを含む)にあてはまる。
【０２５７】
　現在のTDDシステムは、7つのアップリンク-ダウンリンク構成をサポートし、各アップ
リンク-ダウンリンク構成の特定構成の形は、次の表に示されている。
【０２５８】
【表１】

【０２５９】
　Uは、アップリンクサブフレームを表し、Dは、ダウンリンクサブフレームを表し、Sは
、ダウンリンク送信に主に使用される特殊サブフレーム(special subframe)を表す。本発
明において、特殊サブフレームおよびダウンリンクサブフレームは、集合的にダウンリン
クサブフレームと呼ばれる。無線フレームの前述の説明から、そのサブフレーム番号が0
から9までであるサブフレームが1つの無線フレームを形成することがわかる。レガシUEに
関して、システムは、ブロードキャスト情報を使用することによって現在のアップリンク
-ダウンリンク構成を通知し、構成は、少なくとも640ミリ秒(ms)おきに1回変化する。よ
り後に公表されたUEに関して、システムは、異なるアップリンク-ダウンリンク構成を動
的に通知することができる。
【０２６０】
　HARQタイミングは、PDSCH(PDCCHを使用することによってスケジューリングされるPDSCH
、PDCCHおよびPDSCHは、同一のダウンリンクサブフレーム内で送信される)とHARQフィー
ドバック情報との間の送信タイミング関係を指し、あるいは、ダウンリンク準永続スケジ
ューリングリリースPDCCHバリデーション(SPS Release PDCCH Validation、Semi-Persist
ent Scheduling Release PDCCH Validation)シグナリング(略してダウンリンクSPSリリー
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スシグナリングと称する場合がある)とHARQフィードバック情報との間の送信タイミング
関係をさらに含む。TDDシステムは、異なるアップリンク-ダウンリンク構成について異な
るHARQタイミングを定義する。Table 2(表2)に示されているように、本明細書で議論され
る「異なるHARQタイミング」は、2つのケースを含み、一方のケースでは、HARQタイミン
グの異なる量が、異なるアップリンク-ダウンリンク構成について定義され、たとえば、4
つのダウンリンクサブフレームに関するHARQタイミングが、構成0について定義され、6つ
のダウンリンクサブフレームに関するHARQタイミングが、構成1について定義される。他
方のケースでは、同一のダウンリンクサブフレーム(同一のサブフレーム番号を有するダ
ウンリンクサブフレームを指す)が、異なるアップリンク-ダウンリンク構成において異な
るHARQタイミングを有し、たとえば、アップリンク-ダウンリンク構成0において、ダウン
リンクサブフレーム0のHARQフィードバック情報は、アップリンクサブフレーム4内で送信
され、アップリンク-ダウンリンク構成1において、ダウンリンクサブフレーム0のHARQフ
ィードバック情報は、アップリンクサブフレーム7内で送信される。具体的には、基地局
は、ダウンリンクサブフレームn-k内で、PDSCHまたはダウンリンクSPSリリースPDCCHバリ
デーションシグナリングをUEに送信し、UEは、アップリンクサブフレームn内で、PDSCHの
HARQフィードバック情報またはダウンリンクSPSリリースPDCCHバリデーションシグナリン
グを基地局に送信する。本発明において、説明の簡単さのために、ダウンリンクサブフレ
ームn-kがアップリンクサブフレームnに関連すると短く説明される場合がある。ダウンリ
ンクサブフレームn-kは、アップリンクサブフレームnから逆方向(すなわち、より前)にカ
ウントしてk番目のサブフレームである、すなわち、時間順序に従って、ダウンリンクサ
ブフレームn-kは、最初に現れ、カウントされたk番目のサブフレームは、アップリンクサ
ブフレームnであり、ここで、k∈Kであり、Kは、M個の要素を含む集合であり、この集合
は、ダウンリンクアソシエーション集合(Downlink association set)と呼ばれ、この集合
に含まれる要素のインデックスは、{k0,k1,…,kM-1}であり、Mは、ダウンリンクアソシエ
ーション集合内の要素の量である。異なるアップリンク-ダウンリンク構成に関して、異
なるダウンリンクアソシエーション集合Kが、異なるアップリンクサブフレーム内で決定
される可能性がある。
【０２６１】
　したがって、アップリンク-ダウンリンク構成が決定された後に、各アップリンク-ダウ
ンリンク構成におけるHARQタイミングが、次の表に示されているように、対応して決定さ
れ得る。
【０２６２】
【表２】
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　たとえば、アップリンク-ダウンリンク構成0において、そのサブフレーム番号が2であ
るアップリンクサブフレームは、逆方向にカウントして6番目のサブフレームすなわち、
前の無線フレームの、そのサブフレーム番号が6であるダウンリンクサブフレームのHARQ
フィードバック情報を送信するのに使用される。したがって、前の無線フレームの、その
サブフレーム番号が6であるダウンリンクサブフレームは、現在の無線フレームの、その
サブフレーム番号が2であるアップリンクサブフレームに関連する、すなわち、PUCCHリソ
ース領域が、前の無線フレームの、そのサブフレーム番号が6であるダウンリンクサブフ
レームに割り当てられるのは、現在の無線フレームの、そのサブフレーム番号が2である
アップリンクサブフレーム内でなければならない。アップリンク-ダウンリンク構成1にお
いて、そのサブフレーム番号が2であるアップリンクサブフレームは、逆方向にカウント
して6番目のサブフレームおよび逆方向にカウントして7番目のサブフレームすなわち、前
の無線フレームの、そのサブフレーム番号が6であるダウンリンクサブフレームおよび前
の無線フレームの、そのサブフレーム番号が5であるダウンリンクサブフレームのHARQフ
ィードバック情報を送信するのに使用される。したがって、前の無線フレームの、そのサ
ブフレーム番号が6であるダウンリンクサブフレームおよび前の無線フレームの、そのサ
ブフレーム番号が5であるダウンリンクサブフレームは、現在の無線フレームの、そのサ
ブフレーム番号が2であるアップリンクサブフレームに関連する、すなわち、PUCCHリソー
ス領域が、前の無線フレームの、そのサブフレーム番号が6であるダウンリンクサブフレ
ームおよび前の無線フレームの、そのサブフレーム番号が5であるダウンリンクサブフレ
ームに割り当てられるのは、現在の無線フレームの、そのサブフレーム番号が2であるア
ップリンクサブフレーム内でなければならない。
【０２６４】
　既存のシステムにおいて、HARQフィードバック情報を搬送するPUCCHリソースが、PDCCH
によって占められる制御チャネル要素(Control Channel Element、CCE)に従って決定され
る時に、アップリンクサブフレームn内でPUCCHリソースを決定するプロセスは、次の通り
である。
【０２６５】
　第1に、Nc≦nCCE<Nc+1にする、cの1つの値が、{0, 1, 2, 3}から選択され、ここで、nC
CEは、ダウンリンクサブフレームn-km内で送信されるPDCCHによって使用される第1のCCE
の番号であり、
【０２６６】
【数９７】

【０２６７】
であり、
【０２６８】
【数９８】

【０２６９】
は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、
【０２７０】
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【数９９】

【０２７１】
は、リソースブロック(RB、Resource Block)の周波数領域サイズすなわち、含まれる副搬
送波の量であり、kmは、アップリンクサブフレームn内のダウンリンクアソシエーション
集合K内の1つの要素であり、mは、ダウンリンクサブフレーム集合内の、ダウンリンクサ
ブフレーム集合内のダウンリンクサブフレームの、アソシエーション領域インデックスす
なわちシーケンス番号である。
【０２７２】
　次に、PUCCHリソースが決定される。1つのアンテナポートだけが構成される時には、ア
ンテナポートp0上のPUCCHリソースは、
【０２７３】

【数１００】

【０２７４】
である。2つのアンテナポートが構成される時には、アンテナポートp1上のPUCCHリソース
は、
【０２７５】
【数１０１】

【０２７６】
である。
【０２７７】
【数１０２】

【０２７８】
は、上位レイヤシグナリングを使用することによって構成され、Mは、ダウンリンクアソ
シエーション集合内の要素の量すなわち、ダウンリンクサブフレーム集合内の要素の量で
ある。
【０２７９】
　複数のCCEが、DLサブフレームごとに構成され、異なるCCEは、異なるPUCCHリソースに
対応し、したがって、あるULサブフレーム内で、複数のPUCCHリソースが、そのULサブフ
レームに関連するDLサブフレームのために予約され、これらの複数のPUCCHリソースは、1
つのPUCCH領域を形成する、すなわち、1つのULサブフレーム内で、1つのPUCCHリソース領
域が、そのULサブフレームに関連するDLサブフレームのために予約される。前述のプロセ
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スからわかるように、mが異なる時すなわち、異なるダウンリンクサブフレームについて
、予約されるPUCCHリソース領域は、異なる。さらに、各ダウンリンクサブフレーム内の
制御チャネルは、C個の領域に分割され、これに対応して、各ダウンリンクサブフレーム
に対応するPUCCHリソース領域も、C個の領域に分割される。複数のダウンリンクサブフレ
ームが、1つのアップリンクサブフレームに関連する時には、複数のダウンリンクサブフ
レームに対応するPUCCHリソース領域が、図1に例示的に示されているように、交互に交替
する形で配置される。
【０２８０】
　しかし、システムが、レガシUEとより後に公表されたUEとの両方と互換である必要があ
る時には、そのような問題が発生し、図1に示されているように、アップリンク-ダウンリ
ンク構成0が、レガシUEによって使用されると仮定される。現在の無線フレームの、その
サブフレーム番号が2であるアップリンクサブフレーム内では、PUCCHリソース領域は、前
の無線フレームの、そのサブフレーム番号が6であるダウンリンクサブフレームに割り当
てられる。アップリンク-ダウンリンク構成1は、より後に公表されたUEによって使用され
る。現在の無線フレームの、そのサブフレーム番号が2であるアップリンクサブフレーム
内では、PUCCHリソース領域は、前の無線フレームの、そのサブフレーム番号が6および5
であるダウンリンクサブフレームに別々に割り当てられる。レガシUEに関して、Mは1であ
り、そのサブフレーム番号が6であるダウンリンクサブフレームのシーケンス番号は、0で
あり、より後に公表されたUEに関して、Mは2であり、そのサブフレーム番号が5であるダ
ウンリンクサブフレームのシーケンス番号は、0であり、そのサブフレーム番号が6である
ダウンリンクサブフレームのシーケンス番号は、1である。式の他のパラメータは、すべ
てが同一であり、Mおよびmだけが異なる。したがって、割当の結果は、この図に示されて
おり、2つのバージョンのUEに割り当てられるPUCCHリソース領域は、オーバーラップを有
する。この形で、基地局が、オーバーラップしたPUCCHリソース領域から異なるバージョ
ンのUEに構成された異なるPUCCHリソースを区別することができるようにするために、PDC
CHスケジューリングアルゴリズムの複雑さが、不可避的に作成される必要があり、これが
、基地局の動作効率の低下を引き起こす。
【０２８１】
　スケジューリングアルゴリズムの複雑さを減らすために、リソース構成方法を提供する
ことができる。図2に示されているように、オフセットが、UEの第2のグループのPUCCHリ
ソース領域に与えられ、その結果、第2のグループのPUCCHリソース領域および第1のグル
ープのPUCCHリソース領域が、完全に交互に交替するようにされる。しかし、この形では
、2つのPUCCHリソース領域が、そのサブフレーム番号が6であるダウンリンクサブフレー
ムに割り当てられ、1つのPUCCHリソース領域が、レガシUEに割り当てられ、1つのPUCCHリ
ソース領域も、より後に公表されたUEに割り当てられ、リソースの浪費を引き起こすこと
と同等である。同一のアップリンクサブフレーム内で、PUCCHリソース領域がレガシUE内
で割り当てられる必要があるダウンリンクサブフレームと、PUCCHリソースがより後に公
表されたUEに割り当てられる必要があるダウンリンクサブフレームとが、より多くの量の
共通のダウンリンクサブフレームを有する時に、浪費がより深刻になる。
【０２８２】
　前述の2つのシナリオの分析を介して、本発明は、アルゴリズムの増やされた複雑さお
よびリソースの浪費という問題を回避することができる、以下の実施形態を提供する。
【０２８３】
　図3を参照すると、図3は、本願によるリソース割当システムの実施の形の概略構造図を
示す。この実施の形のリソース割当システムは、基地局110、UEの第1のグループ120、お
よびUEの第2のグループ130を含む。基地局110のシステムは、UEの第1のグループ120とUE
の第2のグループ130との両方と互換とすることができる。基地局110は、UEの第1のグルー
プ120およびUEの第2のグループ130と別々に通信することができる。UEの第1のグループ12
0は、第1のアップリンク-ダウンリンク構成を使用し、UEの第1のグループ120は、動的TDD
アップリンク-ダウンリンク構成能力を有しないUEであり、あるいは、基地局による動的T
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DDアップリンク-ダウンリンク構成を用いては構成されないUEであり、あるいは、レガシU
Eすなわち、後方互換UE(legacy UE)、たとえばLTE Release-8/9/10/11をサポートするUE
である。UEの第2のグループ130は、適用され、UEの第2のグループのHARQタイミングを示
すのに使用される基準アップリンク-ダウンリンク構成またはUEの第2のグループのアップ
リンク-ダウンリンクサブフレーム割当を示すのに使用される第2のアップリンク-ダウン
リンク構成であり、UEの第2のグループ130は、動的TDDアップリンク-ダウンリンク構成能
力を有するUE、基地局による動的TDDアップリンク-ダウンリンク構成を用いて構成される
UE、またはより後に公表されたUE、たとえば、LTE Release-12をサポートしもしくはLTE 
Release-12より後のリリースをサポートするUEである。
【０２８４】
　図4は、本願によるリソース割当方法の第1の実施の形の流れ図である。この実施の形は
、基地局が実行エンティティとして使用される例を使用することによって説明される。図
4に示されているように、この実施形態における方法は、以下を含むことができる。
【０２８５】
　S101:基地局が、第1のアップリンク-ダウンリンク構成および第2のアップリンク-ダウ
ンリンク構成を構成する。
【０２８６】
　基地局は、UE能力、サービス要件、リリース情報、または類似物に従って、2つのUEグ
ループを決定する。たとえば、UEの第1のグループは、動的TDDアップリンク-ダウンリン
ク構成を有しないUEであり、UEの第2のグループは、動的TDDアップリンク-ダウンリンク
構成能力を有するUEであり、あるいは、UEの第1のグループは、基地局による動的TDDアッ
プリンク-ダウンリンク構成を用いては構成されないUEであり、UEの第2のグループは、基
地局による動的TDDアップリンク-ダウンリンク構成を用いて構成されたUEであり、あるい
は、UEの第1のグループは、レガシUEすなわち、後方互換UE(legacy UE)、たとえば、LTE 
Release-8/9/10/11をサポートするUEであり、UEの第2のグループは、より後に公表された
UE、たとえば、LTE Release-12をサポートするか、LTE Release-12以降のリリースをサポ
ートするUEである。
【０２８７】
　基地局は、UEの第1のグループの第1のアップリンク-ダウンリンク構成を構成する、す
なわち、第1のアップリンク-ダウンリンク構成は、UEの第1のグループに適用されるアッ
プリンク-ダウンリンク構成である。基地局は、上位レイヤシグナリングを使用すること
によって、好ましくは、SIB1(システム情報ブロック1、System Information Block 1)を
使用することによって、第1のアップリンク-ダウンリンク構成のUEの第1のグループを通
知することができる。上位レイヤシグナリング(Higher Layer Signaling)は、物理レイヤ
シグナリングに対する相対的なものであり、上位レイヤからのものであるシグナリングで
あり、より少ない送信周波数を有し、無線リソース制御(RRC、Radio Resource Control)
シグナリング、媒体アクセス制御(MAC、Media Access Control)シグナリング、および類
似物を含む。
【０２８８】
　基地局は、UEの第2のグループの第2のアップリンク-ダウンリンク構成を構成する、す
なわち、第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、UEの第2のグループに適用されるアッ
プリンク-ダウンリンク構成である。第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、アップリ
ンク-ダウンリンクサブフレーム割当を示すのに使用され得、言い換えると、アップリン
ク-ダウンリンクデータを送信するのに使用され得るサブフレームを示すのに使用され得
る。それに対応して、第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、相対的に動的な形で変化
し、基地局は、物理レイヤシグナリングを使用することによって、第2のアップリンク-ダ
ウンリンク構成についてUEの第2のグループに通知することができる。代替案では、好ま
しくは、第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、基準アップリンク-ダウンリンク構成(
reference UL-DL configuration)であり、基準アップリンク-ダウンリンク構成は、UEのH
ARQタイミングを決定するのに使用される。動的TDDアップリンク-ダウンリンク構成の応
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用シナリオにおいて、アップリンク-ダウンリンク構成は、動的に変化することができ、
これに対応して、HARQタイミングも動的に変化する。この形で、アップリンク-ダウンリ
ンク構成が変化しつつある期間内に、いくつかのダウンリンクパケットに関するHARQフィ
ードバック情報が送信され得ないことが引き起こされる。したがって、基準アップリンク
-ダウンリンク構成が導入され、アップリンク-ダウンリンク構成が変化する場合であって
も、UEは、この構成に従ってHARQタイミングをも決定し、これによって、ダウンリンクパ
ケットに関するHARQフィードバック情報が、アップリンク-ダウンリンク構成が変化しつ
つある期間内に送信され得ないという問題を回避する。好ましくは、基準アップリンク-
ダウンリンク構成は、ダウンリンクサブフレームの量が、アップリンクサブフレームの量
より多い構成、たとえば、アップリンク-ダウンリンク構成5またはアップリンク-ダウン
リンク構成2である。基準アップリンク-ダウンリンク構成を構成する、3つの方法がある
。1.基地局は、上位レイヤシグナリング(たとえば、RRCシグナリング)を使用することに
よって、第2のアップリンク-ダウンリンク構成についてUEの第2のグルー
プに通知することができる。2.基準アップリンク-ダウンリンク構成が、アップリンク-ダ
ウンリンク構成5またはアップリンク-ダウンリンク構成2であることが、標準規格におい
て事前に定義されている。3.基準アップリンク-ダウンリンク構成を決定するルールが、
標準規格において事前に定義され、基地局とUEとの両方が、このルールに従って基準アッ
プリンク-ダウンリンク構成を決定する。たとえば、スイッチングの前と後との2つのアッ
プリンク-ダウンリンク構成の両方が、5msのダウンリンクからアップリンクへのスイッチ
ングポイント期間(switching point period)に属する時には、アップリンク-ダウンリン
ク構成2が、基準アップリンク-ダウンリンク構成として使用され、スイッチングの前後の
2つのアップリンク-ダウンリンク構成のいずれかが、10msのダウンリンクからアップリン
クへのスイッチングポイント期間に属する時には、アップリンク-ダウンリンク構成5が、
基準アップリンク-ダウンリンク構成として使用される。
【０２８９】
　通信中に、UEの第1のグループおよびUEの第2のグループによって使用される第1のアッ
プリンク-ダウンリンク構成および第2のアップリンク-ダウンリンク構成が、同一のアッ
プリンク-ダウンリンク構成である場合には、UEの第1のグループおよびUEの第2のグルー
プに割り当てられるPUCCHリソース領域は、同一であり、オーバーラップしたPUCCHリソー
ス領域およびリソースの浪費という問題は、存在しない。第1のアップリンク-ダウンリン
ク構成が、UEの第1のグループによって使用され、第2のアップリンク-ダウンリンク構成
が、UEの第2のグループによって使用される(Table 1(表1)に示されたアップリンク-ダウ
ンリンク構成0が、UEの第1のグループによって使用され、Table 1(表1)に示されたアップ
リンク-ダウンリンク構成1が、UEの第2のグループによって使用されると仮定する)時には
、Table 2(表2)を参照すると、UEの第1のグループに関して、そのサブフレーム番号が2で
あるアップリンクサブフレーム内で、PUCCHリソース領域が、前の無線フレームの、その
サブフレーム番号が6であるダウンリンクサブフレームに割り当てられる必要があり、UE
の第2のグループに関して、そのサブフレーム番号が2であるアップリンクサブフレーム内
で、PUCCHリソース領域が、前の無線フレームの、そのサブフレーム番号が5および6であ
るダウンリンクサブフレームに割り当てられる必要がある。すなわち、第1のアップリン
ク-ダウンリンク構成がそれによって使用されるUEの第1のグループに関連する第1のアッ
プリンクサブフレームのダウンリンクサブフレーム集合は、{6}であり、第2のアップリン
ク-ダウンリンク構成がそれによって使用されるUEの第2のグループに関連する第1のアッ
プリンクサブフレームのダウンリンクサブフレーム集合は、{5, 6}である。
【０２９０】
　UEの第1のグループに関して、PUCCHリソース領域割当を、既存のアルゴリズムに従って
実行することができる。UEの第2のグループに関して、PUCCHリソース領域割当を、以下に
従って実行することができる。
【０２９１】
　S102:基地局が、第1のダウンリンクサブフレーム集合を決定し、第1のダウンリンクサ
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ブフレーム集合は、第1のアップリンク-ダウンリンク構成と第2のアップリンク-ダウンリ
ンク構成との両方において第1のアップリンクサブフレームに関連する。
【０２９２】
　異なるHARQタイミングが、異なるアップリンク-ダウンリンク構成に関して定義される
が、いくつかのダウンリンクサブフレームに関して、それでも、同一のHARQタイミングが
、2つのアップリンク-ダウンリンク構成内に存在する。したがって、基地局は、その後に
ルールに従ってPUCCHリソース領域を予約するために、1つのサブフレーム集合が、これら
のダウンリンクサブフレームを含むと決定する。
【０２９３】
　したがって、基地局は、第1のダウンリンクサブフレーム集合を決定し、第1のダウンリ
ンクサブフレーム集合は、第1のアップリンク-ダウンリンク構成と第2のアップリンク-ダ
ウンリンク構成との両方において第1のアップリンクサブフレームに関連する。基地局は
、第1のアップリンク-ダウンリンク構成のHARQタイミングに従って、第1のアップリンク
サブフレームに関連するダウンリンクサブフレーム集合Aを決定し、次に、基地局は、第2
のアップリンク-ダウンリンク構成のHARQタイミングに従って、第1のアップリンクサブフ
レームに関連するダウンリンクサブフレーム集合Bを決定し、最後に、基地局は、第1のダ
ウンリンクサブフレーム集合が、ダウンリンクサブフレーム集合Aとダウンリンクサブフ
レーム集合Bとの積集合であると決定する。たとえば、そのサブフレーム番号が2であるア
ップリンクサブフレームに関して、第1のダウンリンクサブフレーム集合は、集合{6}と集
合{5, 6}との積集合すなわち、集合{6}である。同様に、アップリンク-ダウンリンク構成
1が、UEの第1のグループによって使用され、アップリンク-ダウンリンク構成2が、UEの第
2のグループによって使用される場合に、第1のダウンリンクサブフレーム集合は、集合{5
, 6}と集合{4, 5, 8, 6}との積集合すなわち集合{5, 6}である。アップリンク-ダウンリ
ンク構成2が、UEの第1のグループによって使用され、アップリンク-ダウンリンク構成3が
、UEの第2のグループによって使用される場合に、第1のダウンリンクサブフレーム集合は
、集合{4, 5, 8, 6}と集合{5, 6, 1}との積集合すなわち集合{5, 6}である。
【０２９４】
　S103:基地局が、第2のダウンリンクサブフレーム集合を決定し、第2のダウンリンクサ
ブフレーム集合は、第2のアップリンク-ダウンリンク構成において第1のアップリンクサ
ブフレームに関連し、第2のダウンリンクサブフレーム集合は、第1のアップリンク-ダウ
ンリンク構成において第1のアップリンクサブフレームに関連しない。
【０２９５】
　基地局は、第2のダウンリンクサブフレーム集合を決定し、ここで、第2のダウンリンク
サブフレーム集合は、第1のアップリンクサブフレームに関連し、第2のアップリンク-ダ
ウンリンク構成のHARQタイミングに従って決定される、ダウンリンクサブフレーム集合内
の第1のダウンリンクサブフレーム集合の補集合である。したがって、基地局は、第1のア
ップリンク-ダウンリンク構成に従って、第1のアップリンクサブフレームに関連するダウ
ンリンクサブフレーム集合Aを決定し、次に、基地局は、第2の第1のアップリンク-ダウン
リンク構成に従って、第1のアップリンクサブフレームに関連するダウンリンクサブフレ
ーム集合Bを決定し、最後に、基地局は、第2のダウンリンクサブフレーム集合が、ダウン
リンクサブフレーム集合Aの補集合
【０２９６】
【数１０３】

【０２９７】
とダウンリンクサブフレーム集合Bとの積集合であると決定する。すなわち、第2のダウン
リンクサブフレーム集合内に含まれるダウンリンクサブフレームは、ダウンリンクサブフ
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のサブフレーム番号が2であるアップリンクサブフレームに関して、第2のダウンリンクサ
ブフレーム集合は、集合{5, 6}内の第1のダウンリンクサブフレーム集合{6}の補集合すな
わち集合{5}である。同様に、アップリンク-ダウンリンク構成1がUEの第1のグループによ
って使用され、アップリンク-ダウンリンク構成2がUEの第2のグループによって使用され
る場合に、第2のダウンリンクサブフレーム集合は、集合{4, 5, 8, 6}内の第1のダウンリ
ンクサブフレーム集合{5, 6}の補集合すなわち集合{4, 8}である。アップリンク-ダウン
リンク構成2がUEの第1のグループによって使用され、アップリンク-ダウンリンク構成3が
UEの第2のグループによって使用される場合に、第2のダウンリンクサブフレーム集合は、
集合{5, 6, 1}内の第1のダウンリンクサブフレーム集合{5, 6}の補集合すなわち集合{1}
である。
【０２９８】
　S104:基地局が、第1のアップリンクサブフレーム内で、第1のアップリンク-ダウンリン
ク構成のHARQタイミングに従って第1のPUCCHリソース領域を決定し、第1のPUCCHリソース
領域は、第1のダウンリンクサブフレーム集合のHARQフィードバック情報のために予約さ
れたリソース領域である。
【０２９９】
　第1のダウンリンクサブフレーム集合のHARQフィードバック情報は、第1のダウンリンク
サブフレーム集合内のダウンリンクサブフレーム内で送信されるPDSCHまたはダウンリン
クSPSリリースシグナリングのHARQフィードバック情報を指す。
【０３００】
　第1のダウンリンクサブフレーム集合に関して、基地局は、第1のアップリンク-ダウン
リンク構成のHARQタイミングに従ってUEの第2のグループのPUCCHリソース領域を決定する
。具体的には、基地局は、M1およびjに従って第1のダウンリンクサブフレーム集合に第1
のPUCCHリソース領域を割り当て、ここで、M1は、第1のアップリンク-ダウンリンク構成
のHARQタイミングに従って決定され、第1のアップリンクサブフレームに関連するダウン
リンクサブフレーム集合A内の要素の量であり、jは、ダウンリンクサブフレーム集合A内
の、第1のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレームのシーケンス番
号である。この形で、第1のダウンリンクサブフレーム集合に関して、基地局は、UEの第1
のグループおよびUEの第2のグループに関して同一のPUCCHリソース領域を構成し、これは
、基地局の実施の複雑さを回避するたけではなく、PUCCHリソースオーバーヘッドをも減
らす。
【０３０１】
　具体的には、基地局は、式
【０３０２】
【数１０４】

【０３０３】
に従って第1のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレームにPUCCHリソ
ース領域を割り当て、ここで、
【０３０４】
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【数１０５】

【０３０５】
は、第1のPUCCHリソース領域内のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号であ
り、アンテナポートがp0である時には、x=0であり、アンテナポートがp1である時には、x
=1であり、より多くのアンテナポートがある時には、同様であり、M1は、第1のアップリ
ンク-ダウンリンク構成に従って決定される、第1のアップリンクサブフレームに関連する
ダウンリンクサブフレーム集合A内の要素の量であり、jは、ダウンリンクサブフレーム集
合A内の、第1のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレームのシーケン
ス番号であり、
【０３０６】

【数１０６】

【０３０７】
であり、
【０３０８】
【数１０７】

【０３０９】
は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、
【０３１０】
【数１０８】

【０３１１】
は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、Nc≦nCCE<
Nc+1になるようにされ、nCCEは、第1のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンク
サブフレーム内で送信されるPDCCHによって占められる第1のCCEの番号であり、
【０３１２】

【数１０９】

【０３１３】
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は、第1のPUCCHリソース領域のオフセットであり、上位レイヤシグナリングを使用するこ
とによって構成される、すなわち、UEの第1のグループに関して構成されるリソースオフ
セットである。
【０３１４】
　したがって、UEの第1のグループおよびUEの第2のグループに関して、第1のダウンリン
クサブフレーム集合のPUCCHリソースを決定するのに使用されるパラメータM1およびjの値
は、同一である。したがって、UEの第1のグループおよびUEの第2のグループに関して、同
一のダウンリンクサブフレームに割り当てられるPUCCHリソース領域は、同一である。
【０３１５】
　たとえば、第1のダウンリンクサブフレーム集合が{6}であり、第1のアップリンク-ダウ
ンリンク構成内で第1のアップリンクサブフレームに関連するダウンリンクサブフレーム
集合が{6}である時には、ダウンリンクサブフレーム6のシーケンス番号は、0である。同
様に、第1のダウンリンクサブフレーム集合が{5, 6}であり、第1のアップリンク-ダウン
リンク構成内で第1のアップリンクサブフレームに関連するダウンリンクサブフレーム集
合が{5, 6}である時には、第1のアップリンク-ダウンリンク構成内で第1のアップリンク
サブフレームに関連するダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレーム5
のシーケンス番号は、0であり、第1のアップリンク-ダウンリンク構成内で第1のアップリ
ンクサブフレームに関連するダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレー
ム6のシーケンス番号は、1である。第1のダウンリンクサブフレーム集合が{5, 6}であり
、第1のアップリンク-ダウンリンク構成内で第1のアップリンクサブフレームに関連する
ダウンリンクサブフレーム集合が{4, 5, 8, 6}である時には、ダウンリンクサブフレーム
5のシーケンス番号は、1であり、ダウンリンクサブフレーム6のシーケンス番号は、3であ
る。
【０３１６】
　S105:基地局が、第1のアップリンクサブフレーム内で、第2のPUCCHリソース領域を決定
し、第2のPUCCHリソース領域は、第2のダウンリンクサブフレーム集合のHARQフィードバ
ック情報のために予約されたリソース領域である。
【０３１７】
　ステップS105は、2つの解決策を使用することによって実施され得る。
【０３１８】
　解決策1において、図5を参照すると、図5は、本願によるリソース割当方法の第1の実施
の形における解決策1における第2のPUCCHリソース領域の第1のアップリンクサブフレーム
内での決定の流れ図である。第2のPUCCHリソース領域の設計目的は、次の2つのポイント
を含む。1.UEの第1のグループに関して決定されるPUCCHリソース領域とのオーバーラップ
を回避する。2.第2のPUCCHリソース領域が相対的に少ない量のリソースを占めるようにす
る。前述の2つの目的を達成するために、第2のPUCCHリソース領域の決定は、2つのステッ
プすなわちステップS1051およびステップS1053を含むことができる。
【０３１９】
　S1051:基地局が、M2およびiを決定し、M2は、第2のダウンリンクサブフレーム集合内の
要素の量であり、iは、第2のダウンリンクサブフレーム集合内の、第2のダウンリンクサ
ブフレーム集合内のダウンリンクサブフレームのシーケンス番号である。
【０３２０】
　S1053:基地局が、第2のPUCCHリソース領域のオフセットを決定し、オフセットは、第2
のダウンリンクサブフレーム集合に割り当てられるPUCCHリソース領域およびUEの第1のグ
ループに割り当てられるPUCCHリソース領域が完全に交互に交替するようにする。
【０３２１】
　オフセットを決定する方法は、オフセットを、第1のアップリンク-ダウンリンク構成内
の第1のアップリンクサブフレームに関連するダウンリンクサブフレームの量と1つのダウ
ンリンクサブフレーム内で構成され得るCCEの最大量との積と等しくすることである。あ
るダウンリンクサブフレームに対応するPDCCHリソース領域内に含まれるOFDMシンボルの
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される。帯域幅が相対的に大きい時には、シンボルの最大量を3とすることができ、帯域
幅が相対的に小さい時には、シンボルの最大量を4とすることができる。OFDM(Orthogonal
 Frequency Division Multiplexing、直交周波数分割多重)シンボルの最大量に従って決
定されるCCEの量は、第1のダウンリンクサブフレーム集合に割り当てられるPUCCHリソー
ス領域と第2のダウンリンクサブフレーム集合に割り当てられるPUCCHリソース領域とが完
全に交互に交替するようにするのに十分なオフセットを保証することができるが、PUCCH
リソース領域によって占められるOFDMシンボルの量が動的に変化し得るので、少数のリソ
ースが浪費される可能性がある。
【０３２２】
　別の方法では、オフセットは、第1のアップリンク-ダウンリンク構成内の第1のアップ
リンクサブフレームに関連するダウンリンクサブフレームの量に1つのダウンリンクサブ
フレーム内で実際に構成されるCCEの量を乗じたものと等しくされる。たとえば、1つのダ
ウンリンクサブフレームに対応するPUCCHリソース領域内に含まれるOFDMシンボルの最大
量を、3とすることができるが、実際には、2つのOFDMシンボルだけが、現在構成されてい
る。この形で、実際の構成に従って、第1のダウンリンクサブフレーム集合に割り当てら
れるPUCCHリソース領域および第2のダウンリンクサブフレーム集合に割り当てられるPUCC
Hリソース領域は、交互に交替するようにされ、これによって、リソースオーバーヘッド
が減らされる。
【０３２３】
　具体的には、前述の2つの方法を、オフセットを決定する以下の4つの方法にさらに分類
することができる。
【０３２４】
　方法1:ルールが、標準規格において事前に決定され、このルールは、UEの第1のグルー
プとUEの第2のグループとに関して構成されるPUCCHリソース領域が、衝突しないことを保
証し、これによって、基地局の実施の複雑さを回避する必要がある。たとえば、PDCCH領
域が、最大4つのOFDMシンボルを占め、NΔ=M1×N4であり、M1が、第1のアップリンク-ダ
ウンリンク構成に従って決定され、第1のアップリンクサブフレームに関連するダウンリ
ンクサブフレーム集合内の要素の量を表し、あるいは、ダウンリンクシステム帯域幅に従
って区別が行われ得、ここで、ダウンリンクシステム帯域幅は、10RB以下であり、PDCCH
領域が、最大4つのOFDMシンボルN4を占め、あるいは、PDCCH領域が、最大3つのOFDMシン
ボルN3を占め、したがって、オフセットNΔが、以下の式に従って決定され得ると仮定さ
れる。
【０３２５】
【数１１０】

【０３２６】
　方法2:NΔは、上位レイヤシグナリングを使用することによって構成され得、あるいは
動的TDDアップリンク-ダウンリンク構成のシナリオを考慮して、NΔは、物理レイヤシグ
ナリングを使用して構成され得る。UEの第1のグループに関して、1つのオフセット
【０３２７】



(67) JP 2016-529807 A 2016.9.23

10

20

30

40

50

【数１１１】

【０３２８】
が、上位レイヤシグナリングを使用することによっても構成され、これに対応して、第2
のダウンリンクサブフレーム集合に関して、実際のオフセットが、
【０３２９】

【数１１２】

【０３３０】
であり、したがって、オプションで、
【０３３１】
【数１１３】

【０３３２】
が、上位レイヤシグナリングを使用することによって構成され、あるいは、物理レイヤシ
グナリングを使用することによって構成されることに留意されたい。
【０３３３】
　方法3:同様に、NΔ=M1×Ncであり、cの値は、上位レイヤシグナリングを使用すること
によって構成され得、あるいは、動的TDDアップリンク-ダウンリンク構成のシナリオを考
慮して、cの値は、物理レイヤシグナリングを使用することによって構成され得る。たと
えば、PDCCH領域が、実際に2つのOFDMシンボルを占める時に、基地局は、c=2を構成する
ことができる。
【０３３４】
　方法2または3によって、基地局は、より柔軟になり、基地局は、PDCCH領域によって実
際に占められるOFDMシンボルの量に従ってNΔまたは
【０３３５】

【数１１４】

【０３３６】
を柔軟に構成することができ、ここで、PUCCH領域によって実際に占められるOFDMシンボ
ルの量が、4または3未満である時に、PUCCHリソースオーバーヘッドを、さらに減らすこ
とができる。
【０３３７】
　S1055:第1のアップリンクサブフレーム内で、基地局は、M2、i、およびオフセットNΔ
に従って、第2のPUCCHリソース領域を決定する。
【０３３８】
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　具体的には、基地局110は、式
【０３３９】
【数１１５】

【０３４０】
に従って、第2のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレームにPUCCHリ
ソース領域を割り当て、ここで、
【０３４１】
【数１１６】

【０３４２】
は、第2のPUCCHリソース領域内のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号であ
り、アンテナポートがp0である時には、x=0であり、アンテナポートがp1である時には、x
=1であり、M2は、第2のダウンリンクサブフレーム集合内の要素の量であり、iは、第2の
ダウンリンクサブフレーム集合内の、第2のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリ
ンクサブフレームのシーケンス番号であり、
【０３４３】
【数１１７】

【０３４４】
であり、
【０３４５】
【数１１８】

【０３４６】
は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、
【０３４７】

【数１１９】

【０３４８】



(69) JP 2016-529807 A 2016.9.23

10

20

30

40

50

は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、
【０３４９】
【数１２０】

【０３５０】
になるようにされ、
【０３５１】
【数１２１】

【０３５２】
は、第2のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレーム内で送信されるP
DCCHによって占められる第1のCCEの番号であり、
【０３５３】
【数１２２】

【０３５４】
は、第2のPUCCHリソース領域のオフセットである。
【０３５５】
　図6を参照すると、Table 1(表1)に示されたアップリンク-ダウンリンク構成0がUEの第1
のグループ120によって使用され、Table 1(表1)に示されたアップリンク-ダウンリンク構
成1がUEの第2のグループによって使用される場合に、割当の後の結果が、図6に示されて
いる。
【０３５６】
　図7を参照すると、Table 1(表1)に示されたアップリンク-ダウンリンク構成1がUEの第1
のグループ120によって使用され、Table 1(表1)に示されたアップリンク-ダウンリンク構
成2がUEの第2のグループによって使用される場合に、割当の後の結果が、図7に示されて
いる。
【０３５７】
　図8を参照すると、Table 1(表1)に示されたアップリンク-ダウンリンク構成2がUEの第1
のグループ120によって使用され、Table 1(表1)に示されたアップリンク-ダウンリンク構
成3がUEの第2のグループによって使用される場合に、割当の後の結果が、図8に示されて
いる。
【０３５８】
　オプションの解決策として、解決策2は、より柔軟である。図9を参照すると、図9は、
本願による、リソース割当方法の第1の実施の形における解決策2において、第1のアップ
リンクサブフレーム内での第2のPUCCHリソース領域の決定の流れ図である。
【０３５９】
　第2のダウンリンクサブフレーム集合は、2タイプのサブフレームを含むことができ、一
方は、PDCCH領域がその中で構成されるダウンリンクサブフレームであり、他方は、PDCCH
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領域がその中で構成されないダウンリンクサブフレームである。PDCCH領域がその中で構
成されないダウンリンクサブフレームに関して、次の2つのケースが含まれる。1.PDCCH領
域がその中で構成されないが、ePDCCH(enhanced PDCCH)領域がその中で構成されるダウン
リンクサブフレーム、ここで、このタイプのサブフレーム内では、PUCCHリソースが既存
の解決策におけるPUCCHリソースへのePDCCHリソースのマッピングのルールに従って予約
され、2.偽ダウンリンクサブフレーム(false downlink subframe)すなわち、ダウンリン
クサブフレームが、現在はアップリンクサブフレームまたは空のサブフレームになるよう
に構成されており、ここで、第2のアップリンク-ダウンリンク構成が基準アップリンク-
ダウンリンク構成である時には、構成は、実際の形のアップリンク-ダウンリンク割当を
示すことができず、したがって、第2のダウンリンクサブフレーム集合内のいくつかのサ
ブフレームが、アップリンクサブフレームまたはデータを送信しない空のサブフレームと
して構成され得る。したがって、PUCCH領域が、それでも、PDCCH領域が構成されないサブ
フレームのために予約される必要がある場合には、PUCCHリソースの浪費が引き起こされ
る。解決策2は、この問題を解決するためのものであり、具体的には、下記の3つのステッ
プを含む。
【０３６０】
　S1052:基地局が、M3およびi'を決定し、ここで、M3は、第2のダウンリンクサブフレー
ム集合内の、その中でPDCCH領域が構成されるダウンリンクサブフレームの量であり、i'
は、第2のダウンリンクサブフレーム集合内の、その中でPDCCH領域が構成されるダウンリ
ンクサブフレームのシーケンス番号であり、あるいは、M3は、第2のダウンリンクサブフ
レーム集合内の、PDCCHリソース領域がPDCCHリソース領域に従ってそれのために予約され
る必要があるダウンリンクサブフレームの量であり、i'は、第2のダウンリンクサブフレ
ーム集合内の、PDCCHリソース領域がPDCCHリソース領域に従ってそれのために予約される
必要があるダウンリンクサブフレームのシーケンス番号である。
【０３６１】
　オプションで、基地局は、上位レイヤシグナリングまたは物理レイヤシグナリングを使
用することによって、M3およびi'の値についてUEの第2のグループに通知することができ
る。
【０３６２】
　S1054:基地局が、第2のPUCCHリソース領域のオフセットNΔを決定し、ここで、このオ
フセットは、第2のダウンリンクサブフレーム集合に割り当てられたPUCCHリソース領域と
UEの第1のグループに割り当てられたPUCCHリソース領域とを完全に交互に交替させる。
【０３６３】
　詳細についてはS1053を参照されたく、これをここで説明することはしない。
【０３６４】
　S1056:第1のアップリンクサブフレーム内で、基地局が、M3、i'、およびオフセットNΔ
に従って第2のPUCCHリソース領域を決定する。
【０３６５】
　具体的には、基地局は、式
【０３６６】
【数１２３】

【０３６７】
に従って第2のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレームにPUCCHリソ
ース領域を割り当て、ここで、
【０３６８】
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【数１２４】

【０３６９】
は、第2のPUCCHリソース領域内のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号であ
り、ここで、アンテナポートがp0である時にはx=0であり、アンテナポートがp1である時
にはx=1であり、
【０３７０】

【数１２５】

【０３７１】
であり、
【０３７２】

【数１２６】

【０３７３】
は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、
【０３７４】

【数１２７】

【０３７５】
は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、
【０３７６】
【数１２８】

【０３７７】
になるようにされ、
【０３７８】
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【数１２９】

【０３７９】
は、第2のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレーム内で送信されるP
DCCHによって占められる最初のCCEの番号であり、
【０３８０】

【数１３０】

【０３８１】
は、第2のPDCCHリソース領域のオフセットである。
【０３８２】
　この方法が使用された後に、たとえば、第2のダウンリンクサブフレーム集合は、{ダウ
ンリンクサブフレーム4、ダウンリンクサブフレーム8}であるが、PDCCH領域は、ダウンリ
ンクサブフレーム8内で構成されない。この形で、基地局は、M3=1を構成することができ
、ダウンリンクサブフレーム4は、i'=0に対応する。たとえば、第2のダウンリンクサブフ
レーム集合は、{ダウンリンクサブフレーム9、ダウンリンクサブフレーム0、ダウンリン
クサブフレーム3、ダウンリンクサブフレーム7、ダウンリンクサブフレーム1}であるが、
PDCCH領域は、ダウンリンクサブフレーム9およびダウンリンクサブフレーム3内で構成さ
れない。この形で、基地局は、M3=3を構成することができ、ダウンリンクサブフレーム0
は、i'=0に対応し、ダウンリンクサブフレーム7は、i'=1に対応し、ダウンリンクサブフ
レーム1は、i'=2に対応する。
【０３８３】
　ステップS101が、最初に行われ、これにステップS102およびステップS103が続き、最後
にステップS104およびステップS105が続くことに留意されたい。ステップS102とステップ
S103との間に特定のタイミング関係がない可能性があり、ステップS102およびステップS1
03が、同期式に実行されてもよく、あるいは順次実行されてもよく、あるいはステップS1
02のみまたはステップS103のみが実行されてもよい。同様に、ステップS104とステップS1
05との間の特定のタイミング関係がない可能性があり、ステップS104およびステップS105
が、同期式に実行されてもよく、あるいは順次実行されてもよく、あるいはステップS104
のみまたはステップS105のみが実行されてもよい。図4から図6からわかるように、この実
施形態において提供されるリソース割当方法において、PUCCHリソース領域がUEの第2のグ
ループに割り当てられる時に、UEの第2のグループおよびUEの第1のグループと同一のHARQ
タイミングを有するダウンリンクサブフレームに関して、基地局は、UEの第1のグループ
のマッピングルールに従ってPUCCHリソース領域を決定し、UEの第1のグループのHARQタイ
ミングとは異なるHARQタイミングを有するダウンリンクサブフレームに関して、基地局は
、UEの第1のグループのPUCCHリソース領域とのオーバーラップがないことを保証するため
に、新しいマッピングルールに従ってPUCCHリソース領域を決定し、したがって、この方
法は、基地局の実施の複雑さを回避するだけではなく、PUCCHリソースオーバーヘッドを
も減らす。
【０３８４】
　図10を参照すると、図10は、本願による、リソース割当方法の第2の実施の形の流れ図
である。この実施形態は、UEが実行するエンティティとして使用される例を使用すること
によって説明される。図10に示されているように、この実施形態における方法は、下記を
含むことができる。
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【０３８５】
　S201:UEが、第1のアップリンク-ダウンリンク構成と第2のアップリンク-ダウンリンク
構成とを獲得する。
【０３８６】
　UEは、ステップS101で説明された第2のグループのUEである、すなわち、UEの第2のグル
ープは、動的TDDアップリンク-ダウンリンク構成能力を有するUEであり、あるいは、UEの
第2のグループは、基地局による動的TDDアップリンク-ダウンリンク構成を用いて構成さ
れたUEであり、あるいは、UEの第2のグループは、より後に公表されたUE、たとえば、LTE
 Release-12をサポートするUEまたはLTE Release-12より後のリリースをサポートするUE
である。
【０３８７】
　第1のアップリンク-ダウンリンク構成は、UEの第1のグループに適用されるアップリン
ク-ダウンリンク構成である。UEは、第2のグループのUEであるが、第1のアップリンク-ダ
ウンリンク構成が、UEの第1のグループのメンバに対応して獲得され得る、すなわち、UE
は、上位レイヤシグナリングを受信することによって、好ましくはSIB1を受信することに
よって、第1のアップリンク-ダウンリンク構成を獲得する。
【０３８８】
　第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、UEの第2のグループに適用されるアップリン
ク-ダウンリンク構成である。第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、アップリンク-ダ
ウンリンクサブフレーム割当を示すのに使用され得、これに対応して、UEは、物理レイヤ
シグナリングを受信することによって第2のアップリンク-ダウンリンク構成を獲得するこ
とができる。代替案では、好ましくは、第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、基準ア
ップリンク-ダウンリンク構成(reference UL-DL configuration)であり、基準アップリン
ク-ダウンリンク構成は、UEのHARQタイミングを決定するのに使用される。UEは、上位レ
イヤシグナリング(たとえば、RRCシグナリング)を受信することによって第2のアップリン
ク-ダウンリンク構成を獲得することができ、あるいは、基準アップリンク-ダウンリンク
構成がアップリンク-ダウンリンク構成5またはアップリンク-ダウンリンク構成2であるこ
とが標準規格において事前に定義され、あるいは、基準アップリンク-ダウンリンク構成
を決定するルールが、標準規格において事前に定義され、基地局とUEとの両方が、このル
ールに従って基準アップリンク-ダウンリンク構成を決定する。たとえば、スイッチング
の前後の2つのアップリンク-ダウンリンク構成の両方が、5msのダウンリンクからアップ
リンクへのスイッチングポイント期間に属する時に、アップリンク-ダウンリンク構成2が
、基準アップリンク-ダウンリンク構成として使用され、スイッチングの前後の2つのアッ
プリンク-ダウンリンク構成のいずれかが、10msのダウンリンクからアップリンクへのス
イッチングポイント期間に属する時には、アップリンク-ダウンリンク構成5が、基準アッ
プリンク-ダウンリンク構成として使用される。
【０３８９】
　S202:UEが、第1のダウンリンクサブフレーム集合を決定し、第1のダウンリンクサブフ
レーム集合は、第1のアップリンク-ダウンリンク構成と第2のアップリンク-ダウンリンク
構成との両方において第1のアップリンクサブフレームに関連する。
【０３９０】
　異なるHARQタイミングが、異なるアップリンク-ダウンリンク構成について定義される
が、いくつかのダウンリンクサブフレームに関して、それでも、同一のHARQタイミングが
、2つのアップリンク-ダウンリンク構成内に存在する。したがって、UEは、UEの第1のグ
ループによって使用されるルールに従ってPUCCHリソース領域をその後に予約するために
、あるサブフレーム集合がこれらのダウンリンクサブフレームを含むと決定する。
【０３９１】
　特定の詳細は、基地局側での実施形態1のS102の詳細と同一であり、ここでは繰り返さ
ない。
【０３９２】
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　S203:UEが、第2のダウンリンクサブフレーム集合を決定し、第2のダウンリンクサブフ
レーム集合は、第2のアップリンク-ダウンリンク構成において第1のアップリンクサブフ
レームに関連し、第2のダウンリンクサブフレーム集合は、第1のアップリンク-ダウンリ
ンク構成において第1のアップリンクサブフレームに関連しない。
【０３９３】
　UEは、第2のダウンリンクサブフレーム集合を決定し、ここで、第2のダウンリンクサブ
フレーム集合は、第2のアップリンク-ダウンリンク構成に従って決定され、第1のサブフ
レームに関連する、ダウンリンクサブフレーム内の第1のダウンリンクサブフレーム集合
の補集合である。
【０３９４】
　特定の詳細は、基地局側での実施形態1のステップS103の詳細と同一であり、ここでは
繰り返さない。
【０３９５】
　S204:UEは、第3のダウンリンクサブフレーム内で第1のPDCCHを受信し、第3のダウンリ
ンクサブフレームが第1のダウンリンクサブフレーム集合に属する時に、第1のアップリン
クサブフレーム内で、第1のアップリンク-ダウンリンク構成のHARQタイミングに従って第
3のPUCCHリソースを決定し、第3のPUCCHリソースは、第1のPDCCHによってスケジューリン
グされたPDSCHのHARQフィードバック情報または第1のPDCCHによって示されるダウンリン
クSPSリリースシグナリングのHARQフィードバック情報によって占められるPUCCHリソース
である。
【０３９６】
　第1のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレームに関して、UEは、
第1のアップリンク-ダウンリンク構成のHARQタイミングに従ってPUCCHリソース領域を決
定する。具体的には、UEは、M1およびjに従って第3のダウンリンクサブフレームの第3のP
UCCHリソースを決定し、ここで、M1は、第1のアップリンク-ダウンリンク構成のHARQタイ
ミングに従って決定される、第1のアップリンクサブフレームに関連するダウンリンクサ
ブフレーム集合A内の要素の量であり、jは、ダウンリンクサブフレーム集合A内の第3のダ
ウンリンクサブフレームのシーケンス番号である。
【０３９７】
　具体的には、UEは、式
【０３９８】
【数１３１】

【０３９９】
に従って第3のダウンリンクサブフレームにPUCCHリソースを割り当て、ここで、
【０４００】
【数１３２】

【０４０１】
は、第3のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号であり、アンテナポートがp0
である時には、x=0であり、アンテナポートがp1である時には、x=1であり、M1は、第1の
アップリンク-ダウンリンク構成に従って決定される、第1のアップリンクサブフレームに



(75) JP 2016-529807 A 2016.9.23

10

20

30

40

50

関連するダウンリンクサブフレーム集合A内の要素の量であり、jは、ダウンリンクサブフ
レーム集合A内の第3のダウンリンクサブフレームのシーケンス番号であり、
【０４０２】
【数１３３】

【０４０３】
であり、
【０４０４】
【数１３４】

【０４０５】
は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、
【０４０６】
【数１３５】

【０４０７】
は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、Nc≦nCCE<
Nc+1になるようにされ、nCCEは、第1のPDCCHによって占められる第1のCCEの番号であり、
【０４０８】

【数１３６】

【０４０９】
は、第3のPUCCHリソースのオフセットであり、上位レイヤシグナリングを使用することに
よって構成される、すなわち、UEの第1のグループに関して構成されるリソースオフセッ
トである。
【０４１０】
　この形で、第1のダウンリンクサブフレーム集合に関して、同一のPUCCHリソース領域が
、UEの第1のグループとUEの第2のグループとの両方について構成され、異なるUEのPDCCH
によって占められるCCEは、異なり、したがって、決定されるPUCCHリソースも、異なり、
これは、基地局の実施の複雑さを回避するだけではなく、PUCCHリソースオーバーヘッド
をも減らす。
【０４１１】
　S205:UEが、第4のダウンリンクサブフレーム内で第2のPDCCHを受信し、第4のダウンリ
ンクサブフレームが第2のダウンリンクサブフレーム集合に属する時に、第4のPUCCHリソ
ースを決定し、第4のPUCCHリソースは、第2のPDCCHによってスケジューリングされたPDSC
HのHARQフィードバック情報または第2のPDCCHによって示されるダウンリンクSPSリリース
シグナリングのHARQフィードバック情報によって占められるPUCCHリソースである。
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【０４１２】
　ステップS205は、2つの解決策を使用することによって実施され得る。
【０４１３】
　解決策1において、図11を参照すると、図11は、本願による、リソース割当方法の第2の
実施の形における解決策1における第4のPUCCHリソースの決定の流れ図である。第4のPUCC
Hリソースの決定は、2つのステップを含むことができる。
【０４１４】
　S2051:UEが、M2およびiを決定し、M2は、第2のダウンリンクサブフレーム集合内の要素
の量であり、iは、第2のダウンリンクサブフレーム集合内の第4のダウンリンクサブフレ
ームのシーケンス番号である。
【０４１５】
　S2053:UEが、オフセットNΔを決定し、ここで、このオフセットは、第2のダウンリンク
サブフレーム集合に割り当てられたPUCCHリソース領域とUEの第1のグループに割り当てら
れたPUCCHリソース領域とを完全に交互に交替させる。
【０４１６】
　オフセットを決定する方法は、オフセットを、第1のアップリンク-ダウンリンク構成に
おいて第1のアップリンクサブフレームに関連するダウンリンクサブフレームの量に1つの
ダウンリンクサブフレーム内で構成され得るCCEの最大量を乗じたものと等しくすること
である。
【０４１７】
　別の方法においては、オフセットは、第1のアップリンク-ダウンリンク構成において第
1のアップリンクサブフレームに関連するダウンリンクサブフレームの量に1つのダウンリ
ンクサブフレーム内で実際に構成されるCCEの量を乗じたものと等しくされる。
【０４１８】
　具体的には、これらの方法を、オフセットを決定するための以下の4つの方法に分類す
ることができる。
【０４１９】
　方法1:ルールが、標準規格において決定され、このルールは、UEの第1のグループとUE
の第2のグループとに関して構成されるPUCCHリソース領域が、衝突しないことを保証し、
これによって、基地局の実施の複雑さを回避する必要がある。たとえば、PDCCH領域が、
最大4つのOFDMシンボルを占め、NΔ=M1×N4であり、M1が、第1のアップリンク-ダウンリ
ンク構成に従って決定され、第1のアップリンクサブフレームに関連するダウンリンクサ
ブフレーム集合内の要素の量を表し、あるいは、ダウンリンクシステム帯域幅に従って区
別が行われ得、ここで、ダウンリンクシステム帯域幅は、10RB以下であり、PDCCH領域が
、最大4つのOFDMシンボルN4を占め、あるいは、PDCCH領域が、最大3つのOFDMシンボルN3
を占め、したがって、オフセットNΔが、以下の式に従って決定され得ると仮定される。
【０４２０】
【数１３７】

【０４２１】
　方法2:UEは、上位レイヤシグナリングまたは物理レイヤシグナリングを受信し、ここで
、上位レイヤシグナリングまたは物理レイヤシグナリングは、NΔを示す。UEの第1のグル
ープに関して、1つのオフセット
【０４２２】
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【数１３８】

【０４２３】
が、上位レイヤシグナリングを使用することによっても構成され、これに対応して、第2
のダウンリンクサブフレーム集合に関して、実際のオフセットが、
【０４２４】

【数１３９】

【０４２５】
であり、したがって、オプションで、UEが、上位レイヤシグナリングまたは物理レイヤシ
グナリングを受信し、ここで、上位レイヤシグナリングまたは物理レイヤシグナリングは
、
【０４２６】
【数１４０】

【０４２７】
を示す。
【０４２８】
　方法3:同様に、NΔ=M1×Ncであり、UEは、上位レイヤシグナリングまたは物理レイヤシ
グナリングを受信し、ここで、上位レイヤシグナリングまたは物理レイヤシグナリングは
、cの値を示す。
【０４２９】
　S2055:UEが、第1のアップリンクサブフレーム内で、M2、i、およびオフセットNΔに従
って第4のPUCCHリソースを決定する。
【０４３０】
　具体的には、UEは、式
【０４３１】

【数１４１】

【０４３２】
に従って第4のダウンリンクサブフレームにPUCCHリソースを割り当て、ここで、
【０４３３】

【数１４２】
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【０４３４】
は、第2のPUCCHリソース領域内の第4のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号
であり、アンテナポートがp0である時には、x=0であり、アンテナポートがp1である時に
は、x=1であり、M2は、第2のダウンリンクサブフレーム集合内の要素の量であり、iは、
第2のダウンリンクサブフレーム集合内の第4のダウンリンクサブフレームのシーケンス番
号であり、
【０４３５】
【数１４３】

【０４３６】
であり、
【０４３７】

【数１４４】

【０４３８】
は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、
【０４３９】
【数１４５】

【０４４０】
は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、
【０４４１】
【数１４６】

【０４４２】
になるようにされ、
【０４４３】
【数１４７】

【０４４４】
は、第2のPDCCHによって占められる第1のCCEの番号であり、
【０４４５】
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【数１４８】

【０４４６】
は、第4のPUCCHリソースのオフセットである。
【０４４７】
　解決策2は、より柔軟である。図12を参照すると、図12は、本願による、リソース割当
方法の第2の実施の形における解決策2における第4のPUCCHリソースの決定の流れ図である
。具体的には、以下の3つのステップが含まれる。
【０４４８】
　S2052:M3およびi'を決定し、ここで、M3は、第2のダウンリンクサブフレーム集合内の
、その中でPDCCH領域が構成されるダウンリンクサブフレームの量であり、i'は、第4のダ
ウンリンクサブフレームのシーケンス番号であり、あるいは、M3は、第2のダウンリンク
サブフレーム集合内の、PDCCHリソース領域がPDCCHリソース領域に従ってそれのために予
約される必要があるダウンリンクサブフレームの量であり、i'は、第4のダウンリンクサ
ブフレームのシーケンス番号である。
【０４４９】
　オプションで、UEは、基地局によって送信される上位レイヤシグナリングまたは物理レ
イヤシグナリングを受信することによって、M3およびi'の値を獲得する。
【０４５０】
　S2054:第2のPUCCHリソース領域のオフセットNΔを決定し、ここで、このオフセットは
、第2のダウンリンクサブフレーム集合に割り当てられたPUCCHリソース領域とUEの第1の
グループに割り当てられたPUCCHリソース領域とを完全に交互に交替させる。
【０４５１】
　詳細についてはS2053を参照されたく、これをここで説明することはしない。
【０４５２】
　S2056:第1のアップリンクサブフレーム内で、UEが、M3、i'、およびオフセットNΔに従
って第4のPUCCHリソースを決定する。
【０４５３】
　具体的には、UEは、式
【０４５４】

【数１４９】

【０４５５】
に従って第4のダウンリンクサブフレームにPUCCHリソースを割り当て、ここで、
【０４５６】

【数１５０】

【０４５７】
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は、第2のPUCCHリソース領域内の第4のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号
であり、アンテナポートがp0である時には、x=0であり、アンテナポートがp1である時に
は、x=1であり、
【０４５８】
【数１５１】

【０４５９】
であり、
【０４６０】
【数１５２】

【０４６１】
は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、
【０４６２】

【数１５３】

【０４６３】
は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、
【０４６４】

【数１５４】

【０４６５】
になるようにされ、
【０４６６】

【数１５５】

【０４６７】
は、第2のPDCCHによって占められる第1のCCEの番号であり、
【０４６８】
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【数１５６】

【０４６９】
は、第4のPUCCHリソースのオフセットである。
【０４７０】
　この方法が使用された後に、たとえば、第2のダウンリンクサブフレーム集合は、{ダウ
ンリンクサブフレーム4、ダウンリンクサブフレーム8}であるが、PDCCH領域は、ダウンリ
ンクサブフレーム8内で構成されない。この形で、基地局は、M3=1を構成することができ
、ダウンリンクサブフレーム4は、i'=0に対応する。たとえば、第2のダウンリンクサブフ
レーム集合は、{ダウンリンクサブフレーム9、ダウンリンクサブフレーム0、ダウンリン
クサブフレーム3、ダウンリンクサブフレーム7、ダウンリンクサブフレーム1}であるが、
PDCCH領域は、ダウンリンクサブフレーム9およびダウンリンクサブフレーム3内で構成さ
れない。この形で、基地局は、M3=3を構成することができ、ダウンリンクサブフレーム0
は、i'=0に対応し、ダウンリンクサブフレーム7は、i'=1に対応し、ダウンリンクサブフ
レーム1は、i'=2に対応する。
【０４７１】
　ステップS201が、最初に行われ、これにステップS202およびステップS203が続き、最後
にステップS204およびステップS205が続くことに留意されたい。ステップS202とステップ
S203との間に特定のタイミング関係がない可能性があり、S202およびステップS203が、同
期式に実行されてもよく、あるいは順次実行されてもよく、あるいはステップS202のみま
たはステップS203のみが実行されてもよい。同様に、ステップS204とステップS205との間
の特定のタイミング関係がない可能性があり、ステップS204およびステップS205が、同期
式に実行されてもよく、あるいは順次実行されてもよく、あるいはステップS204のみまた
はステップS205のみが実行されてもよい。
【０４７２】
　この実施形態において提供されるリソース割当方法において、PUCCHリソース領域がUE
の第2のグループに割り当てられる時に、UEの第2のグループおよびUEの第1のグループと
同一のHARQタイミングを有するダウンリンクサブフレームに関して、基地局は、UEの第1
のグループのマッピングルールに従ってPUCCHリソース領域を決定し、UEの第1のグループ
のHARQタイミングとは異なるHARQタイミングを有するダウンリンクサブフレームに関して
、基地局は、UEの第1のグループのPUCCHリソース領域とのオーバーラップがないことを保
証するために、新しいマッピングルールに従ってPUCCHリソース領域を決定し、したがっ
て、この方法は、基地局の実施の複雑さを回避するだけではなく、PUCCHリソースオーバ
ーヘッドをも減らす。
【０４７３】
　図13を参照すると、図13は、本願によるリソース割当方法の第3の実施の形の流れ図で
ある。この実施形態は、基地局が実行エンティティとして使用される例を使用することに
よって説明される。図13に示されているように、この実施形態における方法は、以下のス
テップを含むことができる。
【０４７４】
　S301:基地局が、第2のアップリンク-ダウンリンク構成を構成する。
【０４７５】
　第1のアップリンク-ダウンリンク構成は、ユーザ機器UEの第1のグループによって使用
されるアップリンク-ダウンリンク構成であり、UEの第1のグループは、動的TDDアップリ
ンク-ダウンリンク構成能力を有しないUE、動的TDDアップリンク-ダウンリンク構成を用
いては構成されないUE、またはレガシUEであり、
　第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、UEの第2のグループに適用される、UEの第2の
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グループのHARQタイミングを示すのに使用される、基準アップリンク-ダウンリンク構成
、またはUEの第2のグループのアップリンク-ダウンリンクサブフレーム割当を示すのに使
用されるアップリンク-ダウンリンク構成であり、UEの第2のグループは、動的TDDアップ
リンク-ダウンリンク構成能力を有するUE、動的TDDアップリンク-ダウンリンク構成を用
いて構成されるUE、またはより後に公表されたUEである。
【０４７６】
　特定の詳細は、実施形態1におけるS101の詳細と同一であり、ここでは繰り返さない。
【０４７７】
　S302:基地局が、第2のアップリンク-ダウンリンク構成のHARQタイミングに従って第5の
ダウンリンクサブフレームを決定し、ここで、第5のダウンリンクサブフレームは、第1の
アップリンクサブフレームに関連する。
【０４７８】
　第5のダウンリンクサブフレームは、第1のアップリンクサブフレームに関連する、すな
わち、第5のダウンリンクサブフレーム内で送信されるPDSCHのHARQフィードバック情報(P
DCCHによってスケジューリングされる)またはダウンリンクSPSリリースシグナリングは、
第1のアップリンクサブフレーム内で搬送される。複数のダウンリンクサブフレームのHAR
Qフィードバック情報が、第2のアップリンク-ダウンリンク構成のHARQタイミングに従っ
て第1のアップリンクサブフレーム内で送信される必要がある場合がある。本明細書で議
論される第5のダウンリンクサブフレームは、複数のダウンリンクサブフレームのうちの
任意のダウンリンクサブフレームとすることができ、一般性を有する。たとえば、第2の
アップリンク-ダウンリンク構成は、構成1であり、第2のアップリンク-ダウンリンク構成
のHARQタイミングに従って、そのサブフレーム番号が5および6であるダウンリンクサブフ
レームのHARQフィードバック情報は、両方とも、そのサブフレーム番号が2であるアップ
リンクサブフレーム内でフィードバックされ、したがって、第5のダウンリンクサブフレ
ームを、ダウンリンクサブフレーム5とすることができ、あるいは、ダウンリンクサブフ
レーム6とすることができる。
【０４７９】
　S303:基地局が、第5のダウンリンクサブフレームのPUCCHリソースパラメータを構成し
、ここで、PUCCHリソースパラメータは、M、m、および
【０４８０】
【数１５７】

【０４８１】
を含み、あるいは、PUCCHリソースパラメータは、M、m、およびNΔを含む。
【０４８２】
　基地局は、現在のサブフレーム構成状況に従って適応的にMを構成することができ、こ
こで、Mは、正の整数である。Mは、第5のダウンリンクサブフレームに対応するPUCCHリソ
ース領域の離散レベルを示す。上で議論したように、あるダウンリンクサブフレーム集合
が複数のダウンリンクサブフレームを有する時に、その複数のダウンリンクサブフレーム
のPUCCHリソース領域は、交互に交替する形で分散される。たとえば、第5のダウンリンク
サブフレームに対応するPUCCHリソース領域は、3つの片または4つの片に分割され、基地
局が、M=1を構成する時には、PUCCHリソース領域の3つの片または4つの片は、連続し、基
地局が、M>1を構成する時には、PUCCHリソース領域の3つの片または4つの片は、離散的で
あり、ここで、Mのより大きい値は、より高い離散レベルを示す。
【０４８３】
　mは、第5のダウンリンクサブフレームのシーケンス番号であり、ここで、mは、非負の
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整数であり、Mより小さい。たとえば、M=1の時には、基地局は、第5のダウンリンクサブ
フレームのシーケンス番号が0であることだけを構成することができ、M=2の時には、基地
局は、第5のダウンリンクサブフレームのシーケンス番号が0または1であることを構成す
ることができる。
【０４８４】
【数１５８】

【０４８５】
は、第5のダウンリンクサブフレームに対応するPUCCHリソース領域のオフセットであり、
【０４８６】
【数１５９】

【０４８７】
は、非負の整数であり、NΔは、非負の整数であり、
【０４８８】

【数１６０】

【０４８９】
は、UEの第1のグループのために構成されたPUCCHリソースのオフセットである。基地局は
、
【０４９０】

【数１６１】

【０４９１】
またはNΔを適応的に構成することができ、あるいは、実施形態1のステップS1052で与え
られる方法を使用することによって、
【０４９２】
【数１６２】

【０４９３】
またはNΔを構成することができる。
【０４９４】
　S304:基地局が、第4のシグナリングを送信し、ここで、第4のシグナリングは、PUCCHリ
ソースパラメータを示し、あるいは、第4のシグナリングは、M、m、および
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【０４９５】
【数１６３】

【０４９６】
のうちの少なくとも1つのパラメータを示し、あるいは、第4のシグナリングは、M、m、お
よびNΔのうちの少なくとも1つのパラメータを示す。
【０４９７】
　第4のシグナリングは、上位レイヤシグナリングとすることができ、あるいは、物理レ
イヤシグナリングとすることができる。第4のシグナリングが、物理レイヤシグナリング
である時に、第4のシグナリングは、PDCCH/ePDCCHを使用することによって搬送され、た
とえば、第4のシグナリングおよびアップリンク-ダウンリンクサブフレーム構成を示すた
めのシグナリングが、1つのPDCCHを共有することができる。
【０４９８】
　S305:基地局が、M、m、および
【０４９９】
【数１６４】

【０５００】
に従って、第1のアップリンクサブフレーム内に配置される第5のPUCCHリソース領域を決
定し、ここで、第5のPUCCHリソース領域は、第5のダウンリンクサブフレームに関するHAR
Qフィードバック情報のために予約されるリソース領域である。
【０５０１】
　具体的には、基地局は、式
【０５０２】
【数１６５】

【０５０３】
に従って第5のPUCCHリソース領域を決定し、ここで、
【０５０４】
【数１６６】

【０５０５】
は、第5のPUCCHリソース領域内のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号であ
り、xは、非負の整数であり、
【０５０６】
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【数１６７】

【０５０７】
であり、
【０５０８】

【数１６８】

【０５０９】
は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、
【０５１０】
【数１６９】

【０５１１】
は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、Nc≦nCCE<
Nc+1になるようにされ、nCCEは、第5のダウンリンクサブフレーム内で送信されるPDCCHに
よって占められる第1のCCEの番号であり、
【０５１２】

【数１７０】

【０５１３】
は、第5のPUCCHリソース領域のオフセットである。
【０５１４】
　この実施形態において提供されるリソース割当方法において、基地局は、構成のより高
い柔軟性を有し、現在のサブフレーム構成状況とデータスケジューリング状況とに従って
、基地局は、M、m、および
【０５１５】
【数１７１】

【０５１６】
のうちの少なくとも1つのパラメータを適応的に構成することができ、これは、基地局の
実施の複雑さを増やすのを回避するだけではなく、予約されるPUCCHリソースを大幅に減
らすこともできる。たとえば、システム内のUEの第1のグループが、非常に少ない量を有
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するか、UEの第1グループが、限られたダウンリンクサブフレーム内でのみ送信を実行す
る(たとえば、UEの第1のグループが、ダウンリンクサブフレーム0、1、5、および6内で送
信を実行する可能性があるが、基地局が、サブフレーム0内でのみUEの第1のグループをス
ケジューリングする)時には、基地局は、UEの第2のグループのために予約されるPUCCHリ
ソース領域とUEの第1のグループのために予約されるPUCCHリソース領域とが部分的にオー
バーラップしまたは完全にオーバーラップすることを可能にするために、M、m、および
【０５１７】
【数１７２】

【０５１８】
のうちの少なくとも1つのパラメータを構成することができる。
【０５１９】
　図14を参照すると、図14は、本願によるリソース割当方法の第4の実施の形の流れ図で
ある。この実施形態は、UEが実行エンティティとして使用される例を使用することによっ
て説明され、図14に示されているように、この実施形態における方法は、以下のステップ
を含むことができる。
【０５２０】
　S401:UEが、第2のアップリンク-ダウンリンク構成を獲得する。
【０５２１】
　UEは、第2のグループのUEであり、UEの第2のグループは、動的TDDアップリンク-ダウン
リンク構成能力を有するUEであり、あるいは、UEの第2のグループは、基地局によって動
的TDDアップリンク-ダウンリンク構成を用いて構成されるUEであり、あるいは、UEの第2
のグループは、より後に公表されたUE、たとえばLTE Release-12をサポートするかLTE Re
lease-12より後のリリースをサポートするUEである。
【０５２２】
　第1のアップリンク-ダウンリンク構成は、UEの第1のグループに適用されるアップリン
ク-ダウンリンク構成である。このUEは、第2のグループのUEであるが、第1のアップリン
ク-ダウンリンク構成は、UEの第1のグループの形に従って、すなわち、上位レイヤシグナ
リングを受信することによって、獲得され得、好ましくは、UEは、SIB1を受信することに
よって、第1のアップリンク-ダウンリンク構成を獲得する。
【０５２３】
　第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、UEの第2のグループに適用されるアップリン
ク-ダウンリンク構成である。第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、アップリンク-ダ
ウンリンクサブフレーム割り当てを示すのに使用され得、これに対応して、UEは、物理レ
イヤシグナリングを受信することによって、第2のアップリンク-ダウンリンク構成を獲得
することができる。代替案では、好ましくは、第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、
基準アップリンク-ダウンリンク構成(reference UL-DL configuration)であり、基準アッ
プリンク-ダウンリンク構成は、UEのHARQタイミングを決定するのに使用される。UEは、
上位レイヤシグナリング(たとえば、RRCシグナリング)を受信することによって第2のアッ
プリンク-ダウンリンク構成を獲得することができ、あるいは、基準アップリンク-ダウン
リンク構成がアップリンク-ダウンリンク構成5またはアップリンク-ダウンリンク構成2で
あることが標準規格において事前に定義され、あるいは、基準アップリンク-ダウンリン
ク構成を決定するルールが、標準規格において事前に定義され、基地局とUEとの両方が、
このルールに従って基準アップリンク-ダウンリンク構成を決定する。たとえば、スイッ
チングの前後の2つのアップリンク-ダウンリンク構成の両方が、5msのダウンリンクから
アップリンクへのスイッチングポイント期間に属する時に、アップリンク-ダウンリンク
構成2が、基準アップリンク-ダウンリンク構成として使用され、スイッチングの前後の2
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つのアップリンク-ダウンリンク構成のいずれかが、10msのダウンリンクからアップリン
クへのスイッチングポイント期間に属する時には、アップリンク-ダウンリンク構成5が、
基準アップリンク-ダウンリンク構成として使用される。
【０５２４】
　S402:UEが、第2のアップリンク-ダウンリンク構成のHARQタイミングに従って第5のダウ
ンリンクサブフレームを決定し、ここで、第5のダウンリンクサブフレームは、第1のアッ
プリンクサブフレームに関連する。
【０５２５】
　第5のダウンリンクサブフレームは、第1のアップリンクサブフレームに関連する、すな
わち、第5のダウンリンクサブフレーム内で送信されるPDSCHのHARQフィードバック情報(P
DCCHによってスケジューリングされる)またはダウンリンクSPSリリースシグナリングは、
第1のアップリンクサブフレーム内で搬送される。特定の詳細は、実施形態3におけるS301
の詳細と同一であり、ここでは繰り返さない。
【０５２６】
　S403:UEが、基地局によって送信された第4のシグナリングを受信し、第5のダウンリン
クサブフレームのPUCCHリソースパラメータを決定し、ここで、PUCCHリソースパラメータ
は、M、m、および
【０５２７】
【数１７３】

【０５２８】
を含み、または、PUCCHリソースパラメータは、M、m、およびNΔを含み、第4のシグナリ
ングは、PUCCHリソースパラメータを示し、または、第4のシグナリングは、M、m、および
【０５２９】

【数１７４】

【０５３０】
のうちの少なくとも1つのパラメータを示し、または、第4のシグナリングは、M、m、およ
びNΔのうちの少なくとも1つのパラメータを示す。
【０５３１】
　第4のシグナリングは、上位レイヤシグナリングとすることができ、あるいは、物理レ
イヤシグナリングとすることができる。第4のシグナリングが、物理レイヤシグナリング
である時に、第4のシグナリングは、PDCCH/ePDCCHを使用することによって搬送され、た
とえば、第4のシグナリングおよびアップリンク-ダウンリンクサブフレーム構成を示すた
めのシグナリングが、1つのPDCCHを共有することができる。
【０５３２】
　UEは、第4のシグナリングに従って第5のダウンリンクサブフレームのPUCCHリソースパ
ラメータを決定し、第4のシグナリング内に含まれないPUCCHリソースパラメータは、事前
定義のルール、たとえば実施形態2において説明されたルールに従って、UEによって決定
される。
【０５３３】
　S404:UEが、第5のダウンリンクサブフレーム内で第3のPDCCHを受信し、M、m、および
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【０５３４】
【数１７５】

【０５３５】
に従って、第1のアップリンクサブフレーム内に配置される第5のPUCCHリソースを決定し
、ここで、第5のPUCCHリソースは、第3のPDCCHによってスケジューリングされたPDSCHのH
ARQフィードバック情報または第3のPDCCHによって示されたダウンリンクSPSリリースシグ
ナリングのHARQフィードバック情報によって占められるPUCCHリソースである。
【０５３６】
　具体的には、基地局は、式
【０５３７】

【数１７６】

【０５３８】
に従って第5のPUCCHリソースを決定し、ここで、
【０５３９】

【数１７７】

【０５４０】
は、第5のPUCCHリソースリソースであり、pxは、アンテナポート番号であり、xは、非負
の整数であり、
【０５４１】
【数１７８】

【０５４２】
であり、
【０５４３】
【数１７９】

【０５４４】
は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、
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【０５４５】
【数１８０】

【０５４６】
は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、Nc≦nCCE<
Nc+1になるようにされ、nCCEは、第3のPDCCHによって占められる第1のCCEの番号であり、
【０５４７】
【数１８１】

【０５４８】
は、第5のPUCCHリソースのオフセットである。
【０５４９】
　この実施形態において提供されるリソース割り当て方法、基地局は、構成のより高い柔
軟性を有し、現在のサブフレーム構成状況とデータスケジューリング状況とに従って、基
地局は、M、m、および
【０５５０】
【数１８２】

【０５５１】
のうちの少なくとも1つのパラメータを適応的に構成することができ、これは、基地局の
実施の複雑さを増やすのを回避するだけではなく、予約されるPUCCHリソースを大幅に減
らすこともできる。
【０５５２】
　図15を参照すると、図15は、本願による基地局の第1の実施の形の概略構造図である。
この実施の形における基地局は、第1の決定モジュール210、第1の割当モジュール220、第
2の決定モジュール230、および第2の割当モジュール240を含む。
【０５５３】
　第1の決定モジュール210は、第1のダウンリンクサブフレーム集合を決定するように構
成され、ここで、第1のダウンリンクサブフレーム集合は、第1のアップリンク-ダウンリ
ンク構成と第2のアップリンク-ダウンリンク構成との両方において第1のアップリンクサ
ブフレームに関連する。
【０５５４】
　たとえば、基地局は、UE能力、サービス要件、リリース情報、または類似物に従って2
つのUEグループを決定する。たとえば、UEの第1のグループは、動的TDDアップリンク-ダ
ウンリンク構成能力を有しないUEであり、UEの第2のグループは、動的TDDアップリンク-
ダウンリンク構成能力を有するUEであり、または、UEの第1のグループは、動的TDDアップ
リンク-ダウンリンク構成を用いては構成されないUEであり、UEの第2のグループは、基地
局によって動的TDDアップリンク-ダウンリンク構成を用いて構成されるUEであり、または
、UEの第1のグループは、レガシUEすなわち、後方互換UE(legacy UE)、たとえば、LTE Re
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lease-8/9/10/11をサポートするUEであり、UEの第2のグループは、より後に公表されたUE
、たとえば、LTE Release-12をサポートしもしくはLTE Release-12より後のリリースをサ
ポートするUEである。
【０５５５】
　基地局は、UEの第1のグループのために第1のアップリンク-ダウンリンク構成を構成す
る、すなわち、第1のアップリンク-ダウンリンク構成は、UEの第1のグループに適用され
るアップリンク-ダウンリンク構成である。基地局は、上位レイヤシグナリングを使用す
ることによって、好ましくはSIB1(システム情報ブロック1、System Information Block 1
)を使用することによって、第1のアップリンク-ダウンリンク構成についてUEの第1のグル
ープに通知することができる。上位レイヤシグナリング(Higher Layer Signaling)は、物
理レイヤシグナリングに対する相対的なものであり、上位レイヤからの、より低い送信頻
度を有するシグナリングであり、無線リソース制御(RRC、Radio Resource Control)シグ
ナリング、媒体アクセス制御(MAC、Media Access Control)シグナリング、および類似物
を含む。
【０５５６】
　基地局は、UEの第2のグループのために第2のアップリンク-ダウンリンク構成を構成す
る、すなわち、第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、UEの第2のグループに適用され
るアップリンク-ダウンリンク構成である。第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、ア
ップリンク-ダウンリンクサブフレーム割当を示すのに使用され得、言い換えると、アッ
プリンク-ダウンリンクデータを送信するのに使用され得るサブフレームを示すのに使用
され得る。これに対応して、第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、相対的に動的な形
で変化し、基地局は、物理レイヤシグナリングを使用することによって、第2のアップリ
ンク-ダウンリンク構成についてUEの第2のグループに通知することができる。代替案では
、好ましくは、第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、基準アップリンク-ダウンリン
ク構成(reference UL-DL configuration)であり、基準アップリンク-ダウンリンク構成は
、UEのHARQタイミングを決定するのに使用される。動的TDDアップリンク-ダウンリンク構
成の応用シナリオにおいて、アップリンク-ダウンリンク構成は、動的に変化することが
でき、これに対応して、HARQタイミングも、動的に変化する。この形で、アップリンク-
ダウンリンク構成が変化しつつある期間内に、いくつかのダウンリンクパケットに関する
HARQフィードバック情報が送信され得ないことが引き起こされ、したがって、基準アップ
リンク-ダウンリンク構成が導入され、アップリンク-ダウンリンク構成が変化する場合で
あっても、UEは、この構成に従ってHARQタイミングをも決定し、これによって、ダウンリ
ンクパケットに関するHARQフィードバック情報が、アップリンク-ダウンリンク構成が変
化しつつある期間内に送信され得ないという問題を回避する。好ましくは、基準アップリ
ンク-ダウンリンク構成は、ダウンリンクサブフレームの量が、アップリンクサブフレー
ムの量より多い構成、たとえば、アップリンク-ダウンリンク構成5またはアップリンク-
ダウンリンク構成2である。基準アップリンク-ダウンリンク構成を構成する、3つの方法
がある。1.基地局は、上位レイヤシグナリング(たとえば、RRCシグナリング)を使用する
ことによって、第2のアップリンク-ダウンリンク構成についてUEの第2の
グループに通知することができる。2.基準アップリンク-ダウンリンク構成が、アップリ
ンク-ダウンリンク構成5またはアップリンク-ダウンリンク構成2であることが、標準規格
において事前に定義されている。3.基準アップリンク-ダウンリンク構成を決定するルー
ルが、標準規格において事前に定義され、基地局とUEとの両方が、このルールに従って基
準アップリンク-ダウンリンク構成を決定する。たとえば、スイッチングの前と後との2つ
のアップリンク-ダウンリンク構成の両方が、5msのダウンリンクからアップリンクへのス
イッチングポイント期間に属する時には、アップリンク-ダウンリンク構成2が、基準アッ
プリンク-ダウンリンク構成として使用され、スイッチングの前後の2つのアップリンク-
ダウンリンク構成のいずれかが、10msのダウンリンクからアップリンクへのスイッチング
ポイント期間に属する時には、アップリンク-ダウンリンク構成5が、基準アップリンク-
ダウンリンク構成として使用される。
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　UEの第1のグループに関して、PUCCHリソース領域割当を、既存のアルゴリズムに従って
実行することができる。UEの第2のグループに関して、PUCCHリソース領域割当を、以下に
従って実行することができる。
【０５５８】
　異なるHARQタイミングが、異なるアップリンク-ダウンリンク構成に関して定義される
が、いくつかのダウンリンクサブフレームに関して、それでも、同一のHARQタイミングが
、2つのアップリンク-ダウンリンク構成内に存在する。したがって、基地局は、その後に
ルールに従ってPUCCHリソース領域を予約するために、1つのサブフレーム集合が、これら
のダウンリンクサブフレームを含むと決定する。
【０５５９】
　したがって、基地局は、第1のダウンリンクサブフレーム集合を決定し、第1のダウンリ
ンクサブフレーム集合は、第1のアップリンク-ダウンリンク構成と第2のアップリンク-ダ
ウンリンク構成との両方において第1のアップリンクサブフレームに関連する。基地局は
、第1のアップリンク-ダウンリンク構成のHARQタイミングに従って、第1のアップリンク
サブフレームに関連するダウンリンクサブフレーム集合Aを決定し、次に、基地局は、第2
のアップリンク-ダウンリンク構成のHARQタイミングに従って、第1のアップリンクサブフ
レームに関連するダウンリンクサブフレーム集合Bを決定し、最後に、第1の決定モジュー
ル210は、第1のダウンリンクサブフレーム集合が、ダウンリンクサブフレーム集合Aとダ
ウンリンクサブフレーム集合Bとの積集合であると決定する。
【０５６０】
　第1の決定モジュール210は、第1のダウンリンクサブフレーム集合を第1の割当モジュー
ル220に送る。
【０５６１】
　第1の割当モジュール220は、第1のダウンリンクサブフレーム集合を受け取り、第1のア
ップリンクサブフレーム内で、第1のアップリンク-ダウンリンク構成のHARQタイミングに
従って第1のPUCCHリソース領域を決定するように構成され、第1のPUCCHリソース領域は、
第1のダウンリンクサブフレーム集合のHARQフィードバック情報のために予約されたリソ
ース領域である。
【０５６２】
　たとえば、第1のダウンリンクサブフレーム集合のHARQフィードバック情報は、第1のダ
ウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレーム内で送信されるPDSCHのHARQ
フィードバック情報またはダウンリンクSPSリリースシグナリングを指す。
【０５６３】
　第1のダウンリンクサブフレーム集合に関して、第1の割当モジュール220は、第1のアッ
プリンク-ダウンリンク構成のHARQタイミングに従って、UEの第2のグループのPUCCHリソ
ース領域を決定する。具体的には、第1の割当モジュール220は、M1およびjに従って第1の
ダウンリンクサブフレーム集合に第1のPUCCHリソース領域を割り当て、ここで、M1は、第
1のアップリンク-ダウンリンク構成のHARQタイミングに従って決定される、第1のアップ
リンクサブフレームに関連するダウンリンクサブフレーム集合A内の要素の量であり、jは
、ダウンリンクサブフレーム集合A内の、第1のダウンリンクサブフレーム集合内のダウン
リンクサブフレームのシーケンス番号である。この形で、第1のダウンリンクサブフレー
ム集合に関して、基地局は、UEの第1のグループとUEの第2のグループとの両方に関して同
一のPUCCHリソース領域を構成し、これは、基地局の実施の複雑さを回避するだけではな
く、PUCCHリソースオーバーヘッドをも減らす。
【０５６４】
　具体的には、第1の割当モジュール220は、式
【０５６５】
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【数１８３】

【０５６６】
に従って第1のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレームにPUCCHリソ
ース領域を割り当て、ここで、
【０５６７】

【数１８４】

【０５６８】
は、第1のPUCCHリソース領域内のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号であ
り、アンテナポートがp0である時には、x=0であり、アンテナポートがp1である時には、x
=1であり、より多くのアンテナポートがある時には、同様であり、M1は、第1のアップリ
ンク-ダウンリンク構成に従って決定される、第1のアップリンクサブフレームに関連する
ダウンリンクサブフレーム集合A内の要素の量であり、jは、ダウンリンクサブフレーム集
合A内の、第1のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレームのシーケン
ス番号であり、
【０５６９】
【数１８５】

【０５７０】
であり、
【０５７１】
【数１８６】

【０５７２】
は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、
【０５７３】
【数１８７】

【０５７４】
は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、Nc≦nCCE<



(93) JP 2016-529807 A 2016.9.23

10

20

30

40

50

Nc+1になるようにされ、nCCEは、第1のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンク
サブフレーム内で送信されるPDCCHによって占められる第1のCCEの番号であり、
【０５７５】
【数１８８】

【０５７６】
は、第1のPUCCHリソース領域のオフセットであり、上位レイヤシグナリングによって構成
される、すなわち、UEの第1のグループに関して構成されるリソースオフセットである。
【０５７７】
　したがって、UEの第1のグループおよびUEの第2のグループに関して、第1のダウンリン
クサブフレーム集合のPUCCHリソースを決定するのに使用されるパラメータM1およびjの値
は、同一である。したがって、UEの第1のグループおよびUEの第2のグループに関して、同
一のダウンリンクサブフレームに割り当てられるPUCCHリソース領域は、同一である。
【０５７８】
　第2の決定モジュール230は、第2のダウンリンクサブフレーム集合を決定するように構
成され、第2のダウンリンクサブフレーム集合は、第2のアップリンク-ダウンリンク構成
において第1のアップリンクサブフレームに関連し、第2のダウンリンクサブフレーム集合
は、第1のアップリンク-ダウンリンク構成において第1のアップリンクサブフレームに関
連しない。
【０５７９】
　たとえば、基地局は、第1のアップリンク-ダウンリンク構成に従って、第1のアップリ
ンクサブフレームに関連するダウンリンクサブフレーム集合Aを決定し、次に、基地局は
、第2の第1のアップリンク-ダウンリンク構成に従って、第1のアップリンクサブフレーム
に関連するダウンリンクサブフレーム集合Bを決定し、最後に、第2の決定モジュール230
は、第2のダウンリンクサブフレーム集合が、ダウンリンクサブフレーム集合Aの補集合
【０５８０】

【数１８９】

【０５８１】
とダウンリンクサブフレーム集合Bとの積集合であると決定する。すなわち、第2のダウン
リンクサブフレーム集合内に含まれるダウンリンクサブフレームは、ダウンリンクサブフ
レーム集合Aには属さないが、ダウンリンクサブフレーム集合Bには属する。
【０５８２】
　第2の決定モジュール230は、第2のダウンリンクサブフレーム集合を第2の割当モジュー
ル240に送る。
【０５８３】
　第2の割当モジュール240は、第2のダウンリンクサブフレーム集合を受け取り、第1のア
ップリンクサブフレーム内で、第2のPUCCHリソース領域を決定するように構成され、第2
のPUCCHリソース領域は、第2のダウンリンクサブフレーム集合のHARQフィードバック情報
のために予約されたリソース領域である。
【０５８４】
　解決策1において、第2の割当モジュールは、第1の決定ユニット241、第2の決定ユニッ
ト243、および割当ユニット245を含む。
【０５８５】
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　第1の決定ユニット241は、M2およびiを決定するようにさらに構成され、M2は、第2のダ
ウンリンクサブフレーム集合内の要素の量であり、iは、第2のダウンリンクサブフレーム
集合内の、第2のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレームのシーケ
ンス番号である。
【０５８６】
　第2の決定ユニット243は、オフセットNΔを決定するように構成され、このオフセット
は、第2のダウンリンクサブフレーム集合に割り当てられたPUCCHリソース領域およびUEの
第1のグループに割り当てられたPUCCHリソース領域が完全に交互に交替するようにする。
【０５８７】
　オフセットを決定する方法において、第2の決定ユニット243は、オフセットを、第1の
アップリンク-ダウンリンク構成内の第1のアップリンクサブフレームに関連するダウンリ
ンクサブフレームの量と1つのダウンリンクサブフレーム内で構成され得るCCEの最大量と
の積と等しくする。
【０５８８】
　別の方法では、第2の決定ユニット243は、オフセットを、第1のアップリンク-ダウンリ
ンク構成内の第1のアップリンクサブフレームに関連するダウンリンクサブフレームの量
に1つのダウンリンクサブフレーム内で実際に構成されるCCEの量を乗じたものと等しくす
る。
【０５８９】
　具体的には、これらの方法を、オフセットを決定する以下の4つの方法に分類すること
ができる。
【０５９０】
　方法1:ルールが、標準規格において事前に決定され、このルールは、UEの第1のグルー
プとUEの第2のグループとに関して構成されるPUCCHリソース領域が、衝突しないことを保
証し、これによって、基地局の実施の複雑さを回避する必要がある。たとえば、PDCCH領
域が、最大4つのOFDMシンボルを占め、NΔ=M1×N4であり、M1が、第1のアップリンク-ダ
ウンリンク構成に従って決定され、第1のアップリンクサブフレームに関連するダウンリ
ンクサブフレーム集合内の要素の量を表し、あるいは、ダウンリンクシステム帯域幅に従
って区別が行われ得、ここで、ダウンリンクシステム帯域幅は、10RB以下であり、PDCCH
領域が、最大4つのOFDMシンボルN4を占め、あるいは、PDCCH領域が、最大3つのOFDMシン
ボルN3を占め、したがって、第2の決定ユニット243は、以下の式に従ってオフセットNΔ
を決定する。
【０５９１】
【数１９０】

【０５９２】
　方法2:第2の決定ユニット243は、上位レイヤシグナリングまたは物理レイヤシグナリン
グを送信し、ここで、上位レイヤシグナリングまたは物理レイヤシグナリングは、NΔを
示す。UEの第1のグループに関して、1つのオフセット
【０５９３】
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【数１９１】

【０５９４】
が、上位レイヤシグナリングを使用することによっても構成され、これに対応して、第2
のダウンリンクサブフレーム集合に関して、実際のオフセットが、
【０５９５】

【数１９２】

【０５９６】
であり、したがって、オプションで、上位レイヤシグナリングまたは物理レイヤシグナリ
ングが、送信され、ここで、上位レイヤシグナリングまたは物理レイヤシグナリングは、
【０５９７】
【数１９３】

【０５９８】
を示す。
【０５９９】
　方法3:同様に、NΔ=M1×Ncであり、第2の決定ユニット243は、上位レイヤシグナリング
または物理レイヤシグナリングを送信し、ここで、上位レイヤシグナリングまたは物理レ
イヤシグナリングは、cの値を示す。
【０６００】
　割当ユニット245は、M2、i、およびオフセットNΔに従って第2のPUCCHリソース領域を
決定するように構成される。
【０６０１】
　具体的には、基地局は、式
【０６０２】

【数１９４】

【０６０３】
に従って第2のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレームにPUCCHリソ
ースを割り当て、ここで、
【０６０４】
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【数１９５】

【０６０５】
は、第2のPUCCHリソース領域内のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号であ
り、ここで、アンテナポートがp0である時にはx=0であり、アンテナポートがp1である時
にはx=1であり、M2は、第2のダウンリンクサブフレーム集合内の要素の量であり、iは、
第2のダウンリンクサブフレーム集合内の、第2のダウンリンクサブフレーム集合内のダウ
ンリンクサブフレームのシーケンス番号であり、
【０６０６】
【数１９６】

【０６０７】
であり、
【０６０８】

【数１９７】

【０６０９】
は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、
【０６１０】
【数１９８】

【０６１１】
は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、
【０６１２】
【数１９９】

【０６１３】
になるようにされ、
【０６１４】



(97) JP 2016-529807 A 2016.9.23

10

20

30

40

【数２００】

【０６１５】
は、第2のPDCCHによって占められる最初のCCEの番号であり、
【０６１６】

【数２０１】

【０６１７】
は、第2のPDCCHリソース領域のオフセットである。
【０６１８】
　解決策2は、より柔軟であり、解決策2において、第2の割当モジュール240は、第1の決
定ユニット241、第2の決定ユニット243、および割当ユニット245をも含む。
【０６１９】
　第1の決定ユニット241は、M3およびi'を決定するように構成され、ここで、M3は、第2
のダウンリンクサブフレーム集合内の、その中でPDCCH領域が構成されるダウンリンクサ
ブフレームの量であり、i'は、第2のダウンリンクサブフレーム集合内の、その中でPDCCH
領域が構成されるダウンリンクサブフレームのシーケンス番号であり、あるいは、M3は、
第2のダウンリンクサブフレーム集合内の、PDCCHリソース領域がPDCCHリソース領域に従
ってそれのために予約される必要があるダウンリンクサブフレームの量であり、i'は、第
2のダウンリンクサブフレーム集合内の、PDCCHリソース領域がPDCCHリソース領域に従っ
てそれのために予約される必要があるダウンリンクサブフレームのシーケンス番号である
。オプションで、基地局は、上位レイヤシグナリングまたは物理レイヤシグナリングを使
用することによって、M3およびi'の値についてUEの第2のグループに通知することができ
る。
【０６２０】
　第2の決定ユニット243は、第2のPUCCHリソース領域のオフセットNΔを決定するように
構成され、ここで、このオフセットは、第2のダウンリンクサブフレーム集合に割り当て
られたPUCCHリソース領域とUEの第1のグループに割り当てられたPUCCHリソース領域とを
完全に交互に交替させる。
【０６２１】
　詳細については、第2の決定ユニット243の前述の説明を参照されたく、これをここで説
明することはしない。
【０６２２】
　割当ユニット245は、第1のアップリンクサブフレーム内で、M3、i'、およびオフセット
NΔに従って第2のPUCCHリソース領域を決定するように構成される。
【０６２３】
　具体的には、基地局は、式
【０６２４】
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【数２０２】

【０６２５】
に従って第2のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレームにPUCCHリソ
ースを割り当て、ここで、
【０６２６】

【数２０３】

【０６２７】
は、第2のPUCCHリソース領域内のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号であ
り、ここで、アンテナポートがp0である時にはx=0であり、アンテナポートがp1である時
にはx=1であり、
【０６２８】
【数２０４】

【０６２９】
であり、
【０６３０】

【数２０５】

【０６３１】
は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、
【０６３２】

【数２０６】

【０６３３】
は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、
【０６３４】
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【数２０７】

【０６３５】
になるようにされ、
【０６３６】

【数２０８】

【０６３７】
は、第2のPDCCHによって占められる最初のCCEの番号であり、
【０６３８】
【数２０９】

【０６３９】
は、第2のPDCCHリソース領域のオフセットである。
【０６４０】
　この実施の形において、PUCCHリソース領域が、UEの第2のグループに割り当てられる時
に、UEの第2のグループおよびUEの第1のグループの同一のHARQタイミングを有するダウン
リンクサブフレームに関して、基地局は、UEの第1のグループのマッピングルールに従っ
てPUCCHリソース領域を決定し、UEの第1のグループとは異なるHARQタイミングを有するダ
ウンリンクサブフレームについて、基地局は、UEの第1のグループのPUCCHリソース領域の
オーバーラップがないことを保証するために、新しいマッピングルールに従ってPUCCHリ
ソース領域を決定し、したがって、この方法は、基地局の実施の複雑さを回避するだけで
はなく、PUCCHリソースオーバーヘッドをも減らす。
【０６４１】
　図16を参照すると、図16は、本願によるユーザ機器の第1の実施の形の概略構造図であ
る。この実施の形のユーザ機器は、第1の決定モジュール310、第1の割当モジュール320、
第2の決定モジュール330、および第2の割当モジュール340を含む。第1の決定モジュール3
10は、第1のダウンリンクサブフレーム集合を決定するように構成され、第1のダウンリン
クサブフレーム集合は、第1のアップリンク-ダウンリンク構成と第2のアップリンク-ダウ
ンリンク構成との両方において第1のアップリンクサブフレームに関連する。
【０６４２】
　たとえば、UEは、第2のグループのUEである、すなわち、UEの第2のグループは、動的TD
Dアップリンク-ダウンリンク構成能力を有するUEであり、あるいは、UEの第2のグループ
は、基地局によって動的TDDアップリンク-ダウンリンク構成を用いて構成されるUEであり
、あるいは、UEの第2のグループは、より後に公表されたUE、たとえば、LTE Release-12
をサポートしまたはLTE Release-12より後のリリースをサポートするUEである。
【０６４３】
　第1のアップリンク-ダウンリンク構成は、UEの第1のグループに適用されるアップリン
ク-ダウンリンク構成である。UEは、第2のグループのUEであるが、第1のアップリンク-ダ
ウンリンク構成が、UEの第1のグループのメンバに対応して獲得され得る、すなわち、UE
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は、上位レイヤシグナリングを受信することによって、好ましくはSIB1を受信することに
よって、第1のアップリンク-ダウンリンク構成を獲得する。
【０６４４】
　第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、UEの第2のグループに適用されるアップリン
ク-ダウンリンク構成である。第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、アップリンク-ダ
ウンリンクサブフレーム割当を示すのに使用され得、これに対応して、UEは、物理レイヤ
シグナリングを受信することによって第2のアップリンク-ダウンリンク構成を獲得するこ
とができる。代替案では、好ましくは、第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、基準ア
ップリンク-ダウンリンク構成(reference UL-DL configuration)であり、基準アップリン
ク-ダウンリンク構成は、UEのHARQタイミングを決定するのに使用される。UEは、上位レ
イヤシグナリング(たとえば、RRCシグナリング)を受信することによって第2のアップリン
ク-ダウンリンク構成を獲得することができ、あるいは、基準アップリンク-ダウンリンク
構成がアップリンク-ダウンリンク構成5またはアップリンク-ダウンリンク構成2であるこ
とが標準規格において事前に定義され、あるいは、基準アップリンク-ダウンリンク構成
を決定するルールが、標準規格において事前に定義され、基地局とUEとの両方が、このル
ールに従って基準アップリンク-ダウンリンク構成を決定する。たとえば、スイッチング
の前後の2つのアップリンク-ダウンリンク構成の両方が、5msのダウンリンクからアップ
リンクへのスイッチングポイント期間に属する時に、アップリンク-ダウンリンク構成2が
、基準アップリンク-ダウンリンク構成として使用され、スイッチングの前後の2つのアッ
プリンク-ダウンリンク構成のいずれかが、10msのダウンリンクからアップリンクへのス
イッチングポイント期間に属する時には、アップリンク-ダウンリンク構成5が、基準アッ
プリンク-ダウンリンク構成として使用される。
【０６４５】
　異なるHARQタイミングが、異なるアップリンク-ダウンリンク構成について定義される
が、いくつかのダウンリンクサブフレームに関して、それでも、同一のHARQタイミングが
、2つのアップリンク-ダウンリンク構成内に存在する。したがって、UEは、UEの第1のグ
ループによって使用されるルールに従ってPUCCHリソース領域をその後に予約するために
、あるサブフレーム集合がこれらのダウンリンクサブフレームを含むと決定する。
【０６４６】
　第1のダウンリンクサブフレーム集合の決定の特定の詳細は、基地局の実施形態1におけ
る210の特定の詳細と同一であり、ここでは繰り返さない。
【０６４７】
　第1の割当モジュール320は、第3のダウンリンクサブフレーム内で第1のPDCCHを受信し
、第3のダウンリンクサブフレームが第1のダウンリンクサブフレーム集合に属する時に、
第1のアップリンクサブフレーム内で、第1のアップリンク-ダウンリンク構成のHARQタイ
ミングに従って第3のPUCCHリソースを決定するように構成され、第3のPUCCHリソースは、
第1のPDCCHによってスケジューリングされたPDSCHのHARQフィードバック情報または第1の
PDCCHによって示されるダウンリンクSPSリリースシグナリングのHARQフィードバック情報
によって占められるPUCCHリソースである。
【０６４８】
　たとえば、第1のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレームに関し
て、UEは、第1のアップリンク-ダウンリンク構成のHARQタイミングに従ってPUCCHリソー
ス領域を決定する。具体的には、UEは、M1およびjに従って第3のダウンリンクサブフレー
ムの第3のPUCCHリソースを決定し、ここで、M1は、第1のアップリンク-ダウンリンク構成
のHARQタイミングに従って決定される、第1のアップリンクサブフレームに関連するダウ
ンリンクサブフレーム集合A内の要素の量であり、jは、ダウンリンクサブフレーム集合A
内の第3のダウンリンクサブフレームのシーケンス番号である。
【０６４９】
　具体的には、第1の割当モジュール320は、式
【０６５０】
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【数２１０】

【０６５１】
に従って第3のダウンリンクサブフレームにPUCCHリソースを割り当て、ここで、
【０６５２】

【数２１１】

【０６５３】
は、第1のPUCCHリソース領域内のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号であ
り、アンテナポートがp0である時には、x=0であり、アンテナポートがp1である時には、x
=1であり、M1は、第1のアップリンク-ダウンリンク構成に従って決定される、第1のアッ
プリンクサブフレームに関連するダウンリンクサブフレーム集合A内の要素の量であり、j
は、ダウンリンクサブフレーム集合A内の第3のダウンリンクサブフレームのシーケンス番
号であり、
【０６５４】
【数２１２】

【０６５５】
であり、
【０６５６】
【数２１３】

【０６５７】
は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、
【０６５８】
【数２１４】

【０６５９】
は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、Nc≦nCCE<
Nc+1になるようにされ、nCCEは、第1のPDCCHによって占められる第1のCCEの番号であり、
【０６６０】
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【数２１５】

【０６６１】
は、第1のPUCCHリソース領域のオフセットであり、上位レイヤシグナリングを使用するこ
とによって構成される、すなわち、UEの第1のグループに関して構成されるリソースオフ
セットである。
【０６６２】
　この形で、第1のダウンリンクサブフレーム集合に関して、同一のPUCCHリソース領域が
、UEの第1のグループとUEの第2のグループとの両方について構成され、異なるUEのPDCCH
によって占められるCCEは、異なり、したがって、決定されるPUCCHリソースも、異なり、
これは、基地局の実施の複雑さを回避するだけではなく、PUCCHリソースオーバーヘッド
をも減らす。
【０６６３】
　第2の決定モジュール330は、第2のダウンリンクサブフレーム集合を決定するように構
成され、第2のダウンリンクサブフレーム集合は、第2のアップリンク-ダウンリンク構成
において第1のアップリンクサブフレームに関連し、第2のダウンリンクサブフレーム集合
は、第1のアップリンク-ダウンリンク構成において第1のアップリンクサブフレームに関
連しない。
【０６６４】
　たとえば、第2の決定モジュール330は、第2のダウンリンクサブフレーム集合を決定し
、ここで、第2のダウンリンクサブフレーム集合は、第2のアップリンク-ダウンリンク構
成に従って決定され、第1のアップリンクサブフレームに関連する、ダウンリンクサブフ
レーム集合内の第1のダウンリンクサブフレーム集合の補集合である。
【０６６５】
　特定の詳細は、基地局の実施形態1における230の詳細と同一であり、ここでは繰り返さ
ない。
【０６６６】
　第2の割当モジュール340は、第4のダウンリンクサブフレーム内で第2のPDCCHを受信し
、第4のダウンリンクサブフレームが第2のダウンリンクサブフレーム集合に属する時に、
第4のPUCCHリソースを決定するように構成され、第4のPUCCHリソースは、第2のPDCCHによ
ってスケジューリングされたPDSCHのHARQフィードバック情報または第2のPDCCHによって
示されるダウンリンクSPSリリースシグナリングのHARQフィードバック情報によって占め
られるPUCCHリソースである。
【０６６７】
　解決策1において、第2の割当モジュール340は、第1の決定ユニット341、第2の決定ユニ
ット343、および割当ユニット345を含む。
【０６６８】
　第1の決定ユニット341は、M2およびiを決定するように構成され、M2は、第2のダウンリ
ンクサブフレーム集合内の要素の量であり、iは、第2のダウンリンクサブフレーム集合内
の第4のダウンリンクサブフレームのシーケンス番号である。
【０６６９】
　第2の決定ユニット343は、オフセットNΔを決定するように構成され、ここで、このオ
フセットは、第2のダウンリンクサブフレーム集合に割り当てられたPUCCHリソース領域と
UEの第1のグループに割り当てられたPUCCHリソース領域とを完全に交互に交替させる。
【０６７０】
　オフセットを決定する方法において、第2の決定ユニット343が、オフセットを、第1の
アップリンク-ダウンリンク構成内の第1のアップリンクサブフレームに関連するダウンリ
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ンクサブフレームの量と1つのダウンリンクサブフレーム内で構成され得るCCEの最大量と
の積と等しくすることである。
【０６７１】
　別の方法では、第2の決定ユニット343は、オフセットを、第1のアップリンク-ダウンリ
ンク構成内の第1のアップリンクサブフレームに関連するダウンリンクサブフレームの量
に1つのダウンリンクサブフレーム内で実際に構成されるCCEの量を乗じたものと等しくす
る。
【０６７２】
　具体的には、これらの方法を、オフセットを決定する以下の4つの方法に分類すること
ができる。
【０６７３】
　方法1:ルールが、標準規格において事前に決定され、このルールは、UEの第1のグルー
プとUEの第2のグループとに関して構成されるPUCCHリソース領域が、衝突しないことを保
証し、これによって、基地局の実施の複雑さを回避する必要がある。たとえば、PDCCH領
域が、最大4つのOFDMシンボルを占め、NΔ=M1×N4であり、M1が、第1のアップリンク-ダ
ウンリンク構成に従って決定され、第1のアップリンクサブフレームに関連するダウンリ
ンクサブフレーム集合内の要素の量を表し、あるいは、ダウンリンクシステム帯域幅に従
って区別が行われ得、ここで、ダウンリンクシステム帯域幅は、10RB以下であり、PDCCH
領域が、最大4つのOFDMシンボルN4を占め、あるいは、PDCCH領域が、最大3つのOFDMシン
ボルN3を占め、したがって、第2の決定ユニット343は、以下の式に従ってオフセットNΔ
を決定することができる。
【０６７４】
【数２１６】

【０６７５】
　方法2:第2の決定ユニット343は、上位レイヤシグナリングまたは物理レイヤシグナリン
グを送信し、ここで、上位レイヤシグナリングまたは物理レイヤシグナリングは、NΔを
示す。UEの第1のグループに関して、1つのオフセット
【０６７６】
【数２１７】

【０６７７】
が、上位レイヤシグナリングを使用することによっても構成され、これに対応して、第2
のダウンリンクサブフレーム集合に関して、実際のオフセットが、
【０６７８】

【数２１８】

【０６７９】
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であり、したがって、オプションで、UEは、上位レイヤシグナリングまたは物理レイヤシ
グナリングを送信し、ここで、上位レイヤシグナリングまたは物理レイヤシグナリングは
、
【０６８０】
【数２１９】

【０６８１】
を示す。
【０６８２】
　方法3:同様に、NΔ=M1×Ncであり、第2の決定ユニット343は、上位レイヤシグナリング
または物理レイヤシグナリングを受信し、ここで、上位レイヤシグナリングまたは物理レ
イヤシグナリングは、cの値を示す。
【０６８３】
　割当ユニット345は、第1のアップリンクサブフレーム内で、M2、i、およびオフセットN

Δに従って第4のPUCCHリソースを決定するように構成される。
【０６８４】
　具体的には、割当ユニット345は、式
【０６８５】

【数２２０】

【０６８６】
に従って第4のダウンリンクサブフレームにPUCCHリソースを割り当て、ここで、
【０６８７】

【数２２１】

【０６８８】
は、第2のPUCCHリソース領域内の第4のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号
であり、アンテナポートがp0である時には、x=0であり、アンテナポートがp1である時に
は、x=1であり、M2は、第2のダウンリンクサブフレーム集合内の要素の量であり、iは、
第2のダウンリンクサブフレーム集合内の第4のダウンリンクサブフレームのシーケンス番
号であり、
【０６８９】
【数２２２】

【０６９０】
であり、
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【０６９１】
【数２２３】

【０６９２】
は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、
【０６９３】
【数２２４】

【０６９４】
は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、
【０６９５】
【数２２５】

【０６９６】
になるようにされ、
【０６９７】
【数２２６】

【０６９８】
は、第2のPDCCHによって占められる第1のCCEの番号であり、
【０６９９】
【数２２７】

【０７００】
は、第4のPUCCHリソースのオフセットである。
【０７０１】
　解決策2は、より柔軟である。解決策2において、第2の割当モジュール340は、第1の決
定ユニット341、第2の決定ユニット343、および割当ユニット345を含む。
【０７０２】
　第1の決定ユニット341は、M3およびi'を決定するように構成され、ここで、M3は、第2
のダウンリンクサブフレーム集合内の、その中でPDCCH領域が構成されるダウンリンクサ
ブフレームの量であり、i'は、第4のダウンリンクサブフレームのシーケンス番号であり
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Hリソース領域に従ってそれのために予約される必要があるダウンリンクサブフレームの
量であり、i'は、第4のダウンリンクサブフレームのシーケンス番号である。オプション
で、UEは、基地局によって送信された上位レイヤシグナリングまたは物理レイヤシグナリ
ングを受信することによって、M3およびi'の値を獲得する。
【０７０３】
　第2の決定ユニット343は、第2のPUCCHリソース領域のオフセットNΔを決定するように
構成され、ここで、このオフセットは、第2のダウンリンクサブフレーム集合に割り当て
られたPUCCHリソース領域とUEの第1のグループに割り当てられたPUCCHリソース領域とを
完全に交互に交替させる。
【０７０４】
　詳細については、ユーザ機器内の第2の決定ユニット343の説明を参照されたく、これを
ここで説明することはしない。
【０７０５】
　割当ユニット345は、第1のアップリンクサブフレーム内で、M3、i'、およびのオフセッ
トNΔに従って第4のPUCCHリソースを決定するように構成される。
【０７０６】
　具体的には、割当ユニット345は、式
【０７０７】
【数２２８】

【０７０８】
に従って第4のダウンリンクサブフレームにPUCCHリソースを割り当て、ここで、
【０７０９】

【数２２９】

【０７１０】
は、第2のPUCCHリソース領域内の第4のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号
であり、アンテナポートがp0である時には、x=0であり、アンテナポートがp1である時に
は、x=1であり、
【０７１１】

【数２３０】

【０７１２】
であり、
【０７１３】
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【数２３１】

【０７１４】
は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、
【０７１５】

【数２３２】

【０７１６】
は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、
【０７１７】
【数２３３】

【０７１８】
になるようにされ、
【０７１９】
【数２３４】

【０７２０】
は、第2のPDCCHによって占められる第1のCCEの番号であり、
【０７２１】
【数２３５】

【０７２２】
は、第4のPUCCHリソースのオフセットである。
【０７２３】
　この実施の形において、PUCCHリソース領域が、UEの第2のグループに割り当てられる時
に、UEの第2のグループおよびUEの第1のグループの同一のHARQタイミングを有するダウン
リンクサブフレームに関して、基地局は、UEの第1のグループのマッピングルールに従っ
てPUCCHリソース領域を決定し、UEの第1のグループとは異なるHARQタイミングを有するダ
ウンリンクサブフレームについて、基地局は、UEの第1のグループのPUCCHリソース領域の
オーバーラップがないことを保証するために、新しいマッピングルールに従ってPUCCHリ
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ソース領域を決定し、したがって、この方法は、基地局の実施の複雑さを回避するだけで
はなく、PUCCHリソースオーバーヘッドをも減らす。
【０７２４】
　図17を参照すると、図17は、本願による基地局の第2の実施の形の概略構造図である。
この実施の形における基地局は、トランシーバ基地局BTS 410および基地局制御装置BSC 4
20を含む。トランシーバ基地局410は、基地局制御装置420に結合される。
【０７２５】
　トランシーバ基地局410は、無線送信/受信デバイス、アンテナ、および無線インターフ
ェースのためのすべての特殊な信号処理部分を含む。トランシーバ基地局410は、モバイ
ル信号の受信および送信の処理の責任を負うように構成される。
【０７２６】
　基地局制御装置420は、第1のダウンリンクサブフレーム集合を決定するように構成され
、第1のダウンリンクサブフレーム集合は、第1のアップリンク-ダウンリンク構成と第2の
アップリンク-ダウンリンク構成との両方において第1のアップリンクサブフレームに関連
する。
【０７２７】
　たとえば、基地局は、UE能力、サービス要件、リリース情報、または類似物に従って2
つのUEグループを決定する。たとえば、UEの第1のグループは、動的TDDアップリンク-ダ
ウンリンク構成能力を有しないUEであり、UEの第2のグループは、動的TDDアップリンク-
ダウンリンク構成能力を有するUEであり、または、UEの第1のグループは、基地局によっ
て動的TDDアップリンク-ダウンリンク構成を用いては構成されないUEであり、UEの第2の
グループは、基地局によって動的TDDアップリンク-ダウンリンク構成を用いて構成される
UEであり、または、UEの第1のグループは、レガシUEすなわち、後方互換UE(legacy UE)、
たとえば、LTE Release-8/9/10/11をサポートするUEであり、UEの第2のグループは、より
後に公表されたUE、たとえば、LTE Release-12をサポートしもしくはLTE Release-12より
後のリリースをサポートするUEである。
【０７２８】
　基地局は、UEの第1のグループのために第1のアップリンク-ダウンリンク構成を構成す
る、すなわち、第1のアップリンク-ダウンリンク構成は、UEの第1のグループに適用され
るアップリンク-ダウンリンク構成である。基地局は、上位レイヤシグナリングを使用す
ることによって、好ましくはSIB1(システム情報ブロック1、System Information Block 1
)を使用することによって、第1のアップリンク-ダウンリンク構成についてUEの第1のグル
ープに通知することができる。上位レイヤシグナリング(Higher Layer Signaling)は、物
理レイヤシグナリングに対する相対的なものであり、上位レイヤからの、より低い送信頻
度を有するシグナリングであり、無線リソース制御(RRC、Radio Resource Control)シグ
ナリング、媒体アクセス制御(MAC、Media Access Control)シグナリング、および類似物
を含む。
【０７２９】
　基地局は、UEの第2のグループのために第2のアップリンク-ダウンリンク構成を構成す
る、すなわち、第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、UEの第2のグループに適用され
るアップリンク-ダウンリンク構成である。第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、ア
ップリンク-ダウンリンクサブフレーム割当を示すのに使用され得、言い換えると、アッ
プリンク-ダウンリンクデータを送信するのに使用され得るサブフレームを示すのに使用
され得る。これに対応して、第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、相対的に動的な形
で変化し、基地局は、物理レイヤシグナリングを使用することによって、第2のアップリ
ンク-ダウンリンク構成についてUEの第2のグループに通知することができる。代替案では
、好ましくは、第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、基準アップリンク-ダウンリン
ク構成(reference UL-DL configuration)であり、基準アップリンク-ダウンリンク構成は
、UEのHARQタイミングを決定するのに使用される。動的TDDアップリンク-ダウンリンク構
成の応用シナリオにおいて、アップリンク-ダウンリンク構成は、動的に変化することが
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でき、これに対応して、HARQタイミングも、動的に変化する。この形で、アップリンク-
ダウンリンク構成が変化しつつある期間内に、いくつかのダウンリンクパケットに関する
HARQフィードバック情報が送信され得ないことが引き起こされ、したがって、基準アップ
リンク-ダウンリンク構成が導入され、アップリンク-ダウンリンク構成が変化する場合で
あっても、UEは、この構成に従ってHARQタイミングをも決定し、これによって、ダウンリ
ンクパケットに関するHARQフィードバック情報が、アップリンク-ダウンリンク構成が変
化しつつある期間内に送信され得ないという問題を回避する。好ましくは、基準アップリ
ンク-ダウンリンク構成は、ダウンリンクサブフレームの量が、アップリンクサブフレー
ムの量より多い構成、たとえば、アップリンク-ダウンリンク構成5またはアップリンク-
ダウンリンク構成2である。基準アップリンク-ダウンリンク構成を構成する、3つの方法
がある。1.基地局は、上位レイヤシグナリング(たとえば、RRCシグナリング)を使用する
ことによって、第2のアップリンク-ダウンリンク構成についてUEの第2の
グループに通知することができる。2.基準アップリンク-ダウンリンク構成が、アップリ
ンク-ダウンリンク構成5またはアップリンク-ダウンリンク構成2であることが、標準規格
において事前に定義されている。3.基準アップリンク-ダウンリンク構成を決定するルー
ルが、標準規格において事前に定義され、基地局とUEとの両方が、このルールに従って基
準アップリンク-ダウンリンク構成を決定する。たとえば、スイッチングの前と後との2つ
のアップリンク-ダウンリンク構成の両方が、5msのダウンリンクからアップリンクへのス
イッチングポイント期間に属する時には、アップリンク-ダウンリンク構成2が、基準アッ
プリンク-ダウンリンク構成として使用され、スイッチングの前後の2つのアップリンク-
ダウンリンク構成のいずれかが、10msのダウンリンクからアップリンクへのスイッチング
ポイント期間に属する時には、アップリンク-ダウンリンク構成5が、基準アップリンク-
ダウンリンク構成として使用される。
【０７３０】
　UEの第1のグループに関して、PUCCHリソース領域割当を、既存のアルゴリズムに従って
実行することができる。UEの第2のグループに関して、PUCCHリソース領域割当を、以下に
従って実行することができる。
【０７３１】
　異なるHARQタイミングが、異なるアップリンク-ダウンリンク構成に関して定義される
が、いくつかのダウンリンクサブフレームに関して、それでも、同一のHARQタイミングが
、2つのアップリンク-ダウンリンク構成内に存在する。したがって、基地局は、その後に
ルールに従ってPUCCHリソース領域を予約するために、1つのサブフレーム集合が、これら
のダウンリンクサブフレームを含むと決定する。
【０７３２】
　したがって、基地局は、第1のダウンリンクサブフレーム集合を決定し、第1のダウンリ
ンクサブフレーム集合は、第1のアップリンク-ダウンリンク構成と第2のアップリンク-ダ
ウンリンク構成との両方において第1のアップリンクサブフレームに関連する。基地局は
、第1のアップリンク-ダウンリンク構成のHARQタイミングに従って、第1のアップリンク
サブフレームに関連するダウンリンクサブフレーム集合Aを決定し、次に、基地局は、第2
のアップリンク-ダウンリンク構成のHARQタイミングに従って、第1のアップリンクサブフ
レームに関連するダウンリンクサブフレーム集合Bを決定し、最後に、基地局制御装置420
は、第1のダウンリンクサブフレーム集合が、ダウンリンクサブフレーム集合Aとダウンリ
ンクサブフレーム集合Bとの積集合であると決定する。
【０７３３】
　基地局制御装置420は、第1のダウンリンクサブフレーム集合を受け取り、第1のアップ
リンクサブフレーム内で、第1のアップリンク-ダウンリンク構成のHARQタイミングに従っ
て第1のPUCCHリソース領域を決定するように構成され、第1のPUCCHリソース領域は、第1
のダウンリンクサブフレーム集合のHARQフィードバック情報のために予約されたリソース
領域である。
【０７３４】
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　たとえば、第1のダウンリンクサブフレーム集合のHARQフィードバック情報は、第1のダ
ウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレーム内で送信されるPDSCHのHARQ
フィードバック情報またはダウンリンクSPSリリースシグナリングを指す。
【０７３５】
　第1のダウンリンクサブフレーム集合に関して、基地局制御装置420は、第1のアップリ
ンク-ダウンリンク構成のHARQタイミングに従って、UEの第2のグループのPUCCHリソース
領域を決定する。具体的には、基地局制御装置420は、M1およびjに従って第1のダウンリ
ンクサブフレーム集合に第1のPUCCHリソース領域を割り当て、ここで、M1は、第1のアッ
プリンク-ダウンリンク構成のHARQタイミングに従って決定される、第1のアップリンクサ
ブフレームに関連するダウンリンクサブフレーム集合A内の要素の量であり、jは、ダウン
リンクサブフレーム集合A内の、第1のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサ
ブフレームのシーケンス番号である。この形で、第1のダウンリンクサブフレーム集合に
関して、基地局は、UEの第1のグループとUEの第2のグループとの両方に関して同一のPUCC
Hリソース領域を構成し、これは、基地局の実施の複雑さを回避するだけではなく、PUCCH
リソースオーバーヘッドをも減らす。
【０７３６】
　具体的には、基地局制御装置420は、式
【０７３７】
【数２３６】

【０７３８】
に従って第1のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレームにPUCCHリソ
ース領域を割り当て、ここで、
【０７３９】

【数２３７】

【０７４０】
は、第1のPUCCHリソース領域内のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号であ
り、アンテナポートがp0である時には、x=0であり、アンテナポートがp1である時には、x
=1であり、より多くのアンテナポートがある時には、同様であり、M1は、第1のアップリ
ンク-ダウンリンク構成に従って決定される、第1のアップリンクサブフレームに関連する
ダウンリンクサブフレーム集合A内の要素の量であり、jは、ダウンリンクサブフレーム集
合A内の、第1のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレームのシーケン
ス番号であり、
【０７４１】
【数２３８】

【０７４２】
であり、
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【０７４３】
【数２３９】

【０７４４】
は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、
【０７４５】

【数２４０】

【０７４６】
は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、Nc≦nCCE<
Nc+1になるようにされ、nCCEは、第1のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンク
サブフレーム内で送信されるPDCCHによって占められる第1のCCEの番号であり、
【０７４７】
【数２４１】

【０７４８】
は、第1のPUCCHリソース領域のオフセットであり、上位レイヤシグナリングを使用するこ
とによって構成される、すなわち、UEの第1のグループに関して構成されるリソースオフ
セットである。
【０７４９】
　したがって、UEの第1のグループおよびUEの第2のグループに関して、第1のダウンリン
クサブフレーム集合のPUCCHリソースを決定するのに使用されるパラメータMおよびjの値
は、同一である。したがって、UEの第1のグループおよびUEの第2のグループに関して、同
一のダウンリンクサブフレームに割り当てられるPUCCHリソース領域は、同一である。
【０７５０】
　基地局制御装置420は、第2のダウンリンクサブフレーム集合を決定するように構成され
、第2のダウンリンクサブフレーム集合は、第2のアップリンク-ダウンリンク構成におい
て第1のアップリンクサブフレームに関連し、第2のダウンリンクサブフレーム集合は、第
1のアップリンク-ダウンリンク構成において第1のアップリンクサブフレームに関連しな
い。
【０７５１】
　たとえば、基地局は、第1のアップリンク-ダウンリンク構成に従って、第1のアップリ
ンクサブフレームに関連するダウンリンクサブフレーム集合Aを決定し、次に、基地局は
、第2のアップリンク-ダウンリンク構成に従って、第1のアップリンクサブフレームに関
連するダウンリンクサブフレーム集合Bを決定し、最後に、基地局制御装置420は、第2の
ダウンリンクサブフレーム集合が、ダウンリンクサブフレーム集合Aの補集合
【０７５２】
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【数２４２】

【０７５３】
とダウンリンクサブフレーム集合Bとの積集合であると決定する。すなわち、第2のダウン
リンクサブフレーム集合内に含まれるダウンリンクサブフレームは、ダウンリンクサブフ
レーム集合Aには属さないが、ダウンリンクサブフレーム集合Bには属する。
【０７５４】
　基地局制御装置420は、第2のダウンリンクサブフレーム集合を受信し、第1のアップリ
ンクサブフレーム内で、第2のPUCCHリソース領域を決定するように構成され、第2のPUCCH
リソース領域は、第2のダウンリンクサブフレーム集合のHARQフィードバック情報のため
に予約されたリソース領域である。
【０７５５】
　解決策1において、基地局制御装置420は、M2およびiを決定するように構成され、M2は
、第2のダウンリンクサブフレーム集合内の要素の量であり、iは、第2のダウンリンクサ
ブフレーム集合内の、第2のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレー
ムのシーケンス番号である。
【０７５６】
　基地局制御装置420は、オフセットNΔを決定し、ここで、このオフセットは、第2のダ
ウンリンクサブフレーム集合に割り当てられたPUCCHリソース領域とUEの第1のグループに
割り当てられたPUCCHリソース領域とを完全に交互に交替させる。
【０７５７】
　オフセットを決定する方法において、基地局制御装置420は、オフセットを、第1のアッ
プリンク-ダウンリンク構成内の第1のアップリンクサブフレームに関連するダウンリンク
サブフレームの量と1つのダウンリンクサブフレーム内で構成され得るCCEの最大量との積
と等しくする。
【０７５８】
　別の方法では、基地局制御装置420は、オフセットを、第1のアップリンク-ダウンリン
ク構成内の第1のアップリンクサブフレームに関連するダウンリンクサブフレームの量に1
つのダウンリンクサブフレーム内で実際に構成されるCCEの量を乗じたものと等しくする
。
【０７５９】
　具体的には、これらの方法を、オフセットを決定する以下の4つの方法に分類すること
ができる。
【０７６０】
　方法1:ルールが、標準規格において事前に決定され、このルールは、UEの第1のグルー
プとUEの第2のグループとに関して構成されるPUCCHリソース領域が、衝突しないことを保
証し、これによって、基地局の実施の複雑さを回避する必要がある。たとえば、PDCCH領
域が、最大4つのOFDMシンボルを占め、NΔ=M1×N4であり、M1が、第1のアップリンク-ダ
ウンリンク構成に従って決定され、第1のアップリンクサブフレームに関連するダウンリ
ンクサブフレーム集合内の要素の量を表し、あるいは、ダウンリンクシステム帯域幅に従
って区別が行われ得、ここで、ダウンリンクシステム帯域幅は、10RB以下であり、PDCCH
領域が、最大4つのOFDMシンボルN4を占め、あるいは、PDCCH領域が、最大3つのOFDMシン
ボルN3を占め、したがって、基地局制御装置420は、以下の式に従ってオフセットNΔを決
定する。
【０７６１】
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【数２４３】

【０７６２】
　方法2:基地局制御装置420は、上位レイヤシグナリングまたは物理レイヤシグナリング
を送信し、ここで、上位レイヤシグナリングまたは物理レイヤシグナリングは、NΔを示
す。UEの第1のグループに関して、1つのオフセット
【０７６３】
【数２４４】

【０７６４】
が、上位レイヤシグナリングを使用することによっても構成され、これに対応して、第2
のダウンリンクサブフレーム集合に関して、実際のオフセットが、
【０７６５】

【数２４５】

【０７６６】
であり、したがって、オプションで、基地局は、上位レイヤシグナリングまたは物理レイ
ヤシグナリングを送信し、ここで、上位レイヤシグナリングまたは物理レイヤシグナリン
グは、
【０７６７】
【数２４６】

【０７６８】
を示す。
【０７６９】
　方法3:同様に、NΔ=M1×Ncであり、基地局制御装置420は、上位レイヤシグナリングま
たは物理レイヤシグナリングを送信し、ここで、上位レイヤシグナリングまたは物理レイ
ヤシグナリングは、cの値を示す。
【０７７０】
　基地局制御装置420は、M2、i、およびオフセットNΔに従って、第2のPUCCHリソース領
域を決定するように構成される。
【０７７１】
　具体的には、基地局は、式
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【０７７２】
【数２４７】

【０７７３】
に従って、第2のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレームにPUCCHリ
ソースを割り当て、ここで、
【０７７４】
【数２４８】

【０７７５】
は、第2のPUCCHリソース領域内のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号であ
り、アンテナポートがp0である時には、x=0であり、アンテナポートがp1である時には、x
=1であり、M2は、第2のダウンリンクサブフレーム集合内の要素の量であり、iは、第2の
ダウンリンクサブフレーム集合内の第4のダウンリンクサブフレームのシーケンス番号で
あり、
【０７７６】
【数２４９】

【０７７７】
であり、
【０７７８】
【数２５０】

【０７７９】
は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、
【０７８０】
【数２５１】

【０７８１】
は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、
【０７８２】
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【数２５２】

【０７８３】
になるようにされ、
【０７８４】

【数２５３】

【０７８５】
は、第2のPDCCHによって占められる第1のCCEの番号であり、
【０７８６】

【数２５４】

【０７８７】
は、第2のPUCCHリソース領域のオフセットである。
【０７８８】
　解決策2は、より柔軟であり、解決策2において、基地局制御装置420は、M3およびi'を
決定するように構成され、ここで、M3は、第2のダウンリンクサブフレーム集合内の、そ
の中でPDCCH領域が構成されるダウンリンクサブフレームの量であり、i'は、第2のダウン
リンクサブフレーム集合内の、その中でPDCCH領域が構成されるダウンリンクサブフレー
ムのシーケンス番号であり、あるいは、M3は、第2のダウンリンクサブフレーム集合内の
、PDCCHリソース領域がPDCCHリソース領域に従ってそれのために予約される必要があるダ
ウンリンクサブフレームの量であり、i'は、第2のダウンリンクサブフレーム集合内の、P
DCCHリソース領域がPDCCHリソース領域に従ってそれのために予約される必要があるダウ
ンリンクサブフレームのシーケンス番号である。オプションで、基地局は、上位レイヤシ
グナリングまたは物理レイヤシグナリングを使用することによって、M3およびi'の値につ
いてUEの第2のグループに通知することができる。
【０７８９】
　基地局制御装置420は、第2のPUCCHリソース領域のオフセットNΔを決定するように構成
され、ここで、このオフセットは、第2のダウンリンクサブフレーム集合に割り当てられ
たPUCCHリソース領域とUEの第1のグループに割り当てられたPUCCHリソース領域とを完全
に交互に交替させる。
【０７９０】
　詳細については、基地局制御装置420の前述の説明を参照されたく、これをここで説明
することはしない。
【０７９１】
　基地局制御装置420は、第1のアップリンクサブフレーム内で、M3、i'、およびオフセッ
トNΔに従って第2のPUCCHリソース領域を決定するように構成される。
【０７９２】
　具体的には、基地局は、式
【０７９３】
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【数２５５】

【０７９４】
に従って第2のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレームにPUCCHリソ
ースを割り当て、ここで、
【０７９５】

【数２５６】

【０７９６】
は、第2のPUCCHリソース領域内のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号であ
り、ここで、アンテナポートがp0である時にはx=0であり、アンテナポートがp1である時
にはx=1であり、
【０７９７】

【数２５７】

【０７９８】
であり、
【０７９９】

【数２５８】

【０８００】
は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、
【０８０１】

【数２５９】

【０８０２】
は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、
【０８０３】
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【数２６０】

【０８０４】
になるようにされ、
【０８０５】

【数２６１】

【０８０６】
は、第2のPDCCHによって占められる最初のCCEの番号であり、
【０８０７】

【数２６２】

【０８０８】
は、第2のPDCCHリソース領域のオフセットである。
【０８０９】
　この実施の形において、PUCCHリソース領域が、UEの第2のグループに割り当てられる時
に、UEの第2のグループおよびUEの第1のグループの同一のHARQタイミングを有するダウン
リンクサブフレームに関して、基地局は、UEの第1のグループのマッピングルールに従っ
てPUCCHリソース領域を決定し、UEの第1のグループとは異なるHARQタイミングを有するダ
ウンリンクサブフレームについて、基地局は、UEの第1のグループのPUCCHリソース領域の
オーバーラップがないことを保証するために、新しいマッピングルールに従ってPUCCHリ
ソース領域を決定し、したがって、この方法は、基地局の実施の複雑さを回避するだけで
はなく、PUCCHリソースオーバーヘッドをも減らす。
【０８１０】
　図18を参照すると、図18は、本願によるユーザ機器の第2の実施の形の概略構造図であ
る。この実施の形におけるユーザ機器500は、受信器501、プロセッサ502、メモリ503、お
よび送信器504を含む。UEは、第2のグループのUEであり、UEの第2のグループは、動的TDD
アップリンク-ダウンリンク構成能力を有するUE、動的TDDアップリンク-ダウンリンク構
成を用いて構成されるUE、またはより後に公表されたUEであり、第1のアップリンク-ダウ
ンリンク構成は、ユーザ機器UEの第1のグループによって使用されるアップリンク-ダウン
リンク構成であり、UEの第1のグループは、動的TDDアップリンク-ダウンリンク構成能力
を有しないUE、動的TDDアップリンク-ダウンリンク構成を用いては構成されないUE、また
はレガシUEであり、第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、UEの第2のグループに適用
される、UEの第2のグループのHARQタイミングを示すのに使用される、基準アップリンク-
ダウンリンク構成、またはUEの第2のグループのアップリンク-ダウンリンクサブフレーム
割当を示すのに使用されるアップリンク-ダウンリンク構成である。
【０８１１】
　受信器501は、無線の形でデータを受信することができる。
【０８１２】
　プロセッサ502は、ユーザ機器600の動作を制御し、プロセッサ502は、CPU(Central Pro
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cessing Unit、中央処理装置)と呼ばれる場合もある。プロセッサ502は、集積回路チップ
とすることができ、信号処理能力を有する。プロセッサ502を、汎用プロセッサ、ディジ
タル信号プロセッサ(DSP)、特定用途向け集積回路(ASIC)、フィールドプログラマブルゲ
ートアレイ(FPGA)もしくは別のプログラマブル論理デバイス、ディスクリートゲートもし
くはトランジスタ論理デバイス、またはディスクリートハードウェアコンポーネントとす
ることもできる。汎用プロセッサを、マイクロプロセッサとすることができ、あるいは、
プロセッサを、任意の従来のプロセッサおよび類似物とすることができる。
【０８１３】
　メモリ503は、読取専用メモリおよびランダムアクセスメモリを含むことができ、命令
およびデータをプロセッサ502に供給する。メモリ503の一部が、不揮発性ランダムアクセ
スメモリ(NVRAM)をさらに含むことができる。
【０８１４】
　送信器504は、無線の形でデータを送信することができる。
【０８１５】
　ユーザ機器500のコンポーネントは、バスシステム505を使用することによって一緒に結
合され、ここで、データバスに加えて、バスシステム505は、電力バス、制御バス、状況
信号バス、および類似物をさらに含むことができる。しかし、明瞭な説明のために、図内
の様々なタイプのバスは、すべてがバスシステム505としてマークされている。
【０８１６】
　メモリ503は、下記の要素、実行可能モジュール、もしくはデータ構造、またはそのサ
ブセットもしくはその拡張されたセットを記憶する。
　動作命令:様々な動作を実施するのに使用される、様々な動作命令を含む、および
　オペレーティングシステム:様々な基本サービスを実施し、ハードウェアベースのタス
クを処理するように構成された、様々なシステムプログラムを含む。
【０８１７】
　本発明のこの実施形態において、プロセッサ502は、メモリ503内に記憶された動作命令
(動作命令は、オペレーティングシステム内に記憶され得る)を呼び出すことによって、以
下の動作を実行する。
　プロセッサ502によって、第1のダウンリンクサブフレーム集合を決定することであって
、第1のダウンリンクサブフレーム集合は、第1のアップリンク-ダウンリンク構成と第2の
アップリンク-ダウンリンク構成との両方において第1のアップリンクサブフレームに関連
する、決定することと、
　受信器501によって、第3のダウンリンクサブフレーム内で第1のPDCCHを受信することと
、
　プロセッサ502は、第3のダウンリンクサブフレームが第1のダウンリンクサブフレーム
集合に属する時に、第1のアップリンクサブフレーム内で、第1のアップリンク-ダウンリ
ンク構成のHARQタイミングに従って第3のPUCCHリソースを決定するように構成され、第3
のPUCCHリソースは、第1のPDCCHによってスケジューリングされたPDSCHのHARQフィードバ
ック情報または第1のPDCCHによって示されるダウンリンクSPSリリースシグナリングのHAR
Qフィードバック情報によって占められるPUCCHリソースである。
【０８１８】
　オプションで、プロセッサ502は、第1のアップリンクサブフレーム内で、M1およびjに
従って第3のダウンリンクサブフレームの第3のPUCCHリソースを決定するようにさらに構
成され、M1は、第1のアップリンク-ダウンリンク構成のHARQタイミングに従って決定され
る、第1のアップリンクサブフレームに関連するダウンリンクサブフレーム集合A内の要素
の量であり、jは、ダウンリンクサブフレーム集合A内の第3のダウンリンクサブフレーム
のシーケンス番号である。
【０８１９】
　オプションで、プロセッサ502は、式
【０８２０】
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【数２６３】

【０８２１】
　に従って第3のPUCCHリソースを決定するようにさらに構成され、
【０８２２】

【数２６４】

【０８２３】
は、第3のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号であり、xは、非負の整数で
あり、
【０８２４】
【数２６５】

【０８２５】
であり、
【０８２６】
【数２６６】

【０８２７】
は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、
【０８２８】
【数２６７】

【０８２９】
は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、Nc≦nCCE<
Nc+1になるようにされ、nCCEは、第1のPDCCHによって占められる第1のCCEの番号であり、
【０８３０】

【数２６８】
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【０８３１】
は、第3のPUCCHリソースのオフセットである。
【０８３２】
　オプションで、プロセッサ502は、第2のダウンリンクサブフレーム集合を決定するよう
にさらに構成され、第2のダウンリンクサブフレーム集合は、第2のアップリンク-ダウン
リンク構成において第1のアップリンクサブフレームに関連し、第2のダウンリンクサブフ
レーム集合は、第1のアップリンク-ダウンリンク構成において第1のアップリンクサブフ
レームに関連せず、受信器501は、第4のダウンリンクサブフレーム内で第2のPDCCHを受信
するようにさらに構成され、プロセッサ502は、第4のダウンリンクサブフレームが第2の
ダウンリンクサブフレーム集合に属する時に、第4のPUCCHリソースを決定するようにさら
に構成され、第4のPUCCHリソースは、第2のPDCCHによってスケジューリングされたPDSCH
のHARQフィードバック情報または第2のPDCCHによって示されるダウンリンクSPSリリース
シグナリングのHARQフィードバック情報によって占められるPUCCHリソースである。
【０８３３】
　オプションで、プロセッサ502は、M2およびiを決定し、M2は、第2のダウンリンクサブ
フレーム集合内の要素の量であり、iは、第2のダウンリンクサブフレーム集合内の第4の
ダウンリンクサブフレームのシーケンス番号であり;第2のオフセットNΔを決定し;第1の
アップリンクサブフレーム内で、M2、i、および第2のオフセットNΔに従って第4のPUCCH
リソースを決定するようにさらに構成される。
【０８３４】
　オプションで、受信器501は、第1のシグナリングを受信し、M2およびiを決定するよう
にさらに構成され、第1のシグナリングは、M2およびiを示し、M2は、第2のダウンリンク
サブフレーム集合内の、それのためにPUCCHリソース領域がPDCCHリソース領域に従って予
約される必要があるダウンリンクサブフレームの量であり、iは、第4のダウンリンクサブ
フレームのシーケンス番号である。プロセッサ502は、第2のオフセットNΔを決定し、第1
のアップリンクサブフレーム内で、M2、i、および第2のオフセットNΔに従って第4のPUCC
Hリソースを決定するようにさらに構成される。
【０８３５】
　オプションで、プロセッサ502は、第2のオフセットNΔが第1のアップリンク-ダウンリ
ンク構成において第1のアップリンクサブフレームに関連するダウンリンクサブフレーム
の量に1つのダウンリンクサブフレーム内で構成され得るCCEの最大量を乗じたものと等し
いと決定するようにさらに構成され、あるいは、受信器501は、第2のシグナリングを受信
し、第2のオフセットNΔを決定するようにさらに構成され、第2のシグナリングは、第2の
オフセットNΔまたは
【０８３６】
【数２６９】

【０８３７】
を示し、
【０８３８】

【数２７０】

【０８３９】
であり、あるいは、受信器501は、第3のシグナリングを受信し、第2のオフセットNΔ=M1
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【０８４０】
　オプションで、プロセッサ502は、式
【０８４１】
【数２７１】

【０８４２】
に従って第4のPUCCHリソースを決定するようにさらに構成され、
【０８４３】
【数２７２】

【０８４４】
は、第4のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号であり、xは、非負の整数で
あり、
【０８４５】

【数２７３】

【０８４６】
であり、
【０８４７】
【数２７４】

【０８４８】
は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、
【０８４９】
【数２７５】

【０８５０】
は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、
【０８５１】
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【数２７６】

【０８５２】
になるようにされ、
【０８５３】

【数２７７】

【０８５４】
は、第2のPDCCHによって占められる第1のCCEの番号であり、
【０８５５】
【数２７８】

【０８５６】
は、第4のPUCCHリソースのオフセットである。
【０８５７】
　本発明の前述の実施形態において開示された方法は、プロセッサ502に適用され得、あ
るいは、プロセッサ502を使用することによって実施され得る。実施プロセスにおいて、
前述の方法のステップは、プロセッサ502内のハードウェア集積論理回路またはソフトウ
ェアの形の命令を使用することによって完了され得る。プロセッサ502は、本発明の実施
形態において開示される方法、ステップ、および論理ブロック図を実施しまたは実行する
ことができる。本発明の実施形態に関連して開示される方法のステップは、ハードウェア
復号式プロセッサによって直接に実行され、完了され得、あるいは、復号式プロセッサ内
のハードウェアモジュールとソフトウェアモジュールとの組合せを使用することによって
実行され、完了され得る。ソフトウェアモジュールは、ランダムアクセスメモリ、フラッ
シュメモリ、読取専用メモリ、プログラマブル読取専用メモリ、電気的消去可能プログラ
マブルメモリ、またはレジスタなど、当技術分野において成熟した記憶媒体内に配置され
得る。記憶媒体は、メモリ503内に配置され、プロセッサ502は、メモリ503内の情報を読
み取り、プロセッサ502のハードウェアと組み合わせて前述の方法のステップを完了する
。
【０８５８】
　この実施の形において、PUCCHリソース領域が、UEの第2のグループに割り当てられる時
に、UEの第2のグループおよびUEの第1のグループの同一のHARQタイミングを有するダウン
リンクサブフレームに関して、基地局は、UEの第1のグループのマッピングルールに従っ
てPUCCHリソース領域を決定し、UEの第1のグループとは異なるHARQタイミングを有するダ
ウンリンクサブフレームについて、基地局は、UEの第1のグループのPUCCHリソース領域の
オーバーラップがないことを保証するために、新しいマッピングルールに従ってPUCCHリ
ソース領域を決定し、したがって、この方法は、基地局の実施の複雑さを回避するだけで
はなく、PUCCHリソースオーバーヘッドをも減らす。
【０８５９】
　図19を参照すると、図19は、本願による基地局の第3の実施の形の概略構造図である。
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本願における基地局は、第1の構成モジュール601、第1の決定モジュール602、第2の構成
モジュール603、送信モジュール604、および第2の決定モジュール605を含む。
【０８６０】
　第1の構成モジュール601は、第2のアップリンク-ダウンリンク構成を構成するように構
成される。第1のアップリンク-ダウンリンク構成は、ユーザ機器UEの第1のグループによ
って使用されるアップリンク-ダウンリンク構成であり、UEの第1のグループは、動的TDD
アップリンク-ダウンリンク構成能力を有しないUE、動的TDDアップリンク-ダウンリンク
構成を用いては構成されないUE、またはレガシUEであり、第2のアップリンク-ダウンリン
ク構成は、UEの第2のグループに適用される、UEの第2のグループのHARQタイミングを示す
のに使用される、基準アップリンク-ダウンリンク構成、またはUEの第2のグループのアッ
プリンク-ダウンリンクサブフレーム割当を示すのに使用されるアップリンク-ダウンリン
ク構成であり、UEの第2のグループは、動的TDDアップリンク-ダウンリンク構成能力を有
するUE、動的TDDアップリンク-ダウンリンク構成を用いて構成されるUE、またはより後に
公表されたUEである。
【０８６１】
　基地局は、UEの第1のグループのために第1のアップリンク-ダウンリンク構成を構成す
る、すなわち、第1のアップリンク-ダウンリンク構成は、UEの第1のグループに適用され
るアップリンク-ダウンリンク構成である。基地局は、上位レイヤシグナリングを使用す
ることによって、好ましくはSIB1(システム情報ブロック1、System Information Block 1
)を使用することによって、第1のアップリンク-ダウンリンク構成についてUEの第1のグル
ープに通知することができる。上位レイヤシグナリング(Higher Layer Signaling)は、物
理レイヤシグナリングに対する相対的なものであり、上位レイヤからの、より低い送信頻
度を有するシグナリングであり、無線リソース制御(RRC、Radio Resource Control)シグ
ナリング、媒体アクセス制御(MAC、Media Access Control)シグナリング、および類似物
を含む。
【０８６２】
　第1の構成モジュール601は、UEの第2のグループのために第2のアップリンク-ダウンリ
ンク構成を構成する、すなわち、第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、UEの第2のグ
ループに適用されるアップリンク-ダウンリンク構成である。第2のアップリンク-ダウン
リンク構成は、アップリンク-ダウンリンクサブフレーム割当を示すのに使用され得、言
い換えると、アップリンク-ダウンリンクデータを送信するのに使用され得るサブフレー
ムを示すのに使用され得る。これに対応して、第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、
相対的に動的な形で変化し、基地局は、物理レイヤシグナリングを使用することによって
、第2のアップリンク-ダウンリンク構成についてUEの第2のグループに通知することがで
きる。代替案では、好ましくは、第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、基準アップリ
ンク-ダウンリンク構成(reference UL-DL configuration)であり、基準アップリンク-ダ
ウンリンク構成は、UEのHARQタイミングを決定するのに使用される。動的TDDアップリン
ク-ダウンリンク構成の応用シナリオにおいて、アップリンク-ダウンリンク構成は、動的
に変化することができ、これに対応して、HARQタイミングも、動的に変化する。この形で
、アップリンク-ダウンリンク構成が変化しつつある期間内に、いくつかのダウンリンク
パケットに関するHARQフィードバック情報が送信され得ないことが引き起こされ、したが
って、基準アップリンク-ダウンリンク構成が導入され、アップリンク-ダウンリンク構成
が変化する場合であっても、UEは、この構成に従ってHARQタイミングをも決定し、これに
よって、ダウンリンクパケットに関するHARQフィードバック情報が、アップリンク-ダウ
ンリンク構成が変化しつつある期間内に送信され得ないという問題を回避する。好ましく
は、基準アップリンク-ダウンリンク構成は、ダウンリンクサブフレームの量が、アップ
リンクサブフレームの量より多い構成、たとえば、アップリンク-ダウンリンク構成5また
はアップリンク-ダウンリンク構成2である。基準アップリンク-ダウンリンク構成を構成
する、3つの方法がある。1.基地局は、上位レイヤシグナリング(たとえば、RRCシグナリ
ング)を使用することによって、第2のアップリンク-ダウンリンク構成
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についてUEの第2のグループに通知することができる。2.基準アップリンク-ダウンリンク
構成が、アップリンク-ダウンリンク構成5またはアップリンク-ダウンリンク構成2である
ことが、標準規格において事前に定義されている。3.基準アップリンク-ダウンリンク構
成を決定するルールが、標準規格において事前に定義され、基地局とUEとの両方が、この
ルールに従って基準アップリンク-ダウンリンク構成を決定する。たとえば、スイッチン
グの前と後との2つのアップリンク-ダウンリンク構成の両方が、5msのダウンリンクから
アップリンクへのスイッチングポイント期間に属する時には、アップリンク-ダウンリン
ク構成2が、基準アップリンク-ダウンリンク構成として使用され、スイッチングの前後の
2つのアップリンク-ダウンリンク構成のいずれかが、10msのダウンリンクからアップリン
クへのスイッチングポイント期間に属する時には、アップリンク-ダウンリンク構成5が、
基準アップリンク-ダウンリンク構成として使用される。
【０８６３】
　第1の決定モジュール602は、第2のアップリンク-ダウンリンク構成のHARQタイミングに
従って第5のダウンリンクサブフレームを決定するように構成され、ここで、第5のダウン
リンクサブフレームは、第1のアップリンクサブフレームに関連する。
【０８６４】
　たとえば、第5のダウンリンクサブフレームは、第1のアップリンクサブフレームに関連
する、すなわち、第5のダウンリンクサブフレーム内で送信されるPDSCHのHARQフィードバ
ック情報(PDCCHによってスケジューリングされる)またはダウンリンクSPSリリースシグナ
リングは、第1のアップリンクサブフレーム内で搬送される。第1の決定モジュール602は
、複数のダウンリンクサブフレームのHARQフィードバック情報を、第2のアップリンク-ダ
ウンリンク構成のHARQタイミングに従って第1のアップリンクサブフレーム内で送信する
必要がある場合がある。本明細書で議論される第5のダウンリンクサブフレームは、複数
のダウンリンクサブフレームのうちの任意のダウンリンクサブフレームとすることができ
、一般性を有する。たとえば、第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、構成1であり、
第2のアップリンク-ダウンリンク構成のHARQタイミングに従って、そのサブフレーム番号
が5および6であるダウンリンクサブフレームのHARQフィードバック情報は、そのサブフレ
ーム番号が2であるアップリンクサブフレーム上でフィードバックされ、したがって、第5
のダウンリンクサブフレームを、ダウンリンクサブフレーム5とすることができ、あるい
は、ダウンリンクサブフレーム6とすることができる。
【０８６５】
　第2の構成モジュール603は、第5のダウンリンクサブフレームのPUCCHリソースパラメー
タを構成するように構成され、ここで、PUCCHリソースパラメータは、M、m、および
【０８６６】
【数２７９】

【０８６７】
を含み、あるいは、ここで、PUCCHリソースパラメータは、M、m、およびNΔを含む。
【０８６８】
　たとえば、第2の構成モジュール603は、現在のサブフレーム構成状況に従って適応的に
Mを構成することができ、ここで、Mは、正の整数である。Mは、第5のダウンリンクサブフ
レームに対応するPUCCHリソース領域の離散レベルを示す。上で議論したように、あるダ
ウンリンクサブフレーム集合が複数のダウンリンクサブフレームを有する時に、その複数
のダウンリンクサブフレームのPUCCHリソース領域は、交互に交替する形で分散される。
たとえば、第5のダウンリンクサブフレームに対応するPUCCHリソース領域は、3つの片ま
たは4つの片に分割され、基地局が、M=1を構成する時には、PUCCHリソース領域の3つの片
または4つの片は、連続し、基地局が、M>1を構成する時には、PUCCHリソース領域の3つの



(125) JP 2016-529807 A 2016.9.23

10

20

30

40

50

片または4つの片は、離散的であり、ここで、Mのより大きい値は、より高い離散レベルを
示す。
【０８６９】
　mは、第5のダウンリンクサブフレームのシーケンス番号であり、ここで、mは、非負の
整数であり、Mより小さい。たとえば、M=1の時には、基地局は、第5のダウンリンクサブ
フレームのシーケンス番号が0であることだけを構成することができ、M=2の時には、基地
局は、第5のダウンリンクサブフレームのシーケンス番号が0または1であることを構成す
ることができる。
【０８７０】
【数２８０】

【０８７１】
は、第5のダウンリンクサブフレームに対応するPUCCHリソース領域のオフセットであり、
【０８７２】
【数２８１】

【０８７３】
は、非負の整数であり、NΔは、非負の整数であり、
【０８７４】
【数２８２】

【０８７５】
は、UEの第1のグループのために構成されたPUCCHリソースのオフセットである。基地局は
、
【０８７６】
【数２８３】

【０８７７】
またはNΔを適応的に構成することができ、あるいは、実施形態1のステップS1052で与え
られる方法を使用することによって、
【０８７８】

【数２８４】
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またはNΔを構成することができる。
【０８８０】
　送信モジュール604は、第4のシグナリングを送信し、ここで、第4のシグナリングは、P
UCCHリソースパラメータを示し、あるいは、第4のシグナリングは、M、m、および
【０８８１】
【数２８５】

【０８８２】
のうちの少なくとも1つのパラメータを示し、あるいは、第4のシグナリングは、M、m、お
よびNΔのうちの少なくとも1つのパラメータを示す。
【０８８３】
　第4のシグナリングは、上位レイヤシグナリングとすることができ、あるいは、物理レ
イヤシグナリングとすることができる。第4のシグナリングが、物理レイヤシグナリング
である時に、第4のシグナリングは、PDCCH/ePDCCHを使用することによって搬送され、た
とえば、第4のシグナリングおよびアップリンク-ダウンリンクサブフレーム構成を示すた
めのシグナリングが、1つのPDCCHを共有することができる。
【０８８４】
　第2の決定モジュール605は、第1のアップリンクサブフレーム内で、基地局を、M、m、
および
【０８８５】

【数２８６】

【０８８６】
に従って、第1のアップリンクサブフレーム内に配置される第5のPUCCHリソース領域を決
定するよう構成され、ここで、第5のPUCCHリソース領域は、第5のダウンリンクサブフレ
ームに関するHARQフィードバック情報のために予約されるリソース領域である。
【０８８７】
　具体的には、第2の決定モジュール605は、式
【０８８８】
【数２８７】

【０８８９】
に従って第5のPUCCHリソース領域を決定し、ここで、
【０８９０】
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【数２８８】

【０８９１】
は、第5のPUCCHリソース領域内のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号であ
り、xは、非負の整数であり、
【０８９２】

【数２８９】

【０８９３】
であり、
【０８９４】
【数２９０】

【０８９５】
は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、
【０８９６】
【数２９１】

【０８９７】
は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、Nc≦nCCE<
Nc+1になるようにされ、nCCEは、第5のダウンリンクサブフレーム内で送信されるPDCCHに
よって占められる第1のCCEの番号であり、
【０８９８】

【数２９２】

【０８９９】
は、第5のPUCCHリソース領域のオフセットである。
【０９００】
　この実施形態において提供される基地局は、構成のより高い柔軟性を有し、現在のサブ
フレーム構成状況とデータスケジューリング状況とに従って、基地局は、M、m、および
【０９０１】
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【数２９３】

【０９０２】
のうちの少なくとも1つのパラメータを適応的に構成することができ、これは、基地局の
実施の複雑さを増やすのを回避するだけではなく、予約されるPUCCHリソースを大幅に減
らすこともできる。たとえば、システム内のUEの第1のグループが、非常に少ない量を有
するか、UEの第1グループが、限られたダウンリンクサブフレーム内でのみ送信を実行す
る(たとえば、UEの第1のグループが、ダウンリンクサブフレーム0、1、5、および6内で送
信を実行する可能性があるが、基地局が、サブフレーム0内でのみUEの第1のグループをス
ケジューリングする)時には、基地局は、UEの第2のグループのために予約されるPUCCHリ
ソース領域とUEの第1のグループのために予約されるPUCCHリソース領域とが部分的にオー
バーラップしまたは完全にオーバーラップすることを可能にするために、M、m、および
【０９０３】

【数２９４】

【０９０４】
のうちの少なくとも1つのパラメータを構成することができる。
【０９０５】
　図20を参照すると、図20は、本願によるユーザ機器の第3の実施の形の概略構造図であ
る。この実施の形におけるユーザ機器は、獲得モジュール701、第1の決定モジュール702
、受信モジュール703、および第2の決定モジュール704を含む。
【０９０６】
　獲得モジュール701は、第2のアップリンク-ダウンリンク構成を獲得するように構成さ
れる。
【０９０７】
　UEは、第2のグループのUEであり、UEの第2のグループは、動的TDDアップリンク-ダウン
リンク構成能力を有するUEであり、または、UEの第2のグループは、基地局によって動的T
DDアップリンク-ダウンリンク構成を用いて構成されるUEであり、または、UEの第2のグル
ープは、より後に公表されたUE、たとえば、LTE Release-12をサポートしもしくはLTE Re
lease-12より後のリリースをサポートするUEである。
【０９０８】
　第1のアップリンク-ダウンリンク構成は、UEの第1のグループに適用されるアップリン
ク-ダウンリンク構成である。このUEは、第2のグループのUEであるが、第1のアップリン
ク-ダウンリンク構成は、UEの第1のグループの形に従って、すなわち、上位レイヤシグナ
リングを受信することによって、獲得され得、好ましくは、UEは、SIB1を受信することに
よって、第1のアップリンク-ダウンリンク構成を獲得する。
【０９０９】
　第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、UEの第2のグループに適用されるアップリン
ク-ダウンリンク構成である。第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、アップリンク-ダ
ウンリンクサブフレーム割当を示すのに使用され得、これに対応して、UEは、物理レイヤ
シグナリングを受信することによって、第2のアップリンク-ダウンリンク構成を獲得する
ことができる。代替案では、好ましくは、第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、基準
アップリンク-ダウンリンク構成(reference UL-DL configuration)であり、基準アップリ
ンク-ダウンリンク構成は、UEのHARQタイミングを決定するのに使用される。UEは、上位
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レイヤシグナリング(たとえば、RRCシグナリング)を受信することによって第2のアップリ
ンク-ダウンリンク構成を獲得することができ、あるいは、基準アップリンク-ダウンリン
ク構成がアップリンク-ダウンリンク構成5またはアップリンク-ダウンリンク構成2である
ことが標準規格において事前に定義され、あるいは、基準アップリンク-ダウンリンク構
成を決定するルールが、標準規格において事前に定義され、基地局とUEとの両方が、この
ルールに従って基準アップリンク-ダウンリンク構成を決定する。たとえば、スイッチン
グの前後の2つのアップリンク-ダウンリンク構成の両方が、5msのダウンリンクからアッ
プリンクへのスイッチングポイント期間に属する時に、アップリンク-ダウンリンク構成2
が、基準アップリンク-ダウンリンク構成として使用され、スイッチングの前後の2つのア
ップリンク-ダウンリンク構成のいずれかが、10msのダウンリンクからアップリンクへの
スイッチングポイント期間に属する時には、アップリンク-ダウンリンク構成5が、基準ア
ップリンク-ダウンリンク構成として使用される。
【０９１０】
　第1の決定モジュール702は、第2のアップリンク-ダウンリンク構成のHARQタイミングに
従って第5のダウンリンクサブフレームを決定するように構成され、ここで、第5のダウン
リンクサブフレームは、第1のアップリンクサブフレームに関連する。
【０９１１】
　第5のダウンリンクサブフレームは、第1のアップリンクサブフレームに関連する、すな
わち、第5のダウンリンクサブフレーム内で送信されるPDSCHのHARQフィードバック情報(P
DCCHによってスケジューリングされる)またはダウンリンクSPSリリースシグナリングは、
第1のアップリンクサブフレーム内で搬送される。特定の詳細は、実施形態3におけるS301
の詳細と同一であり、ここでは繰り返さない。
【０９１２】
　受信モジュール703は、基地局によって送信された第4のシグナリングを受信するように
構成され、第5のダウンリンクサブフレームのPUCCHリソースパラメータを決定し、ここで
、PUCCHリソースパラメータは、M、m、および
【０９１３】
【数２９５】

【０９１４】
を含み、または、PUCCHリソースパラメータは、M、m、およびNΔを含み、第4のシグナリ
ングは、PUCCHリソースパラメータを示し、または、第4のシグナリングは、M、m、および
【０９１５】

【数２９６】

【０９１６】
のうちの少なくとも1つのパラメータを示し、または、第4のシグナリングは、M、m、およ
びNΔのうちの少なくとも1つのパラメータを示す。
【０９１７】
　第4のシグナリングは、上位レイヤシグナリングとすることができ、あるいは、物理レ
イヤシグナリングとすることができる。第4のシグナリングが、物理レイヤシグナリング
である時に、第4のシグナリングは、PDCCH/ePDCCHを使用することによって搬送され、た
とえば、第4のシグナリングおよびアップリンク-ダウンリンクサブフレーム構成を示すた
めのシグナリングが、1つのPDCCHを共有することができる。
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【０９１８】
　UEは、第4のシグナリングに従って第5のダウンリンクサブフレームのPUCCHリソースパ
ラメータを決定し、第4のシグナリング内に含まれないPUCCHリソースパラメータは、事前
定義のルール、たとえば実施形態2において説明されたルールに従って、UEによって決定
される。
【０９１９】
　第2の決定モジュール704は、第5のダウンリンクサブフレーム内で第3のPDCCHを受信し
、M、m、および
【０９２０】
【数２９７】

【０９２１】
に従って、第1のアップリンクサブフレーム内に配置される第5のPUCCHリソースを決定す
るように構成され、ここで、第5のPUCCHリソースは、第3のPDCCHによってスケジューリン
グされたPDSCHのHARQフィードバック情報または第3のPDCCHによって示されたダウンリン
クSPSリリースシグナリングのHARQフィードバック情報によって占められるPUCCHリソース
である。
【０９２２】
　具体的には、基地局は、式
【０９２３】
【数２９８】

【０９２４】
に従って第5のPUCCHリソースを決定し、ここで、
【０９２５】
【数２９９】

【０９２６】
は、第5のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号であり、xは、非負の整数で
あり、
【０９２７】

【数３００】

【０９２８】
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であり、
【０９２９】
【数３０１】

【０９３０】
は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、
【０９３１】
【数３０２】

【０９３２】
は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、Nc≦nCCE<
Nc+1になるようにされ、nCCEは、第3のPDCCHによって占められる第1のCCEの番号であり、
【０９３３】
【数３０３】

【０９３４】
は、第5のPUCCHリソースのオフセットである。
【０９３５】
　この実施形態において提供されるユーザ機器に関して、適応式の基地局は、構成のより
高い柔軟性を有し、現在のサブフレーム構成状況とデータスケジューリング状況とに従っ
て、基地局は、M、m、および
【０９３６】
【数３０４】

【０９３７】
のうちの少なくとも1つのパラメータを適応的に構成することができ、これは、基地局の
実施の複雑さを増やすのを回避するだけではなく、予約されるPUCCHリソースを大幅に減
らすこともできる。
【０９３８】
　図21を参照すると、図21は、本願による基地局の第4の実施の形の概略構造図である。
この実施の形における基地局は、トランシーバ基地局BTS 701および基地局制御装置BSC 7
02を含む。トランシーバ基地局701は、基地局制御装置702に結合される。
【０９３９】
　トランシーバ基地局701は、無線送信/受信デバイス、アンテナ、および無線インターフ
ェースのためのすべての特殊な信号処理部分を含む。トランシーバ基地局701は、モバイ
ル信号の受信および送信の処理の責任を負うように構成される。
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【０９４０】
　基地局制御装置702は、第2のアップリンク-ダウンリンク構成を構成するように構成さ
れる。第1のアップリンク-ダウンリンク構成は、ユーザ機器UEの第1のグループによって
使用されるアップリンク-ダウンリンク構成であり、UEの第1のグループは、動的TDDアッ
プリンク-ダウンリンク構成能力を有しないUE、動的TDDアップリンク-ダウンリンク構成
を用いては構成されないUE、またはレガシUEであり、第2のアップリンク-ダウンリンク構
成は、UEの第2のグループに適用される、UEの第2のグループのHARQタイミングを示すのに
使用される、基準アップリンク-ダウンリンク構成、またはUEの第2のグループのアップリ
ンク-ダウンリンクサブフレーム割当を示すのに使用されるアップリンク-ダウンリンク構
成であり、UEの第2のグループは、動的TDDアップリンク-ダウンリンク構成能力を有するU
E、動的TDDアップリンク-ダウンリンク構成を用いて構成されるUE、またはより後に公表
されたUEである。
【０９４１】
　基地局は、UEの第1のグループの第1のアップリンク-ダウンリンク構成を構成する、す
なわち、第1のアップリンク-ダウンリンク構成は、UEの第1のグループに適用されるアッ
プリンク-ダウンリンク構成である。基地局は、上位レイヤシグナリングを使用すること
によって、好ましくは、SIB1(システム情報ブロック1、System Information Block 1)を
使用することによって、第1のアップリンク-ダウンリンク構成のUEの第1のグループを通
知することができる。上位レイヤシグナリング(Higher Layer Signaling)は、物理レイヤ
シグナリングに対する相対的なものであり、上位レイヤからのものであるシグナリングで
あり、より少ない送信周波数を有し、無線リソース制御(RRC、Radio Resource Control)
シグナリング、媒体アクセス制御(MAC、Media Access Control)シグナリング、および類
似物を含む。
【０９４２】
　基地局制御装置702は、UEの第2のグループの第2のアップリンク-ダウンリンク構成を構
成する、すなわち、第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、UEの第2のグループに適用
されるアップリンク-ダウンリンク構成である。第2のアップリンク-ダウンリンク構成は
、アップリンク-ダウンリンクサブフレーム割当を示すのに使用され得、言い換えると、
アップリンク-ダウンリンクデータを送信するのに使用され得るサブフレームを示すのに
使用され得る。それに対応して、第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、相対的に動的
な形で変化し、基地局は、物理レイヤシグナリングを使用することによって、第2のアッ
プリンク-ダウンリンク構成についてUEの第2のグループに通知することができる。代替案
では、好ましくは、第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、基準アップリンク-ダウン
リンク構成(reference UL-DL configuration)であり、基準アップリンク-ダウンリンク構
成は、UEのHARQタイミングを決定するのに使用される。動的TDDアップリンク-ダウンリン
ク構成の応用シナリオにおいて、アップリンク-ダウンリンク構成は、動的に変化するこ
とができ、これに対応して、HARQタイミングも動的に変化する。この形で、アップリンク
-ダウンリンク構成が変化しつつある期間内に、いくつかのダウンリンクパケットに関す
るHARQフィードバック情報が送信され得ないことが引き起こされ、したがって、基準アッ
プリンク-ダウンリンク構成が導入され、アップリンク-ダウンリンク構成が変化する場合
であっても、UEは、この構成に従ってHARQタイミングをも決定し、これによって、ダウン
リンクパケットに関するHARQフィードバック情報が、アップリンク-ダウンリンク構成が
変化しつつある期間内に送信され得ないという問題を回避する。好ましくは、基準アップ
リンク-ダウンリンク構成は、ダウンリンクサブフレームの量が、アップリンクサブフレ
ームの量より多い構成、たとえば、アップリンク-ダウンリンク構成5またはアップリンク
-ダウンリンク構成2である。基準アップリンク-ダウンリンク構成を構成する、3つの方法
がある。1.基地局は、上位レイヤシグナリング(たとえば、RRCシグナリング)を使用する
ことによって、第2のアップリンク-ダウンリンク構成についてUEの
第2のグループに通知することができる。2.基準アップリンク-ダウンリンク構成が、アッ
プリンク-ダウンリンク構成5またはアップリンク-ダウンリンク構成2であることが、標準



(133) JP 2016-529807 A 2016.9.23

10

20

30

40

50

規格において事前に定義されている。3.基準アップリンク-ダウンリンク構成を決定する
ルールが、標準規格において事前に定義され、基地局とUEとの両方が、このルールに従っ
て基準アップリンク-ダウンリンク構成を決定する。たとえば、スイッチングの前と後と
の2つのアップリンク-ダウンリンク構成の両方が、5msのダウンリンクからアップリンク
へのスイッチングポイント期間に属する時には、アップリンク-ダウンリンク構成2が、基
準アップリンク-ダウンリンク構成として使用され、スイッチングの前後の2つのアップリ
ンク-ダウンリンク構成のいずれかが、10msのダウンリンクからアップリンクへのスイッ
チングポイント期間に属する時には、アップリンク-ダウンリンク構成5が、基準アップリ
ンク-ダウンリンク構成として使用される。
【０９４３】
　基地局制御装置702は、第2のアップリンク-ダウンリンク構成のHARQタイミングに従っ
て第5のダウンリンクサブフレームを決定するように構成され、ここで、第5のダウンリン
クサブフレームは、第1のアップリンクサブフレームに関連する。
【０９４４】
　たとえば、第5のダウンリンクサブフレームは、第1のアップリンクサブフレームに関連
する、すなわち、第5のダウンリンクサブフレーム内で送信されるPDSCHのHARQフィードバ
ック情報(PDCCHによってスケジューリングされる)またはダウンリンクSPSリリースシグナ
リングは、第1のアップリンクサブフレーム内で搬送される。基地局制御装置702は、複数
のダウンリンクサブフレームのHARQフィードバック情報を、第2のアップリンク-ダウンリ
ンク構成のHARQタイミングに従って第1のアップリンクサブフレーム内で送信する必要が
ある場合がある。本明細書で議論される第5のダウンリンクサブフレームは、複数のダウ
ンリンクサブフレームのうちの任意のダウンリンクサブフレームとすることができ、一般
性を有する。たとえば、第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、構成1であり、第2のア
ップリンク-ダウンリンク構成のHARQタイミングに従って、そのサブフレーム番号が5およ
び6であるダウンリンクサブフレームのHARQフィードバック情報は、そのサブフレーム番
号が2であるアップリンクサブフレーム内でフィードバックされ、したがって、第5のダウ
ンリンクサブフレームを、ダウンリンクサブフレーム5とすることができ、あるいは、ダ
ウンリンクサブフレーム6とすることができる。
【０９４５】
　基地局制御装置702は、第5のダウンリンクサブフレームのPUCCHリソースパラメータを
構成するように構成され、ここで、PUCCHリソースパラメータは、M、m、および
【０９４６】
【数３０５】

【０９４７】
を含み、あるいは、PUCCHリソースパラメータは、M、m、およびNΔを含む。
【０９４８】
　たとえば、基地局制御装置702は、現在のサブフレーム構成状況に従って適応的にMを構
成することができ、ここで、Mは、正の整数である。Mは、第5のダウンリンクサブフレー
ムに対応するPUCCHリソース領域の離散レベルを示す。上で議論したように、あるダウン
リンクサブフレーム集合が複数のダウンリンクサブフレームを有する時に、その複数のダ
ウンリンクサブフレームのPUCCHリソース領域は、交互に交替する形で分散される。たと
えば、第5のダウンリンクサブフレームに対応するPUCCHリソース領域は、3つの片または4
つの片に分割され、基地局が、M=1を構成する時には、PUCCHリソース領域の3つの片また
は4つの片は、連続し、基地局が、M>1を構成する時には、PUCCHリソース領域の3つの片ま
たは4つの片は、離散的であり、ここで、Mのより大きい値は、より高い離散レベルを示す
。
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【０９４９】
　mは、第5のダウンリンクサブフレームのシーケンス番号であり、ここで、mは、非負の
整数であり、Mより小さい。たとえば、M=1の時には、基地局は、第5のダウンリンクサブ
フレームのシーケンス番号が0であることだけを構成することができ、M=2の時には、基地
局は、第5のダウンリンクサブフレームのシーケンス番号が0または1であることを構成す
ることができる。
【０９５０】
【数３０６】

【０９５１】
は、第5のダウンリンクサブフレームに対応するPUCCHリソース領域のオフセットであり、
【０９５２】

【数３０７】

【０９５３】
は、非負の整数であり、NΔは、非負の整数であり、
【０９５４】
【数３０８】

【０９５５】
は、UEの第1のグループのために構成されたPUCCHリソースのオフセットである。基地局は
、
【０９５６】
【数３０９】

【０９５７】
またはNΔを適応的に構成することができ、あるいは、実施形態1のステップS1052で与え
られる方法を使用することによって、
【０９５８】

【数３１０】

【０９５９】
またはNΔを構成することができる。
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【０９６０】
　基地局制御装置702は、第4のシグナリングを送信し、ここで、第4のシグナリングは、P
UCCHリソースパラメータを示し、あるいは、第4のシグナリングは、M、m、および
【０９６１】
【数３１１】

【０９６２】
のうちの少なくとも1つのパラメータを示し、あるいは、第4のシグナリングは、M、m、お
よびNΔのうちの少なくとも1つのパラメータを示す。
【０９６３】
　第4のシグナリングは、上位レイヤシグナリングとすることができ、あるいは、物理レ
イヤシグナリングとすることができる。第4のシグナリングが、物理レイヤシグナリング
である時に、第4のシグナリングは、PDCCH/ePDCCHを使用することによって搬送され、た
とえば、第4のシグナリングおよびアップリンク-ダウンリンクサブフレーム構成を示すた
めのシグナリングが、1つのPDCCHを共有することができる。
【０９６４】
　基地局制御装置702は、第1のアップリンクサブフレーム内で、基地局を、M、m、および
【０９６５】

【数３１２】

【０９６６】
に従って、第1のアップリンクサブフレーム内に配置される第5のPUCCHリソース領域を決
定するよう構成され、ここで、第5のPUCCHリソース領域は、第5のダウンリンクサブフレ
ームに関するHARQフィードバック情報のために予約されるリソース領域である。
【０９６７】
　具体的には、基地局制御装置702は、式
【０９６８】
【数３１３】

【０９６９】
に従って第5のPUCCHリソース領域を決定し、ここで、
【０９７０】
【数３１４】

【０９７１】
は、第5のPUCCHリソース領域内のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号であ
り、xは、非負の整数であり、
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【０９７２】
【数３１５】

【０９７３】
であり、
【０９７４】
【数３１６】

【０９７５】
は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、
【０９７６】
【数３１７】

【０９７７】
は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、Nc≦nCCE<
Nc+1になるようにされ、nCCEは、第5のダウンリンクサブフレーム内で送信されるPDCCHに
よって占められる第1のCCEの番号であり、
【０９７８】

【数３１８】

【０９７９】
は、第5のPUCCHリソース領域のオフセットである。
【０９８０】
　この実施形態において提供される基地局は、構成のより高い柔軟性を有し、現在のサブ
フレーム構成状況とデータスケジューリング状況とに従って、基地局は、M、m、および
【０９８１】

【数３１９】

【０９８２】
のうちの少なくとも1つのパラメータを適応的に構成することができ、これは、基地局の
実施の複雑さを増やすのを回避するだけではなく、予約されるPUCCHリソースを大幅に減
らすこともできる。たとえば、システム内のUEの第1のグループが、非常に少ない量を有
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するか、UEの第1グループが、限られたダウンリンクサブフレーム内でのみ送信を実行す
る(たとえば、UEの第1のグループが、ダウンリンクサブフレーム0、1、5、および6内で送
信を実行する可能性があるが、基地局が、サブフレーム0内でのみUEの第1のグループをス
ケジューリングする)時には、基地局は、UEの第2のグループのために予約されるPUCCHリ
ソース領域とUEの第1のグループのために予約されるPUCCHリソース領域とが部分的にオー
バーラップしまたは完全にオーバーラップすることを可能にするために、M、m、および
【０９８３】
【数３２０】

【０９８４】
のうちの少なくとも1つのパラメータを構成することができる。
【０９８５】
　図22を参照すると、図22は、本願によるユーザ機器の第4の実施の形の概略構造図であ
る。この実施の形におけるユーザ機器800は、受信器801、プロセッサ802、メモリ803、お
よび送信器804を含む。UEは、第2のグループのUEであり、UEの第2のグループは、動的TDD
アップリンク-ダウンリンク構成能力を有するUE、動的TDDアップリンク-ダウンリンク構
成を用いて構成されるUE、またはより後に公表されたUEであり、第1のアップリンク-ダウ
ンリンク構成は、ユーザ機器UEの第1のグループによって使用されるアップリンク-ダウン
リンク構成であり、UEの第1のグループは、動的TDDアップリンク-ダウンリンク構成能力
を有しないUE、動的TDDアップリンク-ダウンリンク構成を用いては構成されないUE、また
はレガシUEであり、第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、UEの第2のグループに適用
される、UEの第2のグループのHARQタイミングを示すのに使用される、基準アップリンク-
ダウンリンク構成、またはUEの第2のグループのアップリンク-ダウンリンクサブフレーム
割当を示すのに使用されるアップリンク-ダウンリンク構成である。
【０９８６】
　受信器801は、無線の形でデータを受信することができる。
【０９８７】
　プロセッサ802は、ユーザ機器800の動作を制御し、プロセッサ802は、CPU(Central Pro
cessing Unit、中央処理装置)と呼ばれる場合もある。プロセッサ802は、集積回路チップ
とすることができ、信号処理能力を有する。プロセッサ802を、汎用プロセッサ、ディジ
タル信号プロセッサ(DSP)、特定用途向け集積回路(ASIC)、フィールドプログラマブルゲ
ートアレイ(FPGA)もしくは別のプログラマブル論理デバイス、ディスクリートゲートもし
くはトランジスタ論理デバイス、またはディスクリートハードウェアコンポーネントとす
ることができる。汎用プロセッサを、マイクロプロセッサとすることができ、あるいは、
プロセッサを、任意の従来のプロセッサおよび類似物とすることができる。
【０９８８】
　メモリ803は、読取専用メモリおよびランダムアクセスメモリを含むことができ、命令
およびデータをプロセッサ802に供給する。メモリ803の一部が、不揮発性ランダムアクセ
スメモリ(NVRAM)をさらに含むことができる。
【０９８９】
　送信器804は、無線の形でデータを送信することができる。
【０９９０】
　ユーザ機器800のコンポーネントは、バスシステム805を使用することによって一緒に結
合され、ここで、データバスに加えて、バスシステム805は、電力バス、制御バス、状況
信号バス、および類似物をさらに含むことができる。しかし、明瞭な説明のために、図内
の様々なタイプのバスは、すべてがバスシステム805としてマークされている。
【０９９１】
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　メモリ803は、下記の要素、実行可能モジュール、もしくはデータ構造、またはそのサ
ブセットもしくはその拡張されたセットを記憶する。
　動作命令:様々な動作を実施するのに使用される、様々な動作命令を含む、および
　オペレーティングシステム:様々な基本サービスを実施し、ハードウェアベースのタス
クを処理するように構成された、様々なシステムプログラムを含む。
【０９９２】
　本発明のこの実施形態において、プロセッサ802は、メモリ803内に記憶された動作命令
(動作命令は、オペレーティングシステム内に記憶され得る)を呼び出すことによって、以
下の動作を実行する。
　受信器801によって、第2のアップリンク-ダウンリンク構成を獲得し、プロセッサ802に
よって、第2のアップリンク-ダウンリンク構成のHARQタイミングに従って第5のダウンリ
ンクサブフレームを決定することであって、ここで、第5のダウンリンクサブフレームは
、第1のアップリンクサブフレームに関連する、決定することと、受信器801によって、基
地局によって送信された第4のシグナリングを受信し、第5のダウンリンクサブフレームの
PUCCHリソースパラメータを決定することであって、ここで、PUCCHリソースパラメータは
、M、m、および
【０９９３】
【数３２１】

【０９９４】
を含み、または、PUCCHリソースパラメータは、M、m、およびNΔを含み、第4のシグナリ
ングは、PUCCHリソースパラメータを示し、または、第4のシグナリングは、M、m、および
【０９９５】
【数３２２】

【０９９６】
のうちの少なくとも1つのパラメータを示し、または、第4のシグナリングは、M、m、およ
びNΔのうちの少なくとも1つのパラメータを示す、受信し、決定することと、受信器801
によって、第5のダウンリンクサブフレーム内で第3のPDCCHを受信し、プロセッサ802によ
って、M、m、および
【０９９７】

【数３２３】

【０９９８】
に従って、第1のアップリンクサブフレーム内に配置される第5のPUCCHリソースを決定す
ることであって、ここで、第5のPUCCHリソースは、第3のPDCCHによってスケジューリング
されたPDSCHのHARQフィードバック情報または第3のPDCCHによって示されたダウンリンクS
PSリリースシグナリングのHARQフィードバック情報によって占められるPUCCHリソースで
ある、受信し、決定することと。
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【０９９９】
　本発明の前述の実施形態において開示された方法は、プロセッサ802に適用され得、あ
るいは、プロセッサ802を使用することによって実施され得る。実施プロセスにおいて、
前述の方法のステップは、プロセッサ802内のハードウェア集積論理回路またはソフトウ
ェアの形の命令を使用することによって完了され得る。プロセッサ802は、本発明の実施
形態において開示される方法、ステップ、および論理ブロック図を実施しまたは実行する
ことができる。本発明の実施形態に関連して開示される方法のステップは、ハードウェア
復号式プロセッサによって直接に実行され、完了され得、あるいは、復号式プロセッサ内
のハードウェアモジュールとソフトウェアモジュールとの組合せを使用することによって
実行され、完了され得る。ソフトウェアモジュールは、ランダムアクセスメモリ、フラッ
シュメモリ、読取専用メモリ、プログラマブル読取専用メモリ、電気的消去可能プログラ
マブルメモリ、またはレジスタなど、当技術分野において成熟した記憶媒体内に配置され
得る。記憶媒体は、メモリ803内に配置され、プロセッサ802は、メモリ803内の情報を読
み取り、プロセッサ802のハードウェアと組み合わせて前述の方法のステップを完了する
。
【１０００】
　この実施形態において提供されるユーザ機器に関して、適応式の基地局は、構成のより
高い柔軟性を有し、現在のサブフレーム構成状況とデータスケジューリング状況とに従っ
て、基地局は、M、m、および
【１００１】
【数３２４】

【１００２】
のうちの少なくとも1つのパラメータを適応的に構成することができ、これは、基地局の
実施の複雑さを増やすのを回避するだけではなく、予約されるPUCCHリソースを大幅に減
らすこともできる。
【１００３】
　本願で提供される複数の実施の形において、開示されるシステム、装置、および方法が
、他の形で実施され得ることを理解されたい。たとえば、説明される装置実施形態は、単
に例示的である。たとえば、モジュールまたはユニットの分割は、単に論理的な機能分割
であり、実際の実施態様において他の分割とされ得る。たとえば、複数のユニットまたは
コンポーネントを、組み合わせるか別のシステムに一体化することができ、あるいは、い
くつかの特徴を、無視しまたは実行されないものとすることができる。さらに、表示され
または議論される相互結合、直接結合、または通信接続を、何らかのインターフェースを
使用することによって実施することができる。装置またはユニットの間の間接結合または
通信接続を、電子的な形、機械的な形、または他の形で実施することができる。
【１００４】
　別々の部分として説明されたユニットは、物理的に別々であってもなくてもよく、複数
のユニットとして表示された部分が、物理ユニットであってもなくてもよく、1つの位置
に配置されてもよく、複数のネットワークユニット上に分散されてもよい。ユニットの一
部またはすべてを、実施の形の解決策の目的を達成するための実際の必要に従って選択す
ることができる。
【１００５】
　さらに、本願の実施形態の複数の機能ユニットを、1つの処理ユニットに一体化するこ
とができ、あるいは、ユニットのそれぞれが、物理的に単独で存在することができ、ある
いは、複数のユニットが、1つのユニットに一体化される。一体化されたユニットを、ハ
ードウェアの形で実施することができ、あるいは、ソフトウェア機能ユニットの形で実施
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することができる。
【１００６】
　一体化されたユニットが、ソフトウェア機能ユニットの形で実施され、独立の製品とし
て販売されまたは使用される時には、その一体化されたユニットを、コンピュータ可読記
憶媒体に記憶することができる。そのような理解に基づいて、本願の技術的解決策を本質
的に、または従来技術に寄与する部分を、または技術的解決策のすべてもしくは一部を、
ソフトウェア製品の形で実施することができる。ソフトウェア製品は、記憶媒体に記憶さ
れ、本願の実施形態で説明された方法のステップのすべてまたは一部を実行するようにコ
ンピュータデバイス(パーソナルコンピュータ、サーバ、ネットワークデバイス、または
類似物とすることができる)またはプロセッサ(processor)に指示する複数の命令を含む。
前述の記憶媒体は、USBフラッシュドライブ、ポータブルハードディスク、読取専用メモ
リ(ROM、Read-Only Memory)、ランダムアクセスメモリ(RAM、Random Access Memory)、磁
気ディスク、または光ディスクなど、プログラムコードを記憶することができる任意の媒
体を含む。
【符号の説明】
【１００７】
　　110　基地局
　　120　UEの第1のグループ
　　130　UEの第2のグループ
　　210　第1の決定モジュール
　　220　第1の割当モジュール
　　230　第2の決定モジュール
　　240　第2の割当モジュール
　　241　第1の決定ユニット
　　243　第2の決定ユニット
　　245　割当ユニット
　　310　第1の決定モジュール
　　320　第1の割当モジュール
　　330　第2の決定モジュール
　　340　第2の割当モジュール
　　341　第1の決定ユニット
　　343　第2の決定ユニット
　　345　割当ユニット
　　410　トランシーバ基地局BTS
　　420　基地局制御装置BSC
　　500　ユーザ機器
　　501　受信器
　　502　プロセッサ
　　503　メモリ
　　504　送信器
　　505　バスシステム
　　601　第1の構成モジュール
　　602　第1の決定モジュール
　　603　第2の構成モジュール
　　604　送信モジュール
　　605　第2の決定モジュール
　　701　獲得モジュール、トランシーバ基地局BTS
　　702　第1の決定モジュール、基地局制御装置BSC
　　703　受信モジュール
　　704　第2の決定モジュール
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　　800　ユーザ機器
　　801　受信器
　　802　プロセッサ
　　803　メモリ
　　804　送信器
　　805　バスシステム

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】



(142) JP 2016-529807 A 2016.9.23

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】
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【図１４】

【図１５】

【図１６】

【図１７】

【図１８】

【図１９】

【図２０】

【図２１】

【図２２】
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【手続補正書】
【提出日】平成28年3月18日(2016.3.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第1のダウンリンクサブフレーム集合を決定するステップであって、前記第1のダウンリ
ンクサブフレーム集合は、第1のアップリンク-ダウンリンク構成と第2のアップリンク-ダ
ウンリンク構成との両方において第1のアップリンクサブフレームに関連する、決定する
ステップと、
　前記第1のアップリンクサブフレーム内で、前記第1のアップリンク-ダウンリンク構成
のHARQタイミングに従って第1のPUCCHリソース領域を決定するステップであって、前記第
1のPUCCHリソース領域は、前記第1のダウンリンクサブフレーム集合のHARQフィードバッ
ク情報のために予約されたリソース領域である、決定するステップと
　を含む、リソース割当方法。
【請求項２】
　前記第1のアップリンク-ダウンリンク構成は、ユーザ機器UEの第1のグループによって
使用されるアップリンク-ダウンリンク構成であり、UEの前記第1のグループは、動的TDD
アップリンク-ダウンリンク構成能力を有しないUE、動的TDDアップリンク-ダウンリンク
構成を用いては構成されないUE、またはレガシUEであり、
　前記第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、UEの第2のグループに適用される、UEの
前記第2のグループのHARQタイミングを示すのに使用される、基準アップリンク-ダウンリ
ンク構成、またはUEの前記第2のグループのアップリンク-ダウンリンクサブフレーム割当
を示すのに使用されるアップリンク-ダウンリンク構成であり、UEの前記第2のグループは
、動的TDDアップリンク-ダウンリンク構成能力を有するUE、動的TDDアップリンク-ダウン
リンク構成を用いて構成されるUE、またはより後に公表されたUEである
　請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記第1のアップリンクサブフレーム内で、前記第1のアップリンク-ダウンリンク構成
のHARQタイミングに従って第1のPUCCHリソース領域を決定する前記ステップは、具体的に
は、
　前記第1のアップリンクサブフレーム内で、M1およびjに従って前記第1のダウンリンク
サブフレーム集合内のダウンリンクサブフレームの前記第1のPUCCHリソース領域を決定す
るステップであって、M1は、前記第1のアップリンク-ダウンリンク構成の前記HARQタイミ
ングに従って決定される、前記第1のアップリンクサブフレームに関連するダウンリンク
サブフレーム集合A内の要素の量であり、jは、前記ダウンリンクサブフレーム集合A内の
、前記第1のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレームのシーケンス
番号である、決定するステップ
　である、請求項1または2に記載の方法。
【請求項４】
　M1およびjに従って前記第1のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレ
ームの前記第1のPUCCHリソース領域を決定する前記ステップは、
　式
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【数１】

に従って前記第1のPUCCHリソース領域を決定するステップであって、
【数２】

は、前記第1のPUCCHリソース領域内のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号
であり、xは、非負の整数であり、
【数３】

であり、
【数４】

は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、
【数５】

は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、Nc≦nCCE<
Nc+1になるようにされ、nCCEは、前記第1のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリ
ンクサブフレーム内で送信されるPDCCHによって占められる第1のCCEの番号であり、
【数６】

は、前記第1のPUCCHリソース領域のオフセットである、決定するステップ
　を特に含む、請求項3に記載の方法。
【請求項５】
　第2のダウンリンクサブフレーム集合を決定するステップであって、前記第2のダウンリ
ンクサブフレーム集合は、前記第2のアップリンク-ダウンリンク構成において前記第1の
アップリンクサブフレームに関連し、前記第2のダウンリンクサブフレーム集合は、前記
第1のアップリンク-ダウンリンク構成において前記第1のアップリンクサブフレームに関
連しない、決定するステップと、
　前記第1のアップリンクサブフレーム内で、第2のPUCCHリソース領域を決定するステッ
プであって、前記第2のPUCCHリソース領域は、前記第2のダウンリンクサブフレーム集合
のHARQフィードバック情報のために予約されたリソース領域である、決定するステップと
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　をさらに含む、請求項1から4のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記第1のアップリンクサブフレーム内で、第2のPUCCHリソース領域を決定する前記ス
テップは、
　M2およびiを決定するステップであって、M2は、前記第2のダウンリンクサブフレーム集
合内の要素の量であり、iは、前記第2のダウンリンクサブフレーム集合内の、前記第2の
ダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレームのシーケンス番号である、
決定するステップと、
　第2のオフセットNΔを決定するステップと、
　前記第1のアップリンクサブフレーム内で、M2、i、および前記第2のオフセットNΔに従
って前記第2のPUCCHリソース領域を決定するステップと
　を含む、請求項5に記載の方法。
【請求項７】
　前記第1のアップリンクサブフレーム内で、第2のPUCCHリソース領域を決定する前記ス
テップは、
　M2およびiを決定し、第1のシグナリングを送信するステップであって、前記第1のシグ
ナリングは、M2およびiを示し、M2は、前記第2のダウンリンクサブフレーム集合内の、そ
れのためにPUCCHリソース領域がPDCCHリソース領域に従って予約される必要があるダウン
リンクサブフレームの量であり、iは、前記第2のダウンリンクサブフレーム集合内の、そ
れのためにPUCCHリソース領域がPDCCHリソース領域に従って予約される必要があるダウン
リンクサブフレームのシーケンス番号である、決定し送信するステップと、
　第2のオフセットNΔを決定するステップと、
　前記第1のアップリンクサブフレーム内で、M2、i、および前記第2のオフセットNΔに従
って前記第2のPUCCHリソース領域を決定するステップと
　を含む、請求項5に記載の方法。
【請求項８】
　第2のオフセットNΔを決定する前記ステップは、
　前記第2のオフセットNΔが前記第1のアップリンク-ダウンリンク構成において前記第1
のアップリンクサブフレームに関連するダウンリンクサブフレームの量に1つのダウンリ
ンクサブフレーム内で構成され得るCCEの最大量を乗じたものと等しいと決定するステッ
プ、あるいは、
　前記第2のオフセットNΔを構成し、第2のシグナリングを送信するステップであって、
前記第2のシグナリングは、前記第2のオフセットNΔまたは
【数７】

を示し、
【数８】

である、構成し送信するステップ、あるいは、
　前記第2のオフセットNΔ=M1×Ncを構成し、第3のシグナリングを送信するステップであ
って、前記第3のシグナリングは、cの値を示す、構成し送信するステップ
　を含む、請求項6または7に記載の方法。
【請求項９】
　前記第1のアップリンクサブフレーム内で、M2、i、および前記第2のオフセットNΔに従
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って前記第2のPUCCHリソース領域を決定する前記ステップは、
　式
【数９】

に従って前記第2のPUCCHリソース領域を決定するステップであって、
【数１０】

は、前記第2のPUCCHリソース領域内のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号
であり、xは、非負の整数であり、

【数１１】

であり、
【数１２】

は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、

【数１３】

は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、
【数１４】

になるようにされ、
【数１５】

は、前記第2のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレーム内で送信さ
れるPDCCHによって占められる第1のCCEの番号であり、
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【数１６】

は、前記第2のPUCCHリソース領域のオフセットである、決定するステップ
　を含む、請求項6から8のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　UEによって、第1のダウンリンクサブフレーム集合を決定するステップであって、前記
第1のダウンリンクサブフレーム集合は、第1のアップリンク-ダウンリンク構成と第2のア
ップリンク-ダウンリンク構成との両方において第1のアップリンクサブフレームに関連す
る、決定するステップと、
　前記UEによって、第3のダウンリンクサブフレーム内で第1のPDCCHを受信し、前記第3の
ダウンリンクサブフレームが前記第1のダウンリンクサブフレーム集合に属する時に、前
記第1のアップリンクサブフレーム内で、前記第1のアップリンク-ダウンリンク構成のHAR
Qタイミングに従って第3のPUCCHリソースを決定するステップであって、前記第3のPUCCH
リソースは、前記第1のPDCCHによってスケジューリングされたPDSCHのHARQフィードバッ
ク情報または前記第1のPDCCHによって示されるダウンリンクSPSリリースシグナリングのH
ARQフィードバック情報によって占められるPUCCHリソースである、受信し決定するステッ
プと
　を含む、リソース割当方法。
【請求項１１】
　前記UEは、第2のグループのUEであり、UEの前記第2のグループは、動的TDDアップリン
ク-ダウンリンク構成能力を有するUE、動的TDDアップリンク-ダウンリンク構成を用いて
構成されるUE、またはより後に公表されたUEであり、
　前記第1のアップリンク-ダウンリンク構成は、ユーザ機器UEの第1のグループによって
使用されるアップリンク-ダウンリンク構成であり、UEの前記第1のグループは、動的TDD
アップリンク-ダウンリンク構成能力を有しないUE、動的TDDアップリンク-ダウンリンク
構成を用いては構成されないUE、またはレガシUEであり、
　前記第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、UEの前記第2のグループに適用される、U
Eの前記第2のグループのHARQタイミングを示すのに使用される、基準アップリンク-ダウ
ンリンク構成、またはUEの前記第2のグループのアップリンク-ダウンリンクサブフレーム
割当を示すのに使用されるアップリンク-ダウンリンク構成である
　請求項10に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第1のアップリンクサブフレーム内で、前記第1のアップリンク-ダウンリンク構成
のHARQタイミングに従って第3のPUCCHリソースを決定する前記ステップは、
　前記第1のアップリンクサブフレーム内で、M1およびjに従って前記第3のダウンリンク
サブフレームの前記第3のPUCCHリソースを決定するステップであって、M1は、前記第1の
アップリンク-ダウンリンク構成の前記HARQタイミングに従って決定される、前記第1のア
ップリンクサブフレームに関連するダウンリンクサブフレーム集合A内の要素の量であり
、jは、前記ダウンリンクサブフレーム集合A内の前記第3のダウンリンクサブフレームの
シーケンス番号である、決定するステップ
　を含む、請求項10または11に記載の方法。
【請求項１３】
　M1およびjに従って前記第3のダウンリンクサブフレームの前記第3のPUCCHリソースを決
定する前記ステップは、
　式
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【数１７】

に従って前記第3のPUCCHリソースを決定するステップであって、

【数１８】

は、前記第3のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号であり、xは、非負の整
数であり、

【数１９】

であり、

【数２０】

は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、
【数２１】

は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、Nc≦nCCE<
Nc+1になるようにされ、nCCEは、前記第1のPDCCHによって占められる第1のCCEの番号であ
り、
【数２２】

は、前記第3のPUCCHリソースのオフセットである、決定するステップ
　を含む、請求項12に記載の方法。
【請求項１４】
　前記UEによって、第2のダウンリンクサブフレーム集合を決定するステップであって、
前記第2のダウンリンクサブフレーム集合は、前記第2のアップリンク-ダウンリンク構成
において前記第1のアップリンクサブフレームに関連し、前記第2のダウンリンクサブフレ
ーム集合は、前記第1のアップリンク-ダウンリンク構成において前記第1のアップリンク
サブフレームに関連しない、決定するステップと、
　前記UEによって、第4のダウンリンクサブフレーム内で第2のPDCCHを受信し、前記第4の
ダウンリンクサブフレームが前記第2のダウンリンクサブフレーム集合に属する時に、第4
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のPUCCHリソースを決定するステップであって、前記第4のPUCCHリソースは、前記第2のPD
CCHによってスケジューリングされたPDSCHのHARQフィードバック情報または前記第2のPDC
CHによって示されるダウンリンクSPSリリースシグナリングのHARQフィードバック情報に
よって占められるPUCCHリソースである、受信し決定するステップと
　をさらに含む、請求項10から13のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第4のPUCCHリソースを決定する前記ステップは、
　M2およびiを決定するステップであって、M2は、前記第2のダウンリンクサブフレーム集
合内の要素の量であり、iは、前記第2のダウンリンクサブフレーム集合内の前記第4のダ
ウンリンクサブフレームのシーケンス番号である、決定するステップと、
　第2のオフセットNΔを決定するステップと、
　前記第1のアップリンクサブフレーム内で、M2、i、および前記第2のオフセットNΔに従
って前記第4のPUCCHリソースを決定するステップと
　を含む、請求項14に記載の方法。
【請求項１６】
　前記第4のPUCCHリソースを決定する前記ステップは、
　第1のシグナリングを受信し、M2およびiを決定するステップであって、前記第1のシグ
ナリングは、M2およびiを示し、M2は、前記第2のダウンリンクサブフレーム集合内の、そ
れのためにPUCCHリソース領域がPDCCHリソース領域に従って予約される必要があるダウン
リンクサブフレームの量であり、iは、前記第4のダウンリンクサブフレームのシーケンス
番号である、受信し決定するステップと、
　第2のオフセットNΔを決定するステップと、
　前記第1のアップリンクサブフレーム内で、M2、i、および前記第2のオフセットNΔに従
って前記第4のPUCCHリソースを決定するステップと
　を含む、請求項14に記載の方法。
【請求項１７】
　第2のオフセットNΔを決定する前記ステップは、
　前記第2のオフセットNΔが前記第1のアップリンク-ダウンリンク構成において前記第1
のアップリンクサブフレームに関連するダウンリンクサブフレームの量に1つのダウンリ
ンクサブフレーム内で構成され得るCCEの最大量を乗じたものと等しいと決定するステッ
プ、あるいは、
　第2のシグナリングを受信し、前記第2のオフセットNΔを決定するステップであって、
前記第2のシグナリングは、前記第2のオフセットNΔまたは
【数２３】

を示し、
【数２４】

である、受信し決定するステップ、あるいは、
　第3のシグナリングを受信し、前記第2のオフセットNΔ=M1×Ncを決定するステップであ
って、前記第3のシグナリングは、cの値を示す、受信し決定するステップ
　を含む、請求項15または16に記載の方法。
【請求項１８】
　前記第1のアップリンクサブフレーム内で、M2、i、および前記第2のオフセットNΔに従
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って前記第4のPUCCHリソースを決定する前記ステップは、
　式
【数２５】

に従って前記第4のPUCCHリソースを決定するステップであって、
【数２６】

は、前記第4のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号であり、xは、非負の整
数であり、

【数２７】

であり、
【数２８】

は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、
【数２９】

は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、
【数３０】

になるようにされ、
【数３１】

は、前記第2のPDCCHによって占められる第1のCCEの番号であり、
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【数３２】

は、前記第4のPUCCHリソースのオフセットである、決定するステップ
　を含む、請求項15から17のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１９】
　トランシーバ基地局BTSと基地局制御装置BSCとを含む基地局であって、前記トランシー
バ基地局は、前記基地局制御装置に結合され、前記基地局制御装置は、第1のダウンリン
クサブフレーム集合を決定し、前記第1のダウンリンクサブフレーム集合は、第1のアップ
リンク-ダウンリンク構成と第2のアップリンク-ダウンリンク構成との両方において第1の
アップリンクサブフレームに関連し;前記第1のアップリンクサブフレーム内で、前記第1
のアップリンク-ダウンリンク構成のHARQタイミングに従って第1のPUCCHリソース領域を
決定し、前記第1のPUCCHリソース領域は、前記第1のダウンリンクサブフレーム集合のHAR
Qフィードバック情報のために予約されたリソース領域であるように構成される、基地局
。
【請求項２０】
　前記第1のアップリンク-ダウンリンク構成は、ユーザ機器UEの第1のグループによって
使用されるアップリンク-ダウンリンク構成であり、UEの前記第1のグループは、動的TDD
アップリンク-ダウンリンク構成能力を有しないUE、動的TDDアップリンク-ダウンリンク
構成を用いては構成されないUE、またはレガシUEであり、
　前記第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、UEの第2のグループに適用される、UEの
前記第2のグループのHARQタイミングを示すのに使用される、基準アップリンク-ダウンリ
ンク構成、またはUEの前記第2のグループのアップリンク-ダウンリンクサブフレーム割当
を示すのに使用されるアップリンク-ダウンリンク構成であり、UEの前記第2のグループは
、動的TDDアップリンク-ダウンリンク構成能力を有するUE、動的TDDアップリンク-ダウン
リンク構成を用いて構成されるUE、またはより後に公表されたUEである
　請求項19に記載の基地局。
【請求項２１】
　前記基地局制御装置は、前記第1のアップリンクサブフレーム内で、M1およびjに従って
前記第1のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレームの前記第1のPUCC
Hリソース領域を決定するようにさらに構成され、M1は、前記第1のアップリンク-ダウン
リンク構成の前記HARQタイミングに従って決定される、前記第1のアップリンクサブフレ
ームに関連するダウンリンクサブフレーム集合A内の要素の量であり、jは、前記ダウンリ
ンクサブフレーム集合A内の、前記第1のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンク
サブフレームのシーケンス番号である、請求項19または20に記載の基地局。
【請求項２２】
　前記基地局制御装置は、式

【数３３】

に従って前記第1のPUCCHリソース領域を決定するようにさらに構成され、
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【数３４】

は、前記第1のPUCCHリソース領域内のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号
であり、xは、非負の整数であり、

【数３５】

であり、
【数３６】

は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、
【数３７】

は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、Nc≦nCCE<
Nc+1になるようにされ、nCCEは、前記第1のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリ
ンクサブフレーム内で送信されるPDCCHによって占められる第1のCCEの番号であり、
【数３８】

は、前記第1のPUCCHリソース領域のオフセットである、請求項21に記載の基地局。
【請求項２３】
　前記基地局制御装置は、第2のダウンリンクサブフレーム集合を決定し、前記第2のダウ
ンリンクサブフレーム集合は、前記第2のアップリンク-ダウンリンク構成において前記第
1のアップリンクサブフレームに関連し、前記第2のダウンリンクサブフレーム集合は、前
記第1のアップリンク-ダウンリンク構成において前記第1のアップリンクサブフレームに
関連せず;前記第1のアップリンクサブフレーム内で、第2のPUCCHリソース領域を決定し、
前記第2のPUCCHリソース領域は、前記第2のダウンリンクサブフレーム集合のHARQフィー
ドバック情報のために予約されたリソース領域であるようにさらに構成される、請求項19
から22のいずれか一項に記載の基地局。
【請求項２４】
　前記基地局制御装置は、M2およびiを決定し、M2は、前記第2のダウンリンクサブフレー
ム集合内の要素の量であり、iは、前記第2のダウンリンクサブフレーム集合内の、前記第
2のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレームのシーケンス番号であ
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り;第2のオフセットNΔを決定し;前記第1のアップリンクサブフレーム内で、M2、i、およ
び前記第2のオフセットNΔに従って前記第2のPUCCHリソース領域を決定するようにさらに
構成される、請求項23に記載の基地局。
【請求項２５】
　前記基地局制御装置は、M2およびiを決定し、第1のシグナリングを送信し、前記第1の
シグナリングは、M2およびiを示し、M2は、前記第2のダウンリンクサブフレーム集合内の
、それのためにPUCCHリソース領域がPDCCHリソース領域に従って予約される必要があるダ
ウンリンクサブフレームの量であり、iは、前記第2のダウンリンクサブフレーム集合内の
、それのためにPUCCHリソース領域がPDCCHリソース領域に従って予約される必要があるダ
ウンリンクサブフレームのシーケンス番号であり;第2のオフセットNΔを決定し;前記第1
のアップリンクサブフレーム内で、M2、i、および前記第2のオフセットNΔに従って前記
第2のPUCCHリソース領域を決定するようにさらに構成される、請求項23に記載の基地局。
【請求項２６】
　前記基地局制御装置は、前記第2のオフセットNΔが前記第1のアップリンク-ダウンリン
ク構成において前記第1のアップリンクサブフレームに関連するダウンリンクサブフレー
ムの量に1つのダウンリンクサブフレーム内で構成され得るCCEの最大量を乗じたものと等
しいと決定し;あるいは前記第2のオフセットNΔを構成し、第2のシグナリングを送信し、
前記第2のシグナリングは、前記第2のオフセットNΔまたは
【数３９】

を示し、
【数４０】

であり;あるいは前記第2のオフセットNΔ=M1×Ncを構成し、第3のシグナリングを送信し
、前記第3のシグナリングは、cの値を示すようにさらに構成される、請求項24または25に
記載の基地局。
【請求項２７】
　前記基地局制御装置は、式
【数４１】

に従って前記第2のPUCCHリソース領域を決定するようにさらに構成され、
【数４２】

は、前記第2のPUCCHリソース領域内のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号
であり、xは、非負の整数であり、
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【数４３】

であり、

【数４４】

は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、

【数４５】

は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、
【数４６】

になるようにされ、
【数４７】

は、前記第2のダウンリンクサブフレーム集合内のダウンリンクサブフレーム内で送信さ
れるPDCCHによって占められる第1のCCEの番号であり、
【数４８】

は、前記第2のPUCCHリソース領域のオフセットである、請求項24から26のいずれか一項に
記載の基地局。
【請求項２８】
　受信器と、プロセッサと、送信器とを含むユーザ機器であって、前記プロセッサは、前
記受信器および前記送信器に別々に結合され、
　前記プロセッサは、第1のダウンリンクサブフレーム集合を決定するように構成され、
前記第1のダウンリンクサブフレーム集合は、第1のアップリンク-ダウンリンク構成と第2
のアップリンク-ダウンリンク構成との両方において第1のアップリンクサブフレームに関
連し、
　前記受信器は、第3のダウンリンクサブフレーム内で第1のPDCCHを受信するように構成
され、
　前記プロセッサは、前記第3のダウンリンクサブフレームが前記第1のダウンリンクサブ
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フレーム集合に属する時に、前記第1のアップリンクサブフレーム内で、前記第1のアップ
リンク-ダウンリンク構成のHARQタイミングに従って第3のPUCCHリソースを決定するよう
にさらに構成され、前記第3のPUCCHリソースは、前記第1のPDCCHによってスケジューリン
グされたPDSCHのHARQフィードバック情報または前記第1のPDCCHによって示されるダウン
リンクSPSリリースシグナリングのHARQフィードバック情報によって占められるPUCCHリソ
ースである
　ユーザ機器。
【請求項２９】
　前記UEは、第2のグループのUEであり、UEの前記第2のグループは、動的TDDアップリン
ク-ダウンリンク構成能力を有するUE、動的TDDアップリンク-ダウンリンク構成を用いて
構成されるUE、またはより後に公表されたUEであり、
　前記第1のアップリンク-ダウンリンク構成は、ユーザ機器UEの第1のグループによって
使用されるアップリンク-ダウンリンク構成であり、UEの前記第1のグループは、動的TDD
アップリンク-ダウンリンク構成能力を有しないUE、動的TDDアップリンク-ダウンリンク
構成を用いては構成されないUE、またはレガシUEであり、
　前記第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、UEの前記第2のグループに適用される、U
Eの前記第2のグループのHARQタイミングを示すのに使用される、基準アップリンク-ダウ
ンリンク構成、またはUEの前記第2のグループのアップリンク-ダウンリンクサブフレーム
割当を示すのに使用されるアップリンク-ダウンリンク構成である
　請求項28に記載のユーザ機器。
【請求項３０】
　前記プロセッサは、前記第1のアップリンクサブフレーム内で、M1およびjに従って前記
第3のダウンリンクサブフレームの前記第3のPUCCHリソースを決定するようにさらに構成
され、M1は、前記第1のアップリンク-ダウンリンク構成の前記HARQタイミングに従って決
定される、前記第1のアップリンクサブフレームに関連するダウンリンクサブフレーム集
合A内の要素の量であり、jは、前記ダウンリンクサブフレーム集合A内の前記第3のダウン
リンクサブフレームのシーケンス番号である、請求項28または29に記載のユーザ機器。
【請求項３１】
　前記プロセッサは、式
【数４９】

　に従って前記第3のPUCCHリソースを決定するようにさらに構成され、

【数５０】

は、前記第3のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号であり、xは、非負の整
数であり、

【数５１】

であり、
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【数５２】

は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、

【数５３】

は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、Nc≦nCCE<
Nc+1になるようにされ、nCCEは、前記第1のPDCCHによって占められる第1のCCEの番号であ
り、

【数５４】

は、前記第3のPUCCHリソースのオフセットである、請求項30に記載のユーザ機器。
【請求項３２】
　前記プロセッサは、第2のダウンリンクサブフレーム集合を決定するようにさらに構成
され、前記第2のダウンリンクサブフレーム集合は、前記第2のアップリンク-ダウンリン
ク構成において前記第1のアップリンクサブフレームに関連し、前記第2のダウンリンクサ
ブフレーム集合は、前記第1のアップリンク-ダウンリンク構成において前記第1のアップ
リンクサブフレームに関連せず、
　前記受信器は、第4のダウンリンクサブフレーム内で第2のPDCCHを受信するようにさら
に構成され、
　前記プロセッサは、前記第4のダウンリンクサブフレームが前記第2のダウンリンクサブ
フレーム集合に属する時に、第4のPUCCHリソースを決定するようにさらに構成され、前記
第4のPUCCHリソースは、前記第2のPDCCHによってスケジューリングされたPDSCHのHARQフ
ィードバック情報または前記第2のPDCCHによって示されるダウンリンクSPSリリースシグ
ナリングのHARQフィードバック情報によって占められるPUCCHリソースである
　請求項28から31のいずれか一項に記載のユーザ機器。
【請求項３３】
　前記プロセッサは、M2およびiを決定し、M2は、前記第2のダウンリンクサブフレーム集
合内の要素の量であり、iは、前記第2のダウンリンクサブフレーム集合内の前記第4のダ
ウンリンクサブフレームのシーケンス番号であり;第2のオフセットNΔを決定し;前記第1
のアップリンクサブフレーム内で、M2、i、および前記第2のオフセットNΔに従って前記
第4のPUCCHリソースを決定するようにさらに構成される、請求項32に記載のユーザ機器。
【請求項３４】
　前記受信器は、第1のシグナリングを受信し、M2およびiを決定するようにさらに構成さ
れ、前記第1のシグナリングは、M2およびiを示し、M2は、前記第2のダウンリンクサブフ
レーム集合内の、それのためにPUCCHリソース領域がPDCCHリソース領域に従って予約され
る必要があるダウンリンクサブフレームの量であり、iは、前記第4のダウンリンクサブフ
レームのシーケンス番号であり、
　前記プロセッサは、第2のオフセットNΔを決定し、前記第1のアップリンクサブフレー
ム内で、M2、i、および前記第2のオフセットNΔに従って前記第4のPUCCHリソースを決定
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するようにさらに構成される
　請求項32に記載のユーザ機器。
【請求項３５】
　前記プロセッサは、前記第2のオフセットNΔが前記第1のアップリンク-ダウンリンク構
成において前記第1のアップリンクサブフレームに関連するダウンリンクサブフレームの
量に1つのダウンリンクサブフレーム内で構成され得るCCEの最大量を乗じたものと等しい
と決定するようにさらに構成され、あるいは、
　前記受信器は、第2のシグナリングを受信し、前記第2のオフセットNΔを決定するよう
にさらに構成され、前記第2のシグナリングは、前記第2のオフセットNΔまたは
【数５５】

を示し、
【数５６】

であり、あるいは、
　前記受信器は、第3のシグナリングを受信し、前記第2のオフセットNΔ=M1×Ncを決定す
るようにさらに構成され、前記第3のシグナリングは、cの値を示す
　請求項33または34に記載のユーザ機器。
【請求項３６】
　前記プロセッサは、式

【数５７】

に従って前記第4のPUCCHリソースを決定するようにさらに構成され、
【数５８】

は、前記第4のPUCCHリソースであり、pxは、アンテナポート番号であり、xは、非負の整
数であり、

【数５９】

であり、
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【数６０】

は、ダウンリンクシステム帯域幅であり、

【数６１】

は、リソースブロックの周波数領域サイズであり、cは、{0, 1, 2, 3}に属し、
【数６２】

になるようにされ、
【数６３】

は、前記第2のPDCCHによって占められる第1のCCEの番号であり、
【数６４】

は、前記第4のPUCCHリソースのオフセットである、請求項33から35のいずれか一項に記載
のユーザ機器。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　現在、ロングタームエボリューション(LTE)システムにおいて、ダウンリンクサブフレ
ームを使用することによって物理ダウンリンク共有チャネル(PDSCH)を受信した後に、ユ
ーザ機器(UE)は、アップリンクサブフレーム内で、PDSCHに関するハイブリッド自動再送
要求(HARQ)フィードバック情報を送信する必要がある。HARQフィードバック情報は、ACK(
Acknowledgement、肯定応答)/NACK(否定応答)情報を含み、あるいは、DTX(Discontinuous
 Transmission、不連続伝送)情報をさらに含み、ここで、ACKは、PDSCHが正しく受信され
ることを示し、NACKは、PDSCHが不正に受信されることを示し、DTXは、PDSCHが受信され
ないことを示す。HARQフィードバック情報は、固定されたHARQタイミングに従ってフィー
ドバックされる、すなわち、PDSCHとHARQフィードバック情報との間の送信インターバル
は、事前に定義される。HARQタイミング関係に従って、システムは、対応するアップリン
クサブフレーム内で、HARQフィードバック情報を送信するための物理アップリンク制御チ
ャネル(PUCCH)リソース領域を予約する。HARQフィードバック情報を送信する時に、物理
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アップリンク共有チャネル(PUSCH)を送信する必要がない場合には、HARQフィードバック
情報は、PUCCH上で搬送され、送信される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２３０】
　第6の態様の第5または第6の可能な実施の形に関連して、本願の第6の態様の第7の可能
な実施の形において、プロセッサは、第2のオフセットNΔが第1のアップリンク-ダウンリ
ンク構成において第1のアップリンクサブフレームに関連するダウンリンクサブフレーム
の量に1つのダウンリンクサブフレーム内で構成され得るCCEの最大量を乗じたものと等し
いと決定するようにさらに構成され、あるいは、受信器は、第2のシグナリングを受信し
、第2のオフセットNΔを決定するようにさらに構成され、第2のシグナリングは、第2のオ
フセットNΔまたは
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２５６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２５６】
　あるシステムにおける時間領域は、無線フレームから構成される。無線フレームは、シ
ステムフレーム番号(SFN)nfを使用することによって識別される。SFNは、循環的な形で周
期的に無線フレームに付番するためのものである。たとえば、10ビットが、SFNをマーク
するのに使用され、nf=0、1、2、…、1023である、すなわち、無線フレームは、0から102
3までの番号を付けられ、その後、もう一度0から番号を付けられ始める。各無線フレーム
は、その長さが1msである10個のサブフレームを含み、各無線フレーム内のサブフレーム
は、サブフレーム番号nsbfを使用することによって識別され、nsbf=0、1、2、…、9であ
る。したがって、システムにおいて、1つのサブフレームは、システムフレーム番号nfと
、各無線フレーム内のサブフレーム番号nsbfとを使用することによって識別される。同一
のことが、下で言及されるサブフレーム(アップリンクサブフレームおよびダウンリンク
サブフレームを含む)にあてはまる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２５９】
　Uは、アップリンクサブフレームを表し、Dは、ダウンリンクサブフレームを表し、Sは
、ダウンリンク送信に主に使用される特殊サブフレームを表す。本発明において、特殊サ
ブフレームおよびダウンリンクサブフレームは、集合的にダウンリンクサブフレームと呼
ばれる。無線フレームの前述の説明から、そのサブフレーム番号が0から9までであるサブ
フレームが1つの無線フレームを形成することがわかる。レガシUEに関して、システムは
、ブロードキャスト情報を使用することによって現在のアップリンク-ダウンリンク構成
を通知し、構成は、少なくとも640ミリ秒(ms)おきに1回変化する。より後に公表されたUE
に関して、システムは、異なるアップリンク-ダウンリンク構成を動的に通知することが
できる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２６０
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２６０】
　HARQタイミングは、PDSCH(PDCCHを使用することによってスケジューリングされるPDSCH
、PDCCHおよびPDSCHは、同一のダウンリンクサブフレーム内で送信される)とHARQフィー
ドバック情報との間の送信タイミング関係を指し、あるいは、ダウンリンク準永続スケジ
ューリングリリースPDCCHバリデーション(SPS Release PDCCH Validation、Semi-Persist
ent Scheduling Release PDCCH Validation)シグナリング(略してダウンリンクSPSリリー
スシグナリングと称する場合がある)とHARQフィードバック情報との間の送信タイミング
関係をさらに含む。TDDシステムは、異なるアップリンク-ダウンリンク構成について異な
るHARQタイミングを定義する。Table 2(表2)に示されているように、本明細書で議論され
る「異なるHARQタイミング」は、2つのケースを含み、一方のケースでは、HARQタイミン
グの異なる量が、異なるアップリンク-ダウンリンク構成について定義され、たとえば、4
つのダウンリンクサブフレームに関するHARQタイミングが、構成0について定義され、6つ
のダウンリンクサブフレームに関するHARQタイミングが、構成1について定義される。他
方のケースでは、同一のダウンリンクサブフレーム(同一のサブフレーム番号を有するダ
ウンリンクサブフレームを指す)が、異なるアップリンク-ダウンリンク構成において異な
るHARQタイミングを有し、たとえば、アップリンク-ダウンリンク構成0において、ダウン
リンクサブフレーム0のHARQフィードバック情報は、アップリンクサブフレーム4内で送信
され、アップリンク-ダウンリンク構成1において、ダウンリンクサブフレーム0のHARQフ
ィードバック情報は、アップリンクサブフレーム7内で送信される。具体的には、基地局
は、ダウンリンクサブフレームn-k内で、PDSCHまたはダウンリンクSPSリリースPDCCHバリ
デーションシグナリングをUEに送信し、UEは、アップリンクサブフレームn内で、PDSCHの
HARQフィードバック情報またはダウンリンクSPSリリースPDCCHバリデーションシグナリン
グを基地局に送信する。本発明において、説明の簡単さのために、ダウンリンクサブフレ
ームn-kがアップリンクサブフレームnに関連すると短く説明される場合がある。ダウンリ
ンクサブフレームn-kは、アップリンクサブフレームnから逆方向(すなわち、より前)にカ
ウントしてk番目のサブフレームである、すなわち、時間順序に従って、ダウンリンクサ
ブフレームn-kは、最初に現れ、カウントされたk番目のサブフレームは、アップリンクサ
ブフレームnであり、ここで、k∈Kであり、Kは、M個の要素を含む集合であり、この集合
は、ダウンリンクアソシエーション集合と呼ばれ、この集合に含まれる要素のインデック
スは、{k0,k1,…,kM-1}であり、Mは、ダウンリンクアソシエーション集合内の要素の量で
ある。異なるアップリンク-ダウンリンク構成に関して、異なるダウンリンクアソシエー
ション集合Kが、異なるアップリンクサブフレーム内で決定される可能性がある。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２６４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２６４】
　既存のシステムにおいて、HARQフィードバック情報を搬送するPUCCHリソースが、PDCCH
によって占められる制御チャネル要素(CCE)に従って決定される時に、アップリンクサブ
フレームn内でPUCCHリソースを決定するプロセスは、次の通りである。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２７１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２７１】
は、リソースブロック(RB)の周波数領域サイズすなわち、含まれる副搬送波の量であり、
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kmは、アップリンクサブフレームn内のダウンリンクアソシエーション集合K内の1つの要
素であり、mは、ダウンリンクサブフレーム集合内の、ダウンリンクサブフレーム集合内
のダウンリンクサブフレームの、アソシエーション領域インデックスすなわちシーケンス
番号である。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２８３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２８３】
　図3を参照すると、図3は、本願によるリソース割当システムの実施の形の概略構造図を
示す。この実施の形のリソース割当システムは、基地局110、UEの第1のグループ120、お
よびUEの第2のグループ130を含む。基地局110のシステムは、UEの第1のグループ120とUE
の第2のグループ130との両方と互換とすることができる。基地局110は、UEの第1のグルー
プ120およびUEの第2のグループ130と別々に通信することができる。UEの第1のグループ12
0は、第1のアップリンク-ダウンリンク構成を使用し、UEの第1のグループ120は、動的TDD
アップリンク-ダウンリンク構成能力を有しないUEであり、あるいは、基地局による動的T
DDアップリンク-ダウンリンク構成を用いては構成されないUEであり、あるいは、レガシU
Eすなわち、後方互換UE(legacy UE)、たとえばLTE Release-8/9/10/11をサポートするUE
である。UEの第2のグループのHARQタイミングを示すのに使用される基準アップリンク-ダ
ウンリンク構成またはUEの第2のグループのアップリンク-ダウンリンクサブフレーム割当
を示すのに使用される第2のアップリンク-ダウンリンク構成であり、UEの第2のグループ1
30は、動的TDDアップリンク-ダウンリンク構成能力を有するUE、基地局による動的TDDア
ップリンク-ダウンリンク構成を用いて構成されるUE、またはより後に公表されたUE、た
とえば、LTE Release-12をサポートしもしくはLTE Release-12より後のリリースをサポー
トするUEである。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２８７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２８７】
　基地局は、UEの第1のグループの第1のアップリンク-ダウンリンク構成を構成する、す
なわち、第1のアップリンク-ダウンリンク構成は、UEの第1のグループに適用されるアッ
プリンク-ダウンリンク構成である。基地局は、上位レイヤシグナリングを使用すること
によって、好ましくは、SIB1(システム情報ブロック1)を使用することによって、第1のア
ップリンク-ダウンリンク構成のUEの第1のグループを通知することができる。上位レイヤ
シグナリングは、物理レイヤシグナリングに対する相対的なものであり、上位レイヤから
のものであるシグナリングであり、より少ない送信周波数を有し、無線リソース制御(RRC
)シグナリング、媒体アクセス制御(MAC)シグナリング、および類似物を含む。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３２１】
　オフセットを決定する方法は、オフセットを、第1のアップリンク-ダウンリンク構成内
の第1のアップリンクサブフレームに関連するダウンリンクサブフレームの量と1つのダウ
ンリンクサブフレーム内で構成され得るCCEの最大量との積と等しくすることである。あ
るダウンリンクサブフレームに対応するPDCCHリソース領域内に含まれるOFDMシンボルの
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最大量は、3または4とすることができ、これは、システムの帯域幅によって具体的に決定
される。帯域幅が相対的に大きい時には、シンボルの最大量を3とすることができ、帯域
幅が相対的に小さい時には、シンボルの最大量を4とすることができる。OFDM(Orthogonal
 Frequency Division Multiplexing)シンボルの最大量に従って決定されるCCEの量は、第
1のダウンリンクサブフレーム集合に割り当てられるPUCCHリソース領域と第2のダウンリ
ンクサブフレーム集合に割り当てられるPUCCHリソース領域とが完全に交互に交替するよ
うにするのに十分なオフセットを保証することができるが、PUCCHリソース領域によって
占められるOFDMシンボルの量が動的に変化し得るので、少数のリソースが浪費される可能
性がある。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０５５５】
　基地局は、UEの第1のグループのために第1のアップリンク-ダウンリンク構成を構成す
る、すなわち、第1のアップリンク-ダウンリンク構成は、UEの第1のグループに適用され
るアップリンク-ダウンリンク構成である。基地局は、上位レイヤシグナリングを使用す
ることによって、好ましくはSIB1(システム情報ブロック1)を使用することによって、第1
のアップリンク-ダウンリンク構成についてUEの第1のグループに通知することができる。
上位レイヤシグナリングは、物理レイヤシグナリングに対する相対的なものであり、上位
レイヤからの、より低い送信頻度を有するシグナリングであり、無線リソース制御(RRC)
シグナリング、媒体アクセス制御(MAC)シグナリング、および類似物を含む。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０６４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０６４６】
　第1のダウンリンクサブフレーム集合の決定の特定の詳細は、基地局の実施形態1におけ
る第1の決定モジュール210の第1のダウンリンクサブフレーム集合の決定と同一であり、
ここでは繰り返さない。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０６６５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０６６５】
　特定の詳細は、基地局の実施形態1における第2の決定モジュール230による第2のダウン
リンクサブフレーム集合の決定と同一であり、ここでは繰り返さない。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０７２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０７２８】
　基地局は、UEの第1のグループのために第1のアップリンク-ダウンリンク構成を構成す
る、すなわち、第1のアップリンク-ダウンリンク構成は、UEの第1のグループに適用され
るアップリンク-ダウンリンク構成である。基地局は、上位レイヤシグナリングを使用す
ることによって、好ましくはSIB1(システム情報ブロック1)を使用することによって、第1
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のアップリンク-ダウンリンク構成についてUEの第1のグループに通知することができる。
上位レイヤシグナリングは、物理レイヤシグナリングに対する相対的なものであり、上位
レイヤからの、より低い送信頻度を有するシグナリングであり、無線リソース制御(RRC)
シグナリング、媒体アクセス制御(MAC)シグナリング、および類似物を含む。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０８１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０８１２】
　プロセッサ502は、ユーザ機器500の動作を制御し、プロセッサ502は、CPU(Central Pro
cessing Unit)と呼ばれる場合もある。プロセッサ502は、集積回路チップとすることがで
き、信号処理能力を有する。プロセッサ502を、汎用プロセッサ、ディジタル信号プロセ
ッサ(DSP)、特定用途向け集積回路(ASIC)、フィールドプログラマブルゲートアレイ(FPGA
)もしくは別のプログラマブル論理デバイス、ディスクリートゲートもしくはトランジス
タ論理デバイス、またはディスクリートハードウェアコンポーネントとすることもできる
。汎用プロセッサを、マイクロプロセッサとすることができ、あるいは、プロセッサを、
任意の従来のプロセッサおよび類似物とすることができる。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０８６１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０８６１】
　基地局は、UEの第1のグループのために第1のアップリンク-ダウンリンク構成を構成す
る、すなわち、第1のアップリンク-ダウンリンク構成は、UEの第1のグループに適用され
るアップリンク-ダウンリンク構成である。基地局は、上位レイヤシグナリングを使用す
ることによって、好ましくはSIB1(システム情報ブロック1)を使用することによって、第1
のアップリンク-ダウンリンク構成についてUEの第1のグループに通知することができる。
上位レイヤシグナリングは、物理レイヤシグナリングに対する相対的なものであり、上位
レイヤからの、より低い送信頻度を有するシグナリングであり、無線リソース制御(RRC)
シグナリング、媒体アクセス制御(MAC)シグナリング、および類似物を含む。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０８８４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０８８４】
　第2の決定モジュール605は、第1のアップリンクサブフレーム内で、M、m、および
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０９４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０９４１】
　基地局は、UEの第1のグループの第1のアップリンク-ダウンリンク構成を構成する、す
なわち、第1のアップリンク-ダウンリンク構成は、UEの第1のグループに適用されるアッ
プリンク-ダウンリンク構成である。基地局は、上位レイヤシグナリングを使用すること
によって、好ましくは、SIB1(システム情報ブロック1)を使用することによって、第1のア
ップリンク-ダウンリンク構成のUEの第1のグループを通知することができる。上位レイヤ
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シグナリングは、物理レイヤシグナリングに対する相対的なものであり、上位レイヤから
のものであるシグナリングであり、より少ない送信周波数を有し、無線リソース制御(RRC
)シグナリング、媒体アクセス制御(MAC)シグナリング、および類似物を含む。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０９４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０９４２】
　基地局制御装置702は、UEの第2のグループの第2のアップリンク-ダウンリンク構成を構
成する、すなわち、第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、UEの第2のグループに適用
されるアップリンク-ダウンリンク構成である。第2のアップリンク-ダウンリンク構成は
、アップリンク-ダウンリンクサブフレーム割当を示すのに使用され得、言い換えると、
アップリンク-ダウンリンクデータを送信するのに使用され得るサブフレームを示すのに
使用され得る。それに対応して、第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、相対的に動的
な形で変化し、基地局は、物理レイヤシグナリングを使用することによって、第2のアッ
プリンク-ダウンリンク構成についてUEの第2のグループに通知することができる。代替案
では、好ましくは、第2のアップリンク-ダウンリンク構成は、基準アップリンク-ダウン
リンク構成であり、基準アップリンク-ダウンリンク構成は、UEのHARQタイミングを決定
するのに使用される。動的TDDアップリンク-ダウンリンク構成の応用シナリオにおいて、
アップリンク-ダウンリンク構成は、動的に変化することができ、これに対応して、HARQ
タイミングも動的に変化する。この形で、アップリンク-ダウンリンク構成が変化しつつ
ある期間内に、いくつかのダウンリンクパケットに関するHARQフィードバック情報が送信
され得ないことが引き起こされ、したがって、基準アップリンク-ダウンリンク構成が導
入され、アップリンク-ダウンリンク構成が変化する場合であっても、UEは、この構成に
従ってHARQタイミングをも決定し、これによって、ダウンリンクパケットに関するHARQフ
ィードバック情報が、アップリンク-ダウンリンク構成が変化しつつある期間内に送信さ
れ得ないという問題を回避する。好ましくは、基準アップリンク-ダウンリンク構成は、
ダウンリンクサブフレームの量が、アップリンクサブフレームの量より多い構成、たとえ
ば、アップリンク-ダウンリンク構成5またはアップリンク-ダウンリンク構成2である。基
準アップリンク-ダウンリンク構成を構成する、3つの方法がある。1.基地局は、上位レイ
ヤシグナリング(たとえば、RRCシグナリング)を使用することによって、第2のアップリン
ク-ダウンリンク構成についてUEの第2のグループに通知することができる。2.基準アップ
リンク-ダ
ウンリンク構成が、アップリンク-ダウンリンク構成5またはアップリンク-ダウンリンク
構成2であることが、標準規格において事前に定義されている。3.基準アップリンク-ダウ
ンリンク構成を決定するルールが、標準規格において事前に定義され、基地局とUEとの両
方が、このルールに従って基準アップリンク-ダウンリンク構成を決定する。たとえば、
スイッチングの前と後との2つのアップリンク-ダウンリンク構成の両方が、5msのダウン
リンクからアップリンクへのスイッチングポイント期間に属する時には、アップリンク-
ダウンリンク構成2が、基準アップリンク-ダウンリンク構成として使用され、スイッチン
グの前後の2つのアップリンク-ダウンリンク構成のいずれかが、10msのダウンリンクから
アップリンクへのスイッチングポイント期間に属する時には、アップリンク-ダウンリン
ク構成5が、基準アップリンク-ダウンリンク構成として使用される。
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０９６４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０９６４】
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　基地局制御装置702は、第1のアップリンクサブフレーム内で、M、m、および
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】１００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【１００６】
　一体化されたユニットが、ソフトウェア機能ユニットの形で実施され、独立の製品とし
て販売されまたは使用される時には、その一体化されたユニットを、コンピュータ可読記
憶媒体に記憶することができる。そのような理解に基づいて、本願の技術的解決策を本質
的に、または従来技術に寄与する部分を、または技術的解決策のすべてもしくは一部を、
ソフトウェア製品の形で実施することができる。ソフトウェア製品は、記憶媒体に記憶さ
れ、本願の実施形態で説明された方法のステップのすべてまたは一部を実行するようにコ
ンピュータデバイス(パーソナルコンピュータ、サーバ、ネットワークデバイス、または
類似物とすることができる)またはプロセッサに指示する複数の命令を含む。前述の記憶
媒体は、USBフラッシュドライブ、ポータブルハードディスク、読取専用メモリ(ROM)、ラ
ンダムアクセスメモリ(RAM)、磁気ディスク、または光ディスクなど、プログラムコード
を記憶することができる任意の媒体を含む。
【手続補正２３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図１１】

【手続補正２４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１２】

【手続補正２５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１４
【補正方法】変更
【補正の内容】

【図１４】

【手続補正２６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１８】



(169) JP 2016-529807 A 2016.9.23

10

20

30

40

【国際調査報告】



(170) JP 2016-529807 A 2016.9.23

10

20

30

40



(171) JP 2016-529807 A 2016.9.23

10

20

30

40



(172) JP 2016-529807 A 2016.9.23

10

20

30

40



(173) JP 2016-529807 A 2016.9.23

10

20

30

40



(174) JP 2016-529807 A 2016.9.23

10

20

30

40



(175) JP 2016-529807 A 2016.9.23

10

20

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,TJ,T
M),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,RO,R
S,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,KM,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,
BB,BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,H
R,HU,ID,IL,IN,IS,JP,KE,KG,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI
,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SA,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,
UG,US,UZ

(74)代理人  100140534
            弁理士　木内　敬二
(72)発明者  李　超君
            中華人民共和国　５１８１２９　広東省深▲チェン▼市龍崗区坂田　華為総部▲ベン▼公楼
(72)発明者  ▲陳▼　小波
            中華人民共和国　５１８１２９　広東省深▲チェン▼市龍崗区坂田　華為総部▲ベン▼公楼
Ｆターム(参考) 5K067 AA13  BB21  CC06  DD24  EE02  EE10  EE22  HH22  HH28 

【要約の続き】
るようになる。


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	written-amendment
	search-report
	overflow

